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日本 建 築 協 会

ゐ 畠

冨回

日 時 1996年 1月11日開

13:00 - 16:30 

講 師 竹 内 日 告

三菱地fiJiOAP計画設計分室長

内藤晴道

ロ
ー
ム
玄

A

学

内

)

同

月

OAP剖函建築J V所 長

定 員 50人

* 申込者多数の場合は抽選

集 会 現 地

*J R潤犬線「桜ノ宮」釈から

徒歩約 5介

参 加 費 会 員 1，000円、→宣 2，0∞円

申 込 12月25日開までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

① 催し名 ( OAP見学会)

②氏名

③ 個人・団体会員、一「般の別

@瀬場・学校名

信彦窃日証郵送先

@ 漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

※ 参加証を 12月26日ωに発送

します。

申込先 (扮日本建築協会事業課

大阪市北区梅田卜 1-3- 2100

大阪駅前第 3 ピル21階 〒530

FAX 348-0634 TEL 348- 0633 

三重県桑名の名家、諸戸家の邸宅建築

を訪ねます。

当家は幕末・明治期に回漕築、山林径営

て怪盛を極め、諸戸清六初代及び二代

によって揖斐川沿い太一丸に広大なニ

棟の御屋敷が築かれました。

その一つ、初代清六の御屋敷 を継 ぐ諸

戸精文邸は、一角に古典様式の洋室を

もっ本臥明治中期の壮大な御殿の他

県指定文化財の庭園など、よくその構

えを留めています。

そして二代清六が明治末より大正 2 年

にかけて宗家の北辺に築いた新邸は、

鹿鳴館の言宣言十で著名な建築家コンドル

による 4 層の望楼をもっ西洋館とそれ

に連なる和館部からなる当時屈指の和

近代建築見学会(第4回)

諸戸精文邸と

六華苑を訪ねる

諸戸楕文邸正面 (下) と御殿( 上) 六華苑 (旧儲戸清六邸)

OAP計画は、再開発地区計画制度の適

用を受けた、旧三菱金属附大阪製錬所

跡地を中心とした約 7ha の再開発事業

です。 大川ウォーターフロントの; 出也

条件を生かし、リバーフロン卜公園と一

体に、敷地の約5 0 %を公関空地として

整備しています。またアメニティー( 快

適全) を基本に、超高層インテリジエ

ントオフィス、者lH;型ホテル( 帝国ホ

テル) 、都市型集合住宅等からなる質の

高い複合都市空間を形成し、国際都市

大阪を代表する新しい街づくりを計画

しています。 ( 竹内崎)

j羊並設型邸宅であり 、庭園も和風の;也

泉回遊式の一角にパラ園を配すという

特色あるものでした。

この旧諸戸清六邸は平成 2 年に桑名市

に 朝 普 さ れ 以 来 修 復 整 備 工事が進め

られ平成 5年に完工し、市指定文化財

六華苑として公開されています。

今回はとくに、その整備事業に係わら

れた大塚由良美氏にご同行いただき説

明を伺います。

なお諸戸精文邸の建築 は通常非公開 で

すが、諸戸綿製肺〉こ安子意て・見学カ宮午

される予定です。

新 春σ〉一日、東海屈指の近代邸宅建築

の見学会にこ参机下c < い。

( 山形政昭)

- 建築概要

所 在 地 大阪市北 区天満締1 - 1

建 築 主 三菱マテリアル・三菱地所

設 計 監 理 三 菱地所

胞 工 OAP建築J V/ 大林ほか25社

敷地面積 51.511. 17耐

建築面積 18.431. 38n1'{ + 住宅 3.558.53m')

延 床 面 積 お8. 140.28耐( + 住宅71.969.61m')

精 進 5・SRC

規 模 オフィス棟 B3・39F' PI

ホ テ作品 ｾ B2・24F' PI

アネックス練 B3・5F' PI

( 住宅棟 BI ・30F)

工 期 1992年 7 月- 1996"f- 1月

オープン オフィス 2 月 1 1:1 ( 予定)

ホテル・アオ・ッタス 3 丹151:1 ( 予定)

日 時 1996年1月20 日出

13:00ー 17:00

講 師 山 形 加 昆/ 大阪芸術大学助教授

大塚由良美/ 桑名市教育委員会

見学先 q潜戸構文邸

@ 嘩 苑(旧諸戸j青六邸)

集 合 六 華 苑 入 口

三重県桑名市大字桑名字鷹場663-5

* 近鉄「桑名」駅よりパスで約

5分「田町」 停 下車10介

定 員 30人* 申込多数の場合は抽選

参 却 費 会 員 3，0∞円、一般 4，000円

学生は 1，000円引

* 含、六牽苑入制ヰ

申 込 l 月 11 日関 までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込みください。

①催し名 (近代建築見学会)

②氏名

③個人・団 体 会 員 、 →宣の 別

@職 場・学校名

告湾効属i W送先

@ 覇 各先電話番号

をお知らせ願 います。

* 参カ時正を| 月 12日働 lこ発送

します。

申込先 (初日本建築協 会事 業課

大阪市北区梅田トト3- 2100

大F既 R前第3ピル21階 〒530

FAX 348-0634 TEL 348- 0633 
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テーマはジオグラフ イカルな建築を創

ること。キーワードはキャニオンとフ

リッジです。敷地は大阪の南の郊タト、羽

曳野の丘陵地で、雑木の繁る谷抑制3

でした。この地形を最大限に生かし、魅

力的て勾胤直なキャンパスを創り出すこ

とが、私達の課題でした。

また大阪の医ネ看護学の倒舵表現

すること、これも大きなテーマです。緒

方洪庵の適塾からは優れた医学者、看

護学者が輩出されました。その伝統を

ふまえると共に、未来への発展を見す

えてデザインに取りl ' ，a ，みました。

また看護婦さんのやさしさ、清純なイ

メージを表現すること、看護学の根幹

である博愛精神を育てる場をつくるこ

と、このことも大きなテーマとして取

り車且みました。

建物は平成 6 年の 3 月に竣工、使用開

始されていましたが、外橋工事がさら

に l 年かかり、キャニオンに木々の緑

スライド・レクチャー

ぶらり海外建築見て歩き

第4回

西地中海の建築

モ口ッコ、スペインを訪ねて

2  

このスライド ・レクチャーシリーズで

は、スライドを使って、 i智同建築及び

その周辺の風物をご紹介したいと思っ

ています。大学の授業のような堅苦し

い話ではなく、建築に関係のない方に

も楽しんでいただけるような内容です

ので、気経なお気持ちで聴きに来てい

ただければ幸いです。

さて、皆さんはイスラムの文化がアラ

ブ人によ って、アフリカの北岸を東の

エジプ卜から西のモロ ッコへ、更に ジ

ブラルタル湖峡を渡りスペインへもた

らされたことをご存じでし ょうか。今

があふ札せせらぎの水面が光のj肺文

をきらめかせ、命が与えられたのは平

成 7年の 3 月となりました。天気の良

い秋の日に 2 日がかりて最新の状態を

スライドに撮りました。設音十時に考え

ていたことなど、合わせてこ・紹介いた

します。こ喫斯寺下さい。 ( 山下 弘)

. 建築概要

所 在 地 大 阪 府 羽曳野3市はびきの3-7- 30

設 計 大 阪 府 姥 築 部 営 繕 室

坂倉主Il 築研究所大阪事務所

胞 エ アジタ ・鉄雄・藤木・井上]V

敷地面 積 43. 133.39m'  

建築面積 12，415.63m'  

延床面積 36，870.28耐

権造規絞 S RC ・S ' R C、 B2・6 F

工 期 1991年 12月- 1995年 3 月

回は、アルハンブラ宮殿をはじめとす

る西地中海のイスラム建築や町並み等

の紹介をいたします。 俗 本真一)

- 次回の予定

1996年 2 月27日ω 18: 30-20:30

西欧 の修道院主Il 築を紡ねて

- ' 1' 1止から現代までー

ノν ・トロヰ、( 中世) 、アッシジ( 中1lt) 、ラ ・ト

P ーレフト( コノレピジェ) 、 7 7 ーノν ( 77 ン

デル・ラーン) 等

フヱズのメディ ナ(モロ ッコ) アルハンブラ( スペイン)

日 時 1996年1月22 日開

18: 30-20: 30 

会 場 日本建築協会サロン

* 大阪駅前第3 ビル21階

講 師 山 下 弘/ 坂倉建築研究所

定 員 30人* 申込多数の場合はt偏差

参 加 費 会 員 2，∞0円、ー骨¥l: 3，000円

* 含、飲物、消費税

申 込 |月 12日悩 までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込みください。

①催し名( 話題建築を聞く)

②氏名

③個人・団体会員、 一般の別

笹鴻 場・学校名

⑤射厄亜日送先

@ 新各先電話番号

をお知らせ願います。

* 参力需正を| 月 16日ekl に発送

します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田トト3-2100

大阪駅前第3ピJ レ21階 干530

FAX 348-0634 TEL 348- 0633 

山 下 弘 ( やましたひろし)

1946年愛媛県生まれ

71 京都大学大学院建築修士諜程修了

板倉建築研究所入社

90 板倉建築研究所取締役

主な担当作 品

南 海:ti: 鉄 高 野 線林n日旧 制都市駅舎

神戸市1専物館

岐阜市文化センター

伊丹市サンシティ ーホール

箕面市教学の森野外活動センタ 一、 ほか

日 時 1996年1月23 日ω

18:30 - 20:30 

会 場 日 本建築協会サロン

* 大阪駅前第3ピル21階

講 師 杉本真一/ 大阪芸術工大学講師

定 員 30人* 申込多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，000円、一般 2，000円

( 学生は判買、制OJ 1 寸、脱却

申 込 1月16日ωまでに、ハガキ、

FAX、電話でお申込みください。

①催し名 (スライド・レクチャー)

②氏名

③個人・団体会員、 一般の別

任満場・学校名

⑤ 制民腫腿 先

@ 溜各先電話番号

をお知らせ車買います。

* 参有馬正を |月17日嗣に発送

します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田卜卜3- 2100

大阪駅前第3ピル21階 〒530

FAX 348- 0634 TEL 348- 0633 
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第 42回青 年 技術 者

[ 殺 計 計画 部 門]
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ねl 歌 山マリーナシティランドスケー プ 16  

大 谷 直 己 ・向五山 荘 内I生 命 熊本 ピル 17  

ｩ Ｎ￣Ｎｾ浩一 郎 ・ Ｚ ｷ Ｚ ｷ Ｍ ム ＮＱＱ 本 大 学 節 子 州 第 二 ｦ 州飢州ヒ断州事物館 18  
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作 . .  

E 置風

設 計 監 理 ・

大 建 設 計

施 工 ・

西 松 建 設

ぷく/3¥くドーム

河南町立総合体育館

この総合体育館の克知也は、大岡符南東部にあり金問1) . 葛城の山並 lこ

述らなる丘陵に位置し、「近つ売も鳥の郷」と呼ばれ、周辺には古境、

泣跡など歴史的にすく守れた文化財が点在する、緑12かな自然と景観

に恵まれた場戸斤である 。

建物は「なみはや国体」のフェンシンク守会場ともなる施訟守、、 固定

席のある「ぷ 〈アリ ーナ」と l呼ぶ大体育室と、舞台機能や可f f i : J 沖奇子

をfi :11えた多目的ホーノレの 「ぷ〈ホーノレ」 とJI乎ぶ小体育室、中庭を取

り入れた管理制fの施設から構成される、 IUTのスポーツ ・文イ凶問主Lの

核となる総合体育館である 。

配置計画は、管理! 棟を中央に配置し、両市!I) L 型に大小体育室を配し、

連続した 2 府 I!欠抜のロビー空間 により利用者にわかりやすい明艇

な平田計画として い る。

L 型に区切られた敷地 空 間 は、 エ ン トランスに続くプロムナード

を、 つつみ こまれた都市広場として、又、背昔1Iのひろがりの外庭広

場は、自然とｩｬｬＱｾずじした、周辺環境に酉白返した緑 地 空 間 としている 。

外観は特徴ある球面屋根が、大小 2 つの施設をやさしくっつみこ

み、建物をシンボ‘ リックに表現すると共に、長正義見にやさしく胃li) 利し

たかたちを創出した。プロムナー ドに面した亨IJ; t 主と深いひさし、そ

して全国に設けた開放的なガラス面で構成するファサードは、建 物

に表作j の変化 を与え者11市的雰囲気とやすらぎを作り fごして L 、る。

自然に恋まれたE長官党を背最に、住民力場tしみやすく、明るく JJFJかれ

たスポーツ文化活動の拠点として利用される事を願って いる 。

( 四 方 健、 中島信 一/ 大建設計)

⑥ 

ｾ｜＠

I F平 面 図 1200 

ぷ 〈 ア リ ー ナ

ぷ く ホ ー J レ

所 在 地 一 一 一 一 大 阪 府 南 河 内 郡 河 南 町 大 字 寺 田 5 8 0

敷地面積一一一一 16，686 . 66m'

建築面積一一一一- 4，348 . 48m'  

延 床 面 積 4，993 . 66耐

構造規模一一一一 RC、S 、2 F

工 期 ＱＹＹ Ｔ 年 Ｓ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｘ 月

最 寄 駅 一 一 一 一 近 鉄 長 野 線 ・富 田 林 駅

撮 影 一 一 一 伸 和

5  



正面外観( 左側が植物園)
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I Fエン トランスホール

( 植物閣を眺める)



由甲

設 計 監 理 ・

清 水 建 設 広 島 支 l吉 一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 ・

清 水 建 設 広 島 支l苫

佐竹広島本社ビル

来広品市の中心地四条は、酒造 りて有名な土地で、 j玄向大学を 中心

とした学悶者11市として の今後の発展カ別府 されて いる 。株 式会社 佐

ゲJ地2作所は、この地域にあって、殺世1i 加 l 機メーカ ーとし て世界 最

大の崩』ほ誇 っている 。 この建物は、当企業の新本社ヒツレ として計

画されたものである 。

敷地は、なだらかな山並を背景に、回国風景が広がる場所にある 。

この周辺広1 t l1の中で、外壁にはハーフミラーのカ ーテンウオーノレを

採用。 シャ ープで近代的な形態と、自然の刻々と移 り変わる風去を

映す外相に、企業のi疎 rr性 t グ ローノf リゼーションのイメージを込

めてみた。 また、会長によるヤシ、ソテツの| 止持的に従軍なコレク

ションがあ り、これを収める地物l却をオフィスと併設し、 ーイ料ヒし

た空l I J J ;t' i Y械とした。 この構成が、内部に1272; な緑と光の風景の提供

を可能にしている 。広〈ゆとりを持った室机 成は、数々のア ート や

地物闘の緑と相乗して、これからの盟かなオフィス環境づくりに寄

与すると忠われる 。

また、この建物は、今年度の「第 8 回日経ニューオフィス:rtJ のニ

ューオフィスＺｴ ｦ 副長賞にも選ばれた。Ｈ ，制官沼ｾ Ｏ 清 水建 設広 ｌ｢ 支庖Ｉ

植 物

l ' 皆平面図 1 ・6∞

所 在 地 一 一 一 一 東 広 島 市 西 条 西 本 町2- 30

敷 地 面 積 一一一一 14 ，123 . 87m'

建築面積一一一一一 1，111. 10m'  

延床面積一一一一- 4 ，550 . 50m'  

構造規模一一一一 S 、 6 F、 PI F

工 期一一一一 ＱＹＹＳ 年 ＱＱ 月 ｾＱＹＹ Ｔ 年 Ｙ 月

最 寄 駅 一 一 一 J R山 陽 本 線 西 条 駅

撮 影 一 一 一 西 日本 写 房

@  



8  建築け士会 ・1995. 12

豊郷郵便局

設計 スペースクリエーション

松田司

滋賀県豊郷( とよさと) 町は、 j fu工商人

発祥の1也であり、伝統の息づく人口

7，000人余りの小さな町である。

計画に際 しては、この伝統を未来へと

つなげていく明るく開放的な空間構成

とする事を第一に考え、利用者に親し

まれる郵便局となる事を 目指した。

配置は、郵便車の進入路を確保するた

め、できるだけセ ッ トパックさせ、機能

上一部 2 階となる道路側の外壁を曲面

とすることで、やさしさと親しみを感

じさせる形態とした。

一方、公共建築としての節度を保ちつ

つも、大胆にデザインしたシャープな

ファサードは、進取性を欝見し、周辺の

やや単調な風景にインパク卜を与える

ひときわ印象的な外在見とした。

この建物が1似或のコミュニティーセン

タ一的役割を担いつつ、ひとつのシン

ボルと して、豊郷町の新たな街づく り

に貢献できる事を願っている。

まつだ っかさ

松 田 司

1957 香川県に生まれる

1980 関西大学工学部建築学科卒業

1980 嬬 絹 室 入 社

1989 スペースクリエーション入社

現在同取締役

撮 影ー酒井文明

会函編集一宮地雄一郎 (作品作風小委員会)
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2515  

2516 

1515  伊 香 郡 広 域 総 合 保 健 医 療

福 祉 セ ン タ ー

設 計 : 内藤建築事務所

施 工 : 材 光 工 務 庖

a  滋賀県伊香郡木之本町大字黒田

1221番地

b.  25 ，216m奮

C .  4，038m'  

d.  5. 46001'  

e.  RC、2F

f . 平成 5 年 11月~平成 7 年 2 月

本施設は湖北総合病院に併設される高

齢者に対する保健 ・医療 ・福祉各部門か

らなる複合施設であり、特にくふれあ

いホール〉を介して湖北総合病院に直

結 す る 構 成 の た め 利 便 性 に 富 ん で い

る。新設部分は 2 階建であるが各施設

はそれぞれ平面的な展開としており、

高齢者ならびに職員の使い易さを第一

においている 。

施設全体は将来的に他の保健 ・医療 ・福

祉施設が加わり、より総合的な施設に

発 展 す る こ と が 考 慮 に い れ ら れ て い

る。

1516 北 九 州 市 立 北 九 州 大 学 本 館

設 計 北九州市建築局建築部建築第

一課

; 也原義郎建築設計事務所

構造計画研究所共同企業体

施 工 奥村・西武・山九・石崎・ヒヤ

ムタ共同企業体

a 北九州市小倉南区北方4丁目 2- 1

b .  51 ，062. 404m'  

c  5，227. 88m'  

d .  25 ，352 .  02m'  

e  S R C、一部 RC、B1F 、14F、P1

f . 平成 5 年 3 月~平成 7 年 3 月

もともと、北九州大学は街と市民に開

かれ、都市と一体化されていました。

新館の機能は研究棟、教室棟、体育棟あ

る い は 学 生 ・職 員 そ し て 時 に 市 民 が

白身行き 交う大学セ ンターという多様

な も の を 複 合 し 都 市 性 を 備 え て い ま

す。

これを踏まえ、この建物は単なる学問

の府という象徴性を越え若者と教員と

市民 が 大 き く 渦 巻 く 立 体 的 広 場 で あ

り、ここ に生き生きとした学問と教育

の活動が展開する場としてとらえら れ

ています。

また、この建物はこれで完結さ れたも

のではなく、将来計画の中ではこの建

物の二階レベルから延びるス ロープを

挟みほ (1 同規模のものを対称形 に配置

することを考えています。 これは都市

と学究の場の一体化を更に期待する大

きなゲ 卜( 門) となる ように計画され

ています。



2517  フ ジ ク ラ ン 安 芸

設 計フジ? 広島支広一級建築士事務所

)'Lf列

施 工 . フジタ広島支庖

a 広島県安芸郡 坂l町

b .  16，500m'  
a 所在地

c  l l ，150m'  

d.  37，340m'  

b 敷地面積

e  S  

f  平 成 4 年 9 月 ~平成 5 年 5 月

2518  篠 山 法 務 支 局

c 建築面積

設 計 ・近畿地方建設局営繕部

施 工 . フ ッ トワーク建設

d 延床面積

2517  2518  a 兵庫県多紀郡篠山町乾新町70- 1

b .  l ，150m'  
e 締 造 規 模

c  586m'  

d  737mを

e  RC、2F f . 工 JtJ l

f . 平成 5 年 10月一平成 6 年 3 月

2519 大 阪 西 公 共 職 業 安 定 所

設 計 近 畿 地 方 建 設 局 営 繕 部

施 工 日本 建 設

a 大阪市港区南市岡1- 2- 34

b .  l ，518m'  

c  671m'  

d .  l ，973m'  

e  RC、3F

f . 平 成 6 年 3 月~平成 7 年 2 月

2520 八 尾 市 立 西 郡 保 育 所

設 計 大 辛口建築事務所

2519  2520 

施 工 西武建設・大新土木建設共同企業体

a  八尾市J陵町2- 33

b .  3，090 .85m'  

c  1，271. 48耐 ( 自転車置場25.54m'含む)

d.  l ，918 .29m'( 自転車置場44. 80m'含む)

e  R C、2 F

f  平 成 6 年 7 月~平成 7 年 3 月

2521 特 別養 護 老 人 木ー ム lまんてん荘

設 計 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

施 工 問 組

a  青森県上北郡六ヶ所村大字出戸宇梅沢130- 16

b .  14 ，212. 147m'  

c  4，188. 830m'  

d .  3，817. 290m'  

e  RC、平屋建

f. 平 成 4 年 7 月~平成 7 年 3 月

2522 久 保山 斎 場

設 計 松 本 陽一設計事務所

施 工 : 奥村、紅梅、鉄建、和同建設

共同企業体

2521  
2522 a 横浜市西区元久保町3- 1

b .  5，300m'  

c  3，107m'  

d.  6，227m'  

e  RC、B 1F 、3F

f . 平 成 3 年 5 月~平成 7 年 3 月

2523 
2524 

2523 三 塁 望 大 阪 支l苫ビル

設 計・大林組本l吉一級建築士事務所

施 工 大林組本庄

a 大阪市北区 中津 6 丁目か14他

b.  2，023 .70m'  

c  1，193 .70m'  

d .  7，389. 36m'  

e  S R C  

f . 平成 5 年 9 月~平成 7 年 3 月

2524 東武練馬シティホー ル

設 計 大末建設一級建築士事務所

施 工 大末建設東京本庖

｡ 東京者ｾＪ反橋区徳丸 Ｑ 丁目 ＳＱＲ Ｍ Ｓ 、 Ｔ

b .  718. 05m'  

c  508. 62m'  

d .  2，251. 59m'  

e  RC、B2 F、3 F

f  平成 6 年 1 月一平成 7 年 4 月
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日 本 建 築 総 合 試 験 所

〒565 吹 田市腹 自 台5-8- 1

TEL.06-872-0391  FAX.06-872-0784 

業務時間 9:00- 17:15  

財 団 法 人

日

露諮

コ ン ク リ ー 卜 圧縮 強 度 試 験結 果 の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム に つ い て

所には、②に示すように、 D B管理申込書ならびにコンクリー卜施工
ま えカξ き

計画書ーを提出していただきます。

各作業所では、打設されるコンクリ ー 卜150m'に一回の猿渡でス

ランプ、空先立、塩化物合有企等の生コンクリ ー卜 の品質特性値カ f

iJll J定されます。 この結果が設言十返送主主ナ満足していれば、圧縮強度試

験用供試体が作成され、所定の材齢まで作業手fr内で主泊三されます。

巾認 ｾｗｦｲ て Ｑ ま、今年の Ｗ 月からコンクリー卜圧縮強度Ｊｾ完結果の

( 以下D Bシステムと聞各記) 運用サー ビス業

その概要をご紹介します。務を行っておりますので、

データベースシステム

所定の材齢に達した供試体は、③に示すように、先に iWJ 定された

生コンクリ ー トの品質特性や打設位置、使用材料、配合設言|等 の 閑

D Bシ ス テ ム の構 築 の 経 緯

ここに紹介する ｄｂ システムの構築は、大 ｉｾｊ 荷に本社または支 ＱＵ

がある主) ! 説総合請負会社( 建設会ヰ上) て湘織されている( 油大阪建設

2  

述 資 料 と と も に 作 類ir から直J妥当試野市こ搬入され、圧縮強度試験

が実施されます。 この圧縮強度尋坊対吉果は、他の関連資料とともに

本所の工事用材料試験室のコンピュータに入力 ・データベース化さ

業 thJt会の建築生産委員会 ・品質管哩研究会が、 主 としてコンクリ ー

ト工事に関する「品質管理のレベノν向上」、「告顎管理等作業所業務

の省力化」および「品f空管理の信頼性向上」を図るために、検討し

れ、 ④ に示すように、原J ! l J として試験の翌日に言明対吉果一覧表 ( 速

報) が当該作勤寸斤へF AX送信されます。

次に、コンクリ ー卜 工 事 が 完 了 し た 作 期ir' こは、⑤に示すように、

一覧表形式の樹冬試験結果報告書ーヵ f届けられ、行政庁へ提出される

てこられたものです。当言明知ir は、行政指導に係わる指定試l験機関

この研究会じ 協力委員削船立し、検討に参加してであることから、

参りました。

この品質管理研究会てやは、上記の目的を達成するためのDB シス

結果報告書の添付資料にもなります。最後事 施コンクリ ー ト

テムが、建設会社や作菊i斤の規棋の大小 に|刻わらず利用できるか、

に、年間データカ主主齢守され、⑥に示すように、建設会社母底に全作

業所の コンクリ ート 工 事 の データを収めたフロッピーディスクが

利用者に過大な費用負担をかけなくても 実現できるか、データの秘

密が守られるか、など種々の問題が|良重に検討されました。そ して、

同協会の会員に対するアンケート調査や約 1年間の試行等、 3 年 半

提供されます。

ι人仁のように、このD Bシステムを活用する こ とによ って、圧縮強

j支試験日から報告書の作業所到者までの期聞が これまでより大幅

に短縮されるので、作業所における ι丈仁程への迅速なフィードパッ

クの可能性が拡がり、一覧表形式の採用で品質研匡認が容易になると

にわたる検討を経て、本D B システム 実用化の目途が立ち、 当言郎会

所が運営を担当す ることになりました。

ともに、工事管理者の保管資料数例経滅されます。 そして、母庖に

届けられる年間集約データは、各作業戸斤で使用されたさまざまな コ

ンクリ ー トの侍| 生向科斤や、高強度、高流動化等の特殊コンクリ ート

D B シ ス テ ム の 概要

D Bシステムの概要を図ー |に示します。

同図の① に示すように、建設会社母庖 ( 本社または支底) がシス

テムの利用を申込めば、当該会社はすべての行弓野斤におけるコンク

3  

ふ
品の実態把握と以後の品質管理の改善推進に効果を発捕します。

た、将来、関係建物の劣化調査、震災や火災による被害建物の調査

リー 卜の品質管理に このシステムを利用できます。利用される作業

を行う場合には、使用コンクリ ー トの性能の遡及調査が容易になり

ます。

① データベースシステム

利 用 申 込 み

あ と カくさ4  

⑥ 年 間 デ ー タ の 担 性

このDB システムの構築は、工事管理者である建設会社の発議・提

案 によるものであり、 このシステムの運用は各イ乍業♂斤におけるコン

クリ ー トの品質管理のあり方に指針を与えるものであります。 これ

の運用が、 コンクリ ー卜 工事の品質管理 と切 り離せない検査をナ木来

⑤

民

験

結

果

一

覧

輯

告

.

送

付

o  I③ I@  

コデ l コ尭 11式

ノ 1 1ン，主 l 験

クタ 1ク 奮 l i結

リ ベ l リ 且 l 果

11 1 1 ぴ l ;m

トス l トテ l 輔

庖 菅 l 圧ス 1-

工 理 l 縮ト 1 F  

計 申 l 強 ピ 1 A  

商 込 l 度 1 1  x  

・・ 11置ス 目)

亙 I !験 描

ぴ E 入

あるべ、き姿に戻す啓蒙の一助となる こ とを願っています。

D Bシステムについてのご質問、お問い合わせについては、本所 ・

工事用材料試験室の高橋または石原までご連絡下さい。

(工事用材料副主主室長

施 工 結 果 輯 告 . 盟 出

グ九〉 利一)
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技術と芸術 内 井 昭蔵

建築は芸術であるとし、う考え方は正しいと思う 。しかし、 芸術

である前に技術でなければならない。技術は学: 術に裳イ寸けられ

る。学術は又、芸術でなければならず、この三つの術は相互に|業l

速をもち、円環をな してい るとし、 つでもよい。それぞれは前後に

結びつきながら成り立っている 。例えば技術は学術と芸術の狭

間で、 芸術は技術と 学問の狭間で成り立つものだ。

建築は、この三つの術一 つが欠けても建築とはいえない。この

三つのバランスが犬切である 。技術の上にのみ芸術力主花咲くも

のと思うが、昨今の建築は意匠面の偏りや技術函の偏りが顕著

になっている 。

建築の意匠は最も建築の芸術的側商を表わす部分であるが、

技術の可能性の上にあくやらをかき、宙に浮いた意匠を平気です

る建築家が増えてきた。人間生活にと ってもっとも基本的な技

符サである建築がその目的や用をＤＮ｜ｾ視し、 ｷ ら建築家の自己 主 張

や表現欲の対象となるのはいかがなものであろうか。

技術とは建築の目的をかなえる手段であり方法であると思う

が、その方法を支えるのは倫理感である 。

意匠は独創1'1生が重要であるが、その中に普遍なものがなけれ

ばならぬ。この基本を見失っては芸術とはし、し、難い。

建築家 ・京都大学教授

「まちJ について 興 謝 野 久

かつて、シュリ ーマンが幼少の頃の記憶をもとに、あの有名

なポンペイの述跡を発掘した話は、ｾ 於 大陸 における都市 の重

層の歴史を端的に物語って います。「まち」には、確かに幾重に

も重な った人聞の営みの歴史が存症し、そのことがその「まち」

及び地域ならではの人々の質調ーと個性とを長い時聞をかけて醸

成してきました。このようなことは、何も臥沫だけでなく我が国

においても、あちこちに見られます。特に、日本の歴史のノレー ツ

とも 言 われる関西において、歴史的な街道カ来従J横無尽に走って

いることや、各地の地名に時の権力者の込志が託されていたり、

土をかぶった古戦場が永〈 人 跡未踏の山であ った り、千年ιUニ

前の 時代の息吹を伝える 堂や伽藍があった りで、 意外と身近に

歴 史的な素 材 とともに普段の生活を営んでいる 地 域が多い訳 で

す。「まちづく り」を考えるとき、過去の歴史 M蝕象したまちを

つ く る の で は な し そ れ ぞ?れの地域の歴史を入念に発掘してみ

ることは犬切なことです。「まち」は過去現在未来へと歴史の厚

みを伴いながら発展していく こ とが、人々の生活に深く根をお

ろした本来のまちの姿を存続させることになると考えるからで

す。 まちなみを構成する 一つ一 つの建築を設計するにあたって

は、 「地域の歴史にその建築の発想、の拠り所がある」という視点

を大切にする必要があり、あわせて |日いものと新しいものとを

並存さ せる 考 えに立つ ことを忘れてはな らないと、最北とみに

強〈感じます。 日建設計大阪本社副代表
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地球との共生 西 村 幸 雄

地震、サリン、為替の不安定、銀行の信用、大衆の政治離れ

等々、毎年年末には今年の十大事件がニュースにな るが、 1995年

は手の指だけでやはたりず、足の指の助けをH乎ぶ 位w姐力の一年てや

あった。 それにしても自然の破壊力の大きさには今更ながら驚

かされる 。 開発いづ大義名分の元に環境と自然を破捜してき

た人間につけが回ってきたと 言 われでも仕方がない。 これから

は地溺窃開花考え、共生しなければ今後の文明社会計t酷し、発

展させる こと はできない。地球部克の問題はアロン、酸性雨、温

暖化等世界全体の問題としてとらえなければならないテーマが

多〈含まれている 。 自己を中心し た考えでは解決できな いこと

ばか りだが、え てして 自己中心的におちいりがちである 。環抗汚

染の原因もさまざまで、温暖化一つ取ってみても、オゾン熔に影

響のない代替フ ロンが従来のフロンよりも温11愛化に は数倍の影

響があると 言 われだした。 あちらを立てればこち らが立たずで、

あるが、私達は現在の文イ凶勺な生活を非樹寺していかねばならな

い。何年カ、前の生活に戻 るわりにはいかない。カ、ンするのでは

なく、基本的な人間の欲求封筒たし、より快適な生活を実現しつ

つ、しかも エオ、ノレギーの消費、或いは地 球環境に悪影響を及ぼす

媒体の使用を制限しながら、世界全体を発展さ せるス タンスを

布雀立する ことカ主急1労てゃある 。 京都市都市住1車境局営繕部長

無作為 野 村 充

t両足、陶芸をはじめた。ろくろをまわし、土と格闘する 3 時間

はｾ ｾＡ や 心である 。

陶芸 は土と炎の芸術とし、われる 。形も色も最後は土と炎に任

せるほかないのである 。計算どおりにならないと ころが官i白い。

加藤庖九ｊｬｾは、「円満具足して何 一 っし、うと こ ろなしというも

のには、まず名器といわれるようなものはないといっていい。」

と述べている 。計算外のきずや欠点のあるものこそが名器たり

得るい、 っているのである 。晩年、強烈な作為を重ね激しし、造形

との格闘のはてに彼がたどりついたのは、無作為とも見える自

由な精神の境地であ った。その穏やかなイ何? は、すべてを受容し

得る柿ヰ11
1の奥深きと自信によるものだった に違いない。

学生 時代に、バーナードリレドノレフス キーの 「建築家な しの建

築』という写贈長に幸斤鮮な驚きを感じたことがある 。そこに見ら

れる世界各地 の民家の造形は、無名の人々の教条や様式を選砲

した自由な精神と逗しい生活力から生まれたものであり、建築

家の作為のデザ、インが到底およばない多様さと豊かさと魅力に

溢れていた。何一ついうところのない計算されつくした建築が

人々に感動を与えるカをもち得るであろうか。 ドラマはいつも

計 算 を 超越したところに生まれるものである 。

竹中ヱ務庭設計部設計謀長

建築の限



青年技術者選考委員会総評

選考委員長 荒 井 清

近年では品多の 39件の応募ぞいただき、ありがと

うございました。 力作ぞみいで選考の先生方にも、

いろいろご苦労をおかげしました。

選考のラインをど こまでにするか、その切 り自は

なかなか員 ｦｦ［ しく、甲乙つけ事 ｦｾｾ 、ものもあり、今回

は:tJIf'先局に多少づ!里理主ナお願 L 、して、 25人の方々そ

! U! j ' 膨させて L 、t:t.:Oきましたが、惜しくも選に洩れ

た方々には、ぜひ今一 度資事|ぞ 見 直 し 、 再 度 の 挑

li(止をおH守しております。

また、例年のことですが、提出された業 ｫｾｊ や作品

を通しての、応募者の日頃の努力内容や将来の展

望、主張を明確 に記して欲しし、と考えます。 この

点につ いては、 必 ずご商白. iIT. 下さ し、。

設計・計画部門/ 応尋問 芸品 は し、ずれも力作てあり、

建築目 的 ・計画剣斗等に対して地域性、民{ 境条件

にも合主主した空間創 出の 具 現化 に努力されたもの

であると判断された。

応募そのものが匙築家として重要な表現の場であ

り、資料のプレゼ‘ ンテーシヨンにおいて建築総L

展望そ lザl雌 に し 、 自 己 P R 姿勢がうかがえるよう

にまとめることが必姐である。作品のデザ、インを

務査するのではなく、それぞれJ f ，1 抗叫i J : i ' Zの奥なる

'"1' て冶 IJ ，':I:' ，して こ られた成来の本質を読み取ると同

時 に 、 作品 に関与した立場、 f県 日l、苅I i k 尖縮、お

よび将来性をも 判 断 し 多lli ifl 悦: J V 長から務ヨ笠した。

i l l ¥考委. wによるな見交換により、次' のH寺代営担う

- 設 計・計画部門ー 登 坂 誠 白磁宣言十 ・大阪

大 谷 直 己 竹中工務庖九州支庖

塩 見 浩一 郎 鹿島磁鯛西支庖

河崎 敦子 竹中工務活大阪本庖

; 翠柳 達男竹中工務庖名古屋支1苫

藤 城 義丈徳司昌克建揺知事務所

中尾 勝1: 見大建企画E銭十

若 林 亮 日建E宣言十 ・名古屋

上 原 徹 日建E録十 ・大阪

藤 田 尚 也 鹿島建設九州支庖

- 構 造 部門一一一一上田 博之竹中工務唐大阪桐苫

陶器 浩一 日選主計 ・大阪

西川 宏 之 松 村 姐

的な祝野に立った 工学上の五五小l けをもとにこれを

実現 し、 Ｑ ｬｘＺ 来を七げて ｌ 、る 。特 に耐火被波ｾ Ａ ＧＮｾし充

填 鋼 管 柱 の 迦 1'1例が光る 。若くして大規艇な青h酉|

に参加する機会に恵まれた ｔ 氏は、 Ｇ ｉ ｾ ｉ Ｚ［ の初 ｬｩｦｦ 、チ

ャレンジキ ｩ Ｇｩ 千 Ｇ ｉｊ に 加 え、持ち 前 の ｼ必 司 ｉｾｾ でもって、

その機会を生かしている 。 これらの体験、 実級 は

必ず今後のiiF，"JRiIに寄与するであろう 。 |州地域キi JJ

の免震建築実現に参iill lしたN 氏は、特に入力地 震

illJ Jぞテ ーマに実完了1を 積 ん だ。王F初 の地以では、こ

の地 点て‘ の綿密な制.iW! i本Hi IJ のもとに有為な資料ぞ

得、 その設計の妥当性を訂正31巴している 。ιu二の 線

上にある氏の抱: Q からも、今後力測i待される。

設備 部 門/ 本年は、内容的にパラエティに富んだ

7作品の応募があった。 Iく君は' 村局故ある施設の機

能 、負者 Ｇ ｲ Ｍｴ ｾ ￮ Ｇ 性をよく Ｑ ･Ｑ 産され ており、 五守 ｾ Ｉ Ｚ ｊ システ

ム設計においても、 レベ、ノレの ￯ｾ ｾ ｌ 、4起訴Eーを行 ってい

る。 S お は札 引 されたすべての作JRUについて盟主迎

段階まで手掛けられており、システム (I"J なi!Ui新 さ

はないが、高齢fgな大型施設を凡張而にまとめた力

誌は大きい。 T 君 は U N EP 大 阪 に お い て 太 陽 光

発屯、燃捌 n;; 池 な ど の 多 紘n;: i J J ; ( の五回副み合わせ

をナ追求しているが、設計と監理段階fごけにとどま

らず、場口三五の笑illiJ およびW(，;j')i も丁寧に行われて

おり、今後の同種の言11iff lに対する i 't丞なデータを

従イ Ｓｾ している 。 ｉ 君はダイヤモンド地下街の ｉ ｴｬｊ 災

計画において、防災情報の分散オ、ッ トワークシス

テムと所 ｉ Ｚｾ ｉＺ イり 控ＡｊＩ ｦｬ ｾ 誘導システムを計 ｬ 首 ｼ し、 地 ｬ 苛釘

における |坊災性能向仁への提案に凡 るべ‘ きものが

ある。

優れたでf年技手f <r孝ーとして活路されることをも期待 なお、選に洩れたN 君は劇場の音響設計において、

して、合計10名の多くを選者した。

概 宣部門/ 今 年 の木古川"1のJ"j5募者は、全体の約 1

¥YIj と少ないが、各人力主将来を期待される人材で内

められていた。

U 氏は、建築計jil[1に融 合した設計を心 がけ、 長 期

応募 の状況と結果

部門 設計 ・計 画 犠 造 設イ蔵

応募 数 15  3  7  

入選 数 10 3  4  

多 ｩ 隊な音 ｩ 羽 Ｑ に対する背特性 ｦｭ ｬ 丸上のために ｾＱ｜ 自の

装置を Ｑ ｾ ｦＮｊ 発されているが、目 ［ 除 ｊ 性能にふ ｉ す討会 言 正

が必ずしも寸ー分でない点が|tlf しまれる 。 M o君、

ｍ ｙ 君もで ｦ 年技祢商としてのな欲は寸 ・分Ａ ＺｬＮｾじられ

たが、応募資料をもう少しわかりやすく作っても

施工 その他 計

10 4  39  

5  3  25 

- 設備部門一一一一小 林 陽一安井建築設計事務所

津田 宗久知廠童築事務斤

寺 田 庄作昭和設計

伊 藤 昌明日態宣計 ・大阪

. 施 工部門一一一一)11上 宏伸大榊且

牟 田 有宏竹中工務庖九州知吉

田村 典正 大成建設

中西 全一 戸田建設

i去貴 慶人鹿島建設関西支庖

. その他部門一一一田中 英嗣安井建築E量計事務所

中出 聡略目詰十

下川 弘 防 且

掲級順不問

らいたかった! 訟がある 。

施工 部 門/ 胞工昔Il l"'Jの応募は 10件あ っ た が、l時代

の ｬＸｦｾ である大型プロジＮェクトに当初より参画さ

れた 4 名( 軟弱地主主に建設された高層ビノレの地下

工苧ぺ守! 5 = 労された K a 沼 。 ドー ムとホテル主I ! : 築て‘ 、

ノ、ード技術とソフト技術の組み合わせに努力され

たM u君。J " 場プレハブそ多用して符 ) J イr . _ 仁法に

文献された T a 右。海外資材の保n - J にあたって尽

力された N a 右) と、設計段階か ら』ι E計 画 に 参

jili l して也変性の向上とローコスト化に苅担たされた

H o君の作品を古利ilfi した。

仙の作品に つ いてもいずれも力作であ ったが、 J 二

記 5 点と出版して、やや各プロジ、エク卜への参l菅l

皮ーに差があったため、 i欠点と許制l した。

その 他 部 門/ 応 募 4 点のうち 、 ＲＮＧｾ が ｃａｄ によ

る誌t青|支2陵に|刻するものであ った。 いずれも 7よ欲

的 に そ の $占禁な展開の道を折it 、ている様カ勺感じら

れて、大いに 4今殺を期待させるものであった。な

かでも、 ｔｾ 去の提出資事 ｼ には作業の ｌｉ (I "J とその内

容、成栄が明快に示されて説得力があり、それが

入選につながった。

アトリウムを積躍的に| 勿災、) 盛期出問として活111

して t 、こうとする N 君の- - j j ! の仕事は、都市空間

におけるア トリワムの来Irたな位置づけそ従 示する

ものとして芹|刊ill Iされた。

S 君はパノレテノンネJI 般 を 初 め て 凡 た11、?の!ll.l<iillJ Jを 断

ち革fH 、その美 の本質に迫ろうとする作業を積み

重ねた。美の= * 質を求める白川、気力が共体的に建

築 の 作121 として結実することを期待したい。

第42回青年技術者選考委員会

荒井 消/ 東側挫築事務所技術顧問

多胡 進/ 大阪市立大学工学部長

ヂ1: 口 勝文/ 竹中工務庖開発計阿本部長

山下 勝/ 双昼設計代表取締役社長

岡本 弘之/ 安列建築設計事務所常務取締役設計部長

山田 稔/ 関西大学教授

八木 大児/ 平田建築梢進研究所代表取締役社長

中曽 腕尚/ 脱品建設関西支l占J J l 築部建築部長

藤本 健/ 日建設計理事・業務部長

三浦 康夫/ 大林組本庖総築工務部長

関川 詞之/ 大成建設大阪支底辿築部管理室次長



設計・計画部門

登坂 誠

t主:&F月11 1960
1
1' . 5112611 

11:t終'(..11月号 ＱＹＸＵ イ ｉ Ｇ ｊｬ ｄｪＨ 犬、 ｩ ザ亡、河完 ｔ ， ￩ 日 ｦｾ 科

雄策 [: 'j'と専攻修 l二課f"i跨 f ωi 築

湖町: 縮研究室)

1990年ハーバード大学大予院ラ

ンドスヶーア宵三階-1:; ，料税了

1損 保 I鉛5
1
1糊 l地: が| 入社 w謀総l - ! - l

1988午ハーバード太下大字院留学

1990
1
1' .ピーター ・ウォーカー& パ

ートナースフ ｉｾ 務 ｐｦｲｬｦｩ り ＧＱ ＱＧ奇

199例 糊l峨; ぉl li別世 Gn例・ラ

ンドスケープデザイン)

主な作品7品物語

- 桃山学院} ; : ' " キキンパス( ラy ドスケープYザイン)

. キT ノン笥 j:Yサーチパ- ?( ランドスケープデサ可ン)

Ｎ 守 ＱＱ 市 ｬ 止木公 ｉｾ ｉ

大阪市立大、j<l.ぶ場

. すいせんのことば/ 浅 野 誠

個々の建築デザインと街づくりは、

本来、相互に深くかかわり合う 。

当社の計画事務所に所属する登坂君

は、建築3宣言情日の担当する個別プロ

ジェク卜を街並みの干見点から捉えな

おし、都市デザインへと昇華するこ

とに意欲を持って取り組んでいる。

- 青年技術者のことば

橋梁 ・道路施設 ・街路 ・広場から都

市長観に至るまで、計画 ・建築 ・土

木 ・造園等の分里? との共同作業によ

って外部空間テ' ザイ ナー として力を

発揮できたことが、快適で豊かな都

市空間創造への一歩であると感じた。

私が手掛けたりんくうタウン ・和歌

山マ リーナシティ ・大阪南港 ・大阪

市立大学等の街づくりの中でのラン

ドスケーフ ・フロジェク 卜は、長年

にわたり検討されたマスタープラン

を下敷きに、その計画主旨を成熟さ

せる形ではじめて実王見できたと言え

る。

私はランドスケープを自然の保全 ・

活用、およひ交通インフラやt似或 ・

都市 ・街区等の人工的環境を形づく

るうえで、対象となる空晶明湾成 ・景

観構成を包括的に扱う計画 ・設計技

法と考える。諸分野に存在する外部

空間のデザインを、“ ランドスケー

プ" という形で再定義 ・再統合 し、

基本構想邸齢、ら計画蹴に裏づけ

られたデザインに至る、魅力ある環

境づくりのためのトータル ・デザイ

ン ・パッケージを提案したい。

咲測。I( 南港) 地区ベデスト 1) アンデッキ ( A T C - W T C 間)

り ん く う タ ウ ン 駅 前 広 場

手口寄士山

マ リ ー ナ シ テ ィ

ランドスケープ



設計・計画部門

大 谷 直 己

生年} IEI 1965年lon 6  n  

Ｎ ｊｉ ｾ 終 ｱＺ Ａｬ｛ 1990年1uJ H)号、主火下院工学研究

制抑制 ｨ 昨 ＨＺＩ， Ｇ｛Ｚｊ ＧｉＺ 修 ｉ Ｚ ＺｾｾｦｪＡ 修 ｦ

ｾ必経 ｪ 暦 1990年竹中 l初 :l l

l
f人J t

1991
1
1'同JuJI・l文服務11制i

ｩ 私日経歴加治木女チ ｾ ｗＢ Ｍ ｴ ＮＺｪ校

たち宵稲1M]ヒ、ノレリ 7 レッシュ

1'，1，1玄山荘

平和生命f時本ピノレ

・ 受賞 ｦ 尚ぷ ｩｬ ｬ ｾｉｊ

Ｑ ＹＹＵ Ｑ 凶賞金 ＧｩｬＺＨ必酌 Ｂｉｾ 賞Ｉ

耐震おEデサ.イン' f t 入選

SDA' 以入選

jl!iJlIT'nc マーク施設部1"以滋

- すいせんのことば/ 杉本正顕

豊かな感性と発想、力て吐音われた彼の

作品は、端正な衰情と、人々への優

しさを醸し出している。

建築の中に うつろう様々な営みと、

建築と環境の融和に対するひたむき

な心を持ちつづけ創造する姿勢は、

今後の中面玄い活躍を期待させる。

- 青年技術者のことぱ

事; r u量のなかで、 九州という地方で設

計に携わってから 5 年という月日が

たち、関わったいくつかの仕事を通

して感じつづけてきたことは、人と

建築とそ れを取り巻く 様々な環境

(それらは経済て・あったり、周辺潔

境や自然、個人の コンディション等

であ ったりしますが) と、建築のな

かにある人の営みとの交感をどうゆ

るやかに関係づけてゆくかというこ

とでした。

多様な要素がダイ ナ ミックに衝突す

ることにより新しい意味が発生し、

ものが創られてゆく状況のなかで、

自律したひとつの系として存在する

建築の詩性や、やわらかな般企の発

露をどうつむぎこんでゆくことか可

能なのかを見極めること力三 現在の

私にとっての設言十技術F醤としての課

題であると感じています。

平和生命熊本ビル



設計・計画部門

2  

塩 見 浩 一 郎

4七年J-Jr l 1961
s
p12月2111

Ａ￯ｩｦｦＢＨＮ 物対 ｩ 犬、Ｏ大河え ｣ 判 ｶ ｦ ｾ 草州民ＢｪｦＺ

早'IJ;文

:'fi lli!' Ｑ ＹＸｎ ぬ ｌ 以 主 ｩｩＥｉ羽 ｎ ｅ 総 Ｇ ｉ ｜ｾ 本部

ft当iJ経l陸

19931Fl llli 力!ill :o切咽|対間交J;t;!ill 築

7必11官11

・あきたスカイドーム

・ ｈＢＧｾ 他 ｊｾｴ 公 ｼ 剖務術プロジェタト Ｈｍ ｩ￘［ｊＧｴＩ

ＧＱＱ 本た Ｚｦ 第三 ｾｌｴ 封第 二 体育 館

. 1M自古た半:4号館、 7 号館

. m' _$ドーム

Ｎ ＱＱ 本大下第 三消 却速到刷 ｩ 令市，ｾ庁

・i!. 悦k 子短大管理棟別棟、経営情報' ' ( : : 科教室I J I (

・ 米 ｊ 師史 ｼ 明獄図公 ｬ 持｝ｾ必 十 競技Ｈ特Ｇￍ ［Ｇｊ 選ＧｬＧｴＩ

. 三ツM_ 貿易4吋f ピノレ

. すいせんのことば/ 飯塚昭光

豊かな創造力とひたむきな努力で、

エンジニアリングとデザインの措抗

を巧みに融合させ、自らの世界を創

出する秀れた才能の持ち主である。

3D- CADを耳臨し、次々と迫る重髄

を精力的に征服する新しいタイプの

設詐者として、将来が大いに期待で

きる人材である。

- 青年技締渚のことば

「設計j の意味する行為の範鴫は広

い。初めて訪れる場所で、立ち上が

った建築の姿を想い描くことも、 ト

レーシングベーノマーにスケ ッチを重

ねることも、ディテールに心砕くこ

ともまた「言語十」である。 しかしど

の Ｄｾ皆 の行為であ っ ても 、 それはと

もに建築を創 り上げる第三者との関

係の上にこそ成り立つものであろう 。

構造・ 設備技術諸 、インテリアデザ

イナ一、ランドスケープアーキテク

トはもちろんのこと、 プロジェク 卜

が大きければ大きいほど、その建築

にかかわるコラ ボレーショ ンは多岐

の分野にわたる。建築はまずは漠然

としたイメージとして生まれるもの

であるが、 プロセスの初期のE溺皆に

おいて彼ら協同設計者と、文長iI.とな

る空間イメージや造形といった終始

4ぬまに流れる属性について真筆に議

論 し、互いに刺激を受けることによ

って補完8 れた共通認犠 を獲得する

ことが、よい「設計j 行為のために

は何よりも必要なことだと思う 。

日 本 大 学 第 三 学 圏 第 二 体 育 館

東 北 歴 史 博 物 館



設計・計画部門

河 崎 敦 子

生年月 日 1962年12月22日

最終学1暦 1988if- )jj; 'r.I '*"r- 7c 判泊二うと研究

事凶器rt: l:J，'{攻修士; : J ! 耳3J修了

業手続型置き ＱＹ ＸＸｦｦｾ 附 ｴ Ｂ ｉ Ｇｔａ 宮町入社

198911' 1河大版本庖務11剖l

作品経歴

- 西本町インテス

- 割以d坂センターヒツν

. コ クヨ名目財t土宅

・紀隊側務長I.LJ 遊 剛 技応

Ｍ 松下屯総産拠品ｾ，Ｇｬ＼機ヰ球諺 ｉｓ＿ｙ エイティプセンター

. ノー トルダム火子大学ユニソン会館

Ｎ ノ ート ルダム学院 Ｏ ｊＧ ｾ学 校講堂

・設計競技

1992年 ( 仮称) 大阪ドームコンペ

- すいせんのことば/ 宗回歪ニ

彼女は幅広し、興味と強い探究心によ

り、短期間に多くの高いレベルの作

品を生み出しています。確かな構成

力と女性らしい細やかさが住宅や学

校、大規模事務所ピルにまで恵、づい

ており、建築を良質で心地よいもの

にしています。今後の活躍が大いに

期待できる逸材です。

- 青年技術者のことば

これまで用途 ・規模ともに多様な建

築の設計lこ携わ ってきましたが、人

や*，rul のノてックアップを得、恵まれ

た環境でおのおのに取り組んで、きま

した。時代という面て考えても趨尺

肢の広い、可能性の大きい、よくよ

く恵まれた状況にあると思います。

環号完問題をはじめ、とかく批判的、

悲観的に語られがちだけれども、技

術 ・ 思想のどちらをとっても各ｾｾ域

が拡大し連係しあい、ジャ ンル ・形

式を問わずすごい速度でい涌盈 してい

る時代だからです。

そんな、今。にあって建築を形づく

るとき、自介が許容するものに範囲

の狭さ ・偏りを感じ、どこまで自律

的にものごとを選びとっているか、

自問することさえ恐ろしくなること

もたびたびあります。そんな時は、

イヤイヤ、こんな機会を生かさない

テはない、、今。に在ることを大事に

しなきゃとシッタケ' キ レイすること

を繰り返している次第です。

紀 陽 銀 行

狭 山 遊 園 前 支 庖

ノートルダム学院小学校 講堂



設計・計画部門

i畢 柳 達 男

生年n日 昭 和134年 5 }J 30日

1，対本雄 II R布159
1
1' '1'. ，t; ! LC業k 1"犬、縦

姐築'!.:}，'IJ . 文修十; 品御華 f

llJ}f去*-1¥歴 昭和59年{附.，Ip_I' .工務1，耳入社

千 ｾｉ ｾ 柑支 ｊ ｬ ｦ ￢ 必 ｼ 官ｦｉ

f1=.' ，i，経 路

.  

. みな t 図紋削L封j i，1i社品仙1，; 1胤t組且合ノ木ド昔部11ヒピU♂Vノν

. 第 2 しもぎとクリニッタ

・刈谷清投手校

・名人保側諸匝設雪上卜字ハイツ

. 神谷繁形外科

・躍 世1--1' の刻氾i 術合

・ 竹内髭形桝平 ｈ 却先老人Ａｾ側 Ｑ 施設

. すいせんのことぱ/ 江口定信

彼は、建築と医療福祉の接点には人

間性が必要であるとの認織に立ち、

とかく機能的になりがちな医療福祉

建築に、人間味ある環境を創造する

姿勢を貫くとともに、若い感性、 鋭

い洞察力に加え、 バイタリティを併

せ持って作品を創り上げる技術力を

身につけている。

- 青年技締靖のこと( ; f

私は、建物は生き物であると感じる

ことがある。建築主 、 器 博 、 施 工

者それぞれの心に思うことが自身変

化し、建物を創 り込んでいるためだ。

特に、医療福4必景携は日 4 変化して

おり、それを取り巻〈建築環境には、

それ以上に急速な変化が要求されて

いる。 また、その変化のスピードも

速い。この，数しい変化の対応のみに

とらわれると、完成した建物はぎく

しゃくしたものとなってしまう 。医

療福祉建築を設計するとき、利用す

る人間と機能とのバランスが大切だ

と考えている。

医療福祉情報と 建築情報の接点の部

介で、そこに展開される利用者の喜

びの声や語らいや咳きを心の耳で聞

きながら、人間味のある建築空間を

創造することに私は努めている。 も

てる感性と洞察力でもって、人間味

のある建築とは何かを今後も追求し、

磨き上げたい。そして、建築設計の

仕事を通じて、社会の活動や環境の

変化に対応したその時代に最善たる

ものの価値を見いだせる作品の創造

に努めたい。

老人保健施設聖十字ノ、ィッ

第 2 しもざとクリニック



設計・計画部門

藤 城 義 丈

'-1': 11'月1:1 1961(1'- 8月4 11  

♂{.: H書 )ji r.t. _仁1L道樹I t k芋 E芸宇都住1r ，l 克

三井Hl 9845同三業

職 l庭 198451'側徳|面l品克雄築設計三li務

所入J叶

Ｑ ＹＹＵＱ Ｑ 辻械＼＼Ｎ ｾ ｉｴ，Ｇ￯， ｉ ｊ ｩ ［ｲ ｲｦ 主

泌H競技

， 199451' Ｈ ｻ 反 村 守公 ￞Ａ ､ ｩ ｾ ｉＺｩＡ ｉ ｾ 清司センタ一雄

築正也干棚技( 俊狩即

イ私lJ低限

， Ｑ ＹＸＸ ｩ ｬ Ｇ 志賀 町 民 セ ンター Ｈ 公 ｾ ｊ ｓｬ探 此 仮究

11:. BCS 'ltl 

， 199251'-判1) ・ili剖偽記念美神的1・地 F駐'1¥1品

， 199251' 志賀町立脚!?? 館( '] ，剖泌i築rtl

， 199511'-今i1! J l l T 1 主総旅行村ピラデスト今津

， 19951卜志賀町デイサービスセンター・ 志賀

町ふれあ t 、センター( ' ] ，剖泌探' ! ' t l

- すいせんのことば/ 徳岡昌克

彼の 5 つの取得資格が示すように、

仕事に対する取り組み方が意欲的で

あり、技術力の拡幅に努め、粘り強

くものごとに対処している。

常 lこI似安| 全や歴史的観点力、ら考察を

すすめ、先人への畏敬の上に将来の

ビジョンを盛り込もうとする態度を

剖面し、 青年技術諸に推薦する。

- 青年技術者のことば

国際化のもとに多樹t し、 変化して

いく日本l二あって、また地閉景境的

視野で建築や都市環境カ宮られる現

在、社会性や倫理性をも って様々の

全鯉予からの4錯すを踏まえた建築や街

づくりをするために、言宣言行者は自己

右飛賛を続けなければなりません。

例えば 「生態系にやさしい」という

ことは、その地の自然、歴史、文化

をよく理解してこそ語れることです。

先人の知恵に学び、士也域からも地球

環境を考えることで、「日本j を見つ

め、ものの心や様4 な思いを空間に

欝見できる感性を磨 き、 建築の可能

性を模索して、住まい手や使い手、

そして訪れる人々に魅力的で感動を

与える空間づくりや街づくりをして

いきたいと思います。

キ土会のニーズや情勢を読みとりなが

ら、設計者、技術商であると同時に、

社会人として良識を持って嫌々な事 神 戸 市 立

柄をコーデイネー トできる能力を身 小 磯 記 念 美 術 館

につけ、情熱を持って建築を創っ て

いきたいと考えています。

eも

ビラデスト今津
志賀町デイサービスセンター・ふれあいセンター



設計・計画部門

中 尾 勝 悦

ｾ年 月 ｕ ＱＹＶＱ ｾＡＧＳ 月 ＳＰｅｉ

1，話料:ffif 1984i!' 名古屋L 業大ヰ工学部長tt

築学手同' - l t i

業 H置 1  984i 1;側人地Eiilil 却! 大社

tl!当it当日

ＮＱＮＩメ ｶ ｊ 、， Ｉｩｾ ピル

- 矢倉銭形タトキオクリニック

Ｍ 問自ｩＱ ＿ ｾｖ ース マン ｹ ョン ｦｊＧ ｦＮ 品

Ｎ 干ＧＢ戸ｾｴｊｈ ｝ センターヒノレ

. :/' ーアイ? ンション在留守 E X CEED

・インティ明石 (11月石市建築文化1t 受1t )

.  N E W ] A S  rti i'.Eiri国 糊 セ ン ター

. すいせんのことば/ 淀井健彦

j思きする社会情急匂コ中、多様化する

要求を、持ち前の粘り強い調整力と、

もの創りへの情熱でもってまとめ上

げる彼の力量は、クライアン卜の篤

い信用と高い評価を得ております。

その作品には、常に使う人の立場に

立った配慮があり、その中にいくば

くかの自己主張を加味するしたたか

さも兼ね備えています。

これは、持ち前の、人への優しさと

己への厳しさをあわせ持った性格に

加えて、日頃の』形質努力から生まれ

た柔軟な発想力のたまものと思われ

ます。今後を期待できる一人です。

- 青年技術者のことば

建築設計に携わった期間は同年近

くに及び、その問、実に多くの人か

ら刺激を受け、多くの建物に感動を

憶えました。私の建築行為は、先人

の仕事や言葉を受け、社会との関係

の中で成立していると自覚します。

私の役割は、常に客観的な観点より

施主や施工者と信頼関係を保ち、社

会情急匂〉変化に応じて創るべき建築

を判断することだと考えます。幾度

となく繰り返されるこの判断の結果、

実際に空間が構築されてこそ、その

設計は意味をなすと考えます。

私にと って建物や環境を創る行為は

楽しみである一方、その責任の重

さ ・提案成立の難しさ ・形態のおさ

まり ・信頼関係の維持に、大いに苦

慮、しています。だからこそ、誇りに

感じる建築を創ろうと思います。ま

た、その建築が永〈使いこなd - れる

ことを望みます。

今後とも、正直に建築に取り組み、

社会に貢献していきたいと考えます。

シーアイマンション須磨 E X CE E D



設計・計画部門

若林 亮

生年月 FI Ｑ ＹＶＱｾｰＳ 月 Ｑ EI 

最終当審 Ｑ ＹＸＵｾ ｦＭ ＧｾｾｦｾＺ 技術 ｩ 伴ゐ ｫ￨ 乞 ｫ 学院

長l ! 設工.'''f.: .系修士説明す修了

業 膝 1985{糊 1:1街副大柱、初，j(桝上

お11剖1

1986年同社名古屋'11務所訓告fl

お税対立にl刻する経歴

- 久屋大通公l姐・そニユメントお11競技五議秀tt

. 名古跡地下側仰上脳雨量鰍( 倒刈時)

. 瀬戸市立品野古小学校鵠プロポーザJ柑 研 賞

作品鎚ｾ

・名六度' " 久度大通公悶モニュメント、

f光の広場j 、[ 風の広場」、 r*の広場J

. 側メイテック判I戸テクノセンター

- 鮒メイテッ1' 1- ' 7- *テクノ センター

・掛川市庁舎 (1996! 1' 竣王子定)

. すいせんのことぱ/ 南石周作

心のかよう空間創造をめさ'す青年で

す。非凡な感性によ って個性あるデ

ザインに挑みながら、都市から家具

までを視野に入れた建築設計のプロ

として成長中で、多彩な作品を実現

しています。

今後も、都市や建築を豊かに創る成

長が期待できるので、推薦します。

- 青年技術者のことば

宗教的空間がそうであるように、室

内外に限らず、その環境や空間が人

の心理に与える影響は大きい。その

意味で単に「かたちj をつくること

にとどまらず、「空間j を創造するこ

とを大切にしたい。

ある与イ何〉中で、どのような空間を

「創る j ことができるかは、自介が

子どもの頃から今に至るまで科書貴し

た空間の記憶によるところが大きく、

今後も常日頃の見る、聴く、触れる

ことを疎力、にせず、自身の感性を高

めていきたい。

また、 J泰也こより夢見想い描いた

空間を現実にするには、知る、学ぶ

ことへの探求心と、様々な人と力を

合わせることか不可欠である。これ

らの匁恵工夫、技術の集結、収量産

こそが「造るJ ことのおもしろさで

あることを忘れずにいたい。

創造し生まれた空間に、住まう人や

訪れる人が感動や驚きを覚え、ある

いはやすらぎや温かさを感じてもら

えるならば、もの創りの一人として

大きな喜びがあると私は思う 。

久屋大通公園「光」の広場・モニュメント
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上 原 徹

'lo$I' J1 tI 196()1P¥2月17r1

i妙手こJ犠 198的'N 糊 11大学大学院政工学

司f畑、凶rii5とc判 社 説 曜JI主了

li !経 1986
1
1三U雄 総1'1入車t

イ ＧＱ ｾｾＱｾ 型登

.  iu[.lt糊 l社制」耕民

. ひろしま ハイヒツν21

- 神戸ノ、ーノsー ランドセンターピノレ

・ベノν コートり んくうタウン

・けん11UB E ( 卵n地 会 的

.11イム却Tのそニュメント (仮科、) 地下ミュ

ージアム

. すいせんのことば/ 中 井 進

設計者に求められるのは、創造力と

総合力だと思います。建築の社会的

意義を正確にとらえ、条件を考えぬ

き、技術の力を最大限に引き出すこ

とのできる力が、良い建築に結びつ

くのではないて・しょうか。

上原君はこれらの資質を備えた、若

い力にあふれる期待の設計づ替です。

- 青年技術者のニとぱ

社会情勢力〈大きく変化していく中で、

建築に対する要望はますます多様化

しています。一方、ひとたひ実態を

与えられた建築そのものは、社会の

状，肋〈どう変わろうが、常にその姿

をとどめてゆきます。ま見模に関係な

く、景観の中のーっとして新しく 童IJ

られる力は大きいものです。

変化の中にあってその流れに逆らう

ことなく、また、安易に流されるこ

とのない建築、さらには都市を創る

ことが「建築に携わる者に求められ

ること j だと考えます。それは、設

計という行為に対し、真診に取り組

み、これまでの技術や伝統を継承し、

生活と文化と風土の中に建築がいか

にあるべきかを求め続けることにほ

かなりません。そして、結果として

生み出される建築の安清や内部の空

間が、気持ちの良いものでありたい

と恩L 、ます。

神戸ノ、ーパーランドセンタービル

y  

ひろしまハイビル21

ベルコー卜りんくうタウン

、仏

け ん ぽ U B E ( 浜町保健会館)



設計・計画部門

藤 田 尚 也
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_l:訓Wi4tt築J -liiTij 専修

;r:， !暦 1989
1
1'胤，r;凶i設側入社、姐探お; 1" 1

ft吉日高型tt

本問地築部11湖i

1993
1
1' 鹿防長l ! 泌楠1L，川支府主l ! 築

指 |部

1990年 匝凶耐l告11- 心開発設計競技 (1台場

HJ血民J 当選)

199211' 長谷川欄包交連本社ピJν

1  993 i 1 ' オフタスジャッキコンサルタン

ト三刑 T倉I i l1

大 加 峡J ご畠・工f綱 初f究棟

199<W M日生命併目)1市)tii 営諜五rr

199昨 判IIcI生命(; ! Il )問!ll' S議 所

主坂のf t ' 七

- すいせんのことば/ 長 浜 恵

住宅、オフィスビル、生産関連諸施

設など、幅広い介野の計画と設計に

携わっており、守備範囲は多岐にわ

たっている。

柔軟な思考と豊かな発想から生み出

された作品は、その企画性、デザイ

ンの質において、周辺に高い評価を

得ている。今後の一層の飛躍に期待

している。

- 青年技術者のニとぱ

建築設詐者という立場についた私が、

「建築の創造j という、都市 ・社会

環境そして自然環境に少なからぬ影

響をもたらす行為者としての自分の

在り方を問うたとき、時勢力〈いかに

変化しようとも、普遍的なる意識一

人のための建築の創i告ーを基本にお

き、社会状況の変化と、それに伴う

人間の価値観の表層的なる部介にお

ける移り変わりのなかにあってもそ

の深層的なる部分において価値の光

を失わない建築、そして人間一建築

一都市ーーと L 、う、それぞれのスケ

ールカテゴリ のi監員とそれをとり

まく自然環境の相互関係において望

まれるべき建築の姿を模索しつつ

“ 人の精神に共鳴する空間の創造"

を行ってゆきたい。

朝 日 生 命(相) 田 川 営 業 所

オックスジャッキ

コンサルタント

三 好 町 倉 庫

長 谷 川 樹 包 交 運

本社ビル

宝坂の住宅



清造部門

上 田 博 之

ｾ年 月日 1961
1
1' l l fl 13  n  

Ji 説得竿怒 1986
i
p  ＩｾＺＱＧｬ ＱＱ 大Ｇ判三学院修士 Ｚｾｦｾ

姐i軍手f専攻修了

業務総歴 1986{ 1司附竹中に- mMi 入社

ＱＹＸ Ｗ Ｑ Ｑ 三 ｼ司人 Ｑ 坂 本山沼 ｾｾ ｈ 靖則自孟諜

保守必探

・竹中工務庇西島松山家族耳障

.  ｊ 正 ｊ司 Ｓ 銀行 吉干 Ｑｾ 完 セ ンタ ー

・( 仮制ホテルラアォー ν 新対! I i i

予鵠論文

1991年 「セミアクティプ床帯l仮並置を使閉した床

仮面描tl 御に附する研究j

日本建築平ー金太会下術講f占傾概阜、他

1992年「プレスト ν ス導入鋼管コ ンクリ ー ト肢の

IUI げ実験J 1日11ニ

1994年 「ロングステ{ フナー型遠心力錦織有住民

按告部の) 17' 性状に闘する: J i 験的研究j

|司J :

. すいせんのことば/ 瀬川輝夫

Ｑｦ［ｴｾ言型鋼管 コ ンク リー ト柱、耐火鋼、

併H辰装置など、 上田君はこ れらのハ

イテク要素を駆使しながら、新しい

概畠デザインを提案している。一見

挑戦的な作品のなかで、確かな工学

的裏付けと、+ 誇造美学的追究がなさ

れている。クレバーな新世代の技術

者である。

- 青年技術者のことば

本年| 月 17目、建築がハー ドウエ

ア、ソフ トウ ェア、そして ヒューマ

ンウェアから成り立っていることを、

改めて認識させられた。主にハード

ウエアの実現に携わってきた私にと

って、自然の猛威を前にした自身の

無力さを痛感させられる出来事であ

った。これを機に、エレメン 卜のは

め込み設計から、 トー タルな性能設

計への流れが加速しそうな気配であ

る。逆説的ではあるカミ構造技術諸

にとってのこの潮流は、強固なハー

ドウェアを提供しようとするあま り、

安全だけを追い求めた画一的なE宣言十

に陥る間食性をも有し ている。

建築とは トータルて機能する性能の

集合体であることを肝に銘 じ、バラ

ンス感覚に長けた概宣技術f者を 酎 旨

したい。安全性 ・経; 斉|全は言うまで

もなく、機造体の美学という ものを

追究し、新しい概童部材、制胸技術

の応用、そして耐火設計の展開をキ

ーワー ドとして、技術に裏付けられ

た穆樋的なチャ レンジを心がけたい。

鉄の美学一耐火被覆のない鋼管コンクリー卜柱一

CFT柱( 知異型鋼管コンクリー卜柱)

は優れた概ｾ性能に加え、耐火性能の

観点からも，主目すべき特徴を有し、適

切な構造計画と耐火設計により、耐火

被覆をなくすることも可能である。

ここでは、耐火被覆のない CFT柱を採

用することても、外部に鉄骨架構を若手見

した実例と、内部に合理的な執務空間

を提供した実例を紹介する。

- 竹中工務居西宮松山家族寮

本建物は次世代型集合イ主宅のモデルケ

ースとして計画され、長期間にわた っ

て建物を支持する構造体と、多様な入

居者ニーズに応える自由な住戸空間を

分離している。筆者はこの構造体を 5

層に積み重ねられた人工大地ととらえ、

以下の 3 つの技術で実現した。

1)  CFT柱: 柱は建物外周にのみ配置

し( 写真 1 )、マイルドな衰情を有する

竹をモチーフに、 K T コラム( 竹中工

務庖とクボタの共同開発) を初めて実

用化した。 K T コラムは柱梁接合部バ

リエーションの一つで、接合部全長に

わた り外径を一定とし、生i l Fl主にも配

慮した遠心力鋳鋼管である( 図 1 )。

2) 耐火鋼梁耐火鏑を用いて無耐火

被覆とし (一部に耐火塗料塗布) 、 H 形

鋼のシャープなエッジを表斉見した。

3) プレストレス卜コンクリ ー卜 ポイ

ド床版 : 自由度の高い無梁空間を有す

る5層人工大地の実現か可能となった。

次に本建物の実現にあたり、筆者が解

決した問題事、と解決手法を示す。

1)  K  T コラム詳細形状の決定: 見え

がかり、構造耐力、経済企を総合的に

判断して、最適{ 直を得た( 図 2 )。

2) 柱梁接合昔日耐力評価式の提案 目接

- 京都銀行吉祥院センター

本 建 物 ( 写真 6 ) はコンヒ.ユータセン

ターで、快適な執務空間( 写真7 ) と

同時に、高い而t震性能が要求された。

1)  CFT柱 : 大スパン高軸カに対して

CFT柱を採用し、下記4)の技術により

2階比ιとて耐火被覆なしを実現した。

2) タイル打込みオムニア版耐震壁 両

合部実験を行って耐力開面式を提案し サイ ドコア廻 りに而擁壁を配し、施工

た。 安全性にも配慮した構造計画を行った。

3) 各種治具の考案 : 鉄骨架構をデザ 3) プレビーム・梁剛性の増大を図 り、

インとして表現するため、ノンブラケ 振動障害のない大スパン床を実現した。

ツ卜工法とした。円耳手柱であり通常の 4) 大スパン梁を有する架構の耐火設

方法では建方ができないので、ネジ止 計 : 火災を受けた CFT 柱の荷重は、鏑

め式アングル形ガセ ッ トプレー ト (写 管からコンクリー卜に移行し支持され

真 2、 3 ) や、ネジ止め式エレクショ るため、紬力や耐火時間に制限はある

ンピース (写真 4) などを考案した。 ものの、耐火被覆のない CFT 柱も可能

4) 柱梁現場接合部・梁ウ工ブはアン となる。耐火性能評価見準( 日本建築

グル形ガセットプレートを裏当てとす センタ ー) によれば、その適用範囲と

る突き合わせ，容接、梁フランジはフラ して柱には軸力のみ作用することを原

ツクス袈当て ・フラックスタブによる 則としている。 しかしながら本建物で

突き合わせ溶接とした( 写真 5)。耐火 は、大スパン梁の高温による伸ひ変形

鋼によるこれらの工法は実績に乏しく、 は鮒見できず、火災時には柱に部材角

} 容接施工試験を実施して品質確保に努 が発生する。この問題に対し筆者は、

めた。 柱に一定の部材角を与えた而t火実験を

5) 柱現場接合部 . 接合部は工場接合 実施して限界紬カを求め、規準の適用

位置に合わせてデザインに配慮し、 i容 範囲外である本建物の無耐火被覆

接 ロポッ 卜を適用して合壬里イヒを図った。 CFT柱を実現した( 写真 B)。

長さ方向 出寸法 Ip の決定

・見えがかり上は小さい方が良い

・構造耐力上は大きい方が良い

有限要素法による解析結果

耐 力 似 宗 主

o  50 100 150 加(tml)

50(..) に決定

厚さ方向出寸法 hp の決定

・建方を考えると小さい方が良い

・経済性を考えると大きい方が良い

ll 階建て事務所ビj レの試設計

鉄骨量 lhiiiiLぶ訪台|

20 25 30 35 40 45  hp( 剛)

30(..) に決定

写真 1 竹 中工務庖西宮松山家族寮 図 1 K  T コラムの形状 図 2 K T コラム詳細形状の決定

写真1 アングル形ガセットプレート 写真 3 梁端部 写真4 ヰジ止め式エレ少ンョンピース 写真 5 柱梁接合部

写真 B 京都銀行吉祥院センター 写真 7 快適な執務空間 写真 8 無耐火被覆C F T柱



構造部門

陶 器 浩 一

生年月11 196211' 3月14日

最終こすこ熔 ＱＹ ＸＶ 年京都大和 ｉ ￧ＢｦＺ ｾｬｬ 学研究

制 i鮮 問 攻 修 了

業務総膝 ＱＹＸＶ 例陶 ｈ 具 ｨ ｾ 必 ｼ 入社

対五相土締法制l

ｅ な ｦ ＧｦＭ｣ ｾＱ 高由民

- 大同生命大阪判上ヒノν

-人オ坂ワーノレドトレードセンターヒーノレ

. キーエンス本社 ・研釘叶ヒワν

- 愛媛m歴史文イ白稿者官官

・コスモスクエ7地区ペデストリ 7 ンデッキ

. 大阪市立次学医学部学合

- 繍司双ル'J-=' f:校附同月間|

・受賞

199511'第 6巨I J S CA tt - j 掛n岨聾構造住刷協ト

愛媛県謄史文化l呼牧市古の憐造76tJi

1995{I' U本鋼附造協会奨励臥偽文剖1 1 " 1 )

ｦＶＰ キロｾ Ｇ ＺＺ組能鋼を用いたお府組 ｩ 築の

7削 J 1刈I日直樹、出掛

. すいせんのニとぱ/ 花島 晃

彼はキーエンス耕土ビル、愛媛県歴

史文化↑ 戦布館など、常に質の高い設

計をしている。高度な技術に挑戦す

るだけでなく、意匠設計者と一体と

なって少しでるもよい作品にしようと

する意欲がある。仕事では、我を張

らず素直な感性が持ち味で、今後の

ますますの成長が蛸寺される。

- 青年技術者のことば

私は、構造設計という職能の最大の

意義は「空間を創るJ ことであり、

そのためには次の能力が必要だと考

えています。

G】長日恵のつまったポケットを沢山持

つく空間を構成する要素( 材車ヰ、工

法、技術・ 一) 、それらの知識を一つ

でも多く持ち、それらが持つ可能主

を最大限発揮させ得るi猷ができる

能力〉。

②力感ーセンスー <r力の流れJ に対

する感覚入適度な緊張感と安定感が

必要で、「力感」の伴わない建物は不

健全、不快感を与える。開斤でこう

なるから…という説明は論タト〉。

デザイン性、経済性、機能生、社会

性、安全性、工期… 、建物に求めら

れる性能を理解し、柔軟な発想力を

もって、その建物にふさわしい魅力

的な空間を提案できることが概隼家

の条件と言えるでしょう 。 まだまだ

半人前ですが、挑戦する気持ちを持

ち続け、精進したいと考えています。

:I長リ
大阪ワールドトレードセンタービル

大 同 生 命 大 阪 本 社 ビ ル

愛 媛 県 歴 史 文 化 博 物 館

キ ー エ ン ス 本 社 ・ 研 究 所 ビ ル
咲洲ペデストリアンテーッキ



構造部門

西 川 宏 之

Ｇￊ ｾ ｉ Ｇ Ｉ Ｍ ｊ＠ 11 1963! H 2rJ 9  11 

11齢 、 練 1990{1北海道大学T_学部建築l

二月半卒業

J世務経路 ＱＹ Ｙ Ｐ Ｑ Ｑ ｾ ｾ 税対除 ｾｬ 入 社

技師推紳; 間甘え梓削f狗 苛

'λ 嚇 ;慨 削 除rHA'f'fi fli} f1ViJfp} f錨 抑 制

部1113 Tlj 共同ヒ加の泌11

技術1持j発

耐ほ ｾ Ｚ ｪｾ 詳細コンクリ ート 込締 法

Ｈ ｍｈｒ Ｍ Ｑ ＰＰ システ ム Ｉの Ａ 耳 ｊ ｾ￪

松+t組免』請時去 (MA B1S) の併i発

. すいせんのことば/ 嵐 幸雄

免震建物. 超高層建物のE設支計骨侍寺に必

要二不司不¥可欠な入力地震動に関する研究

に取り組んてで.おり、特に兵庫県南部

出費王寺、当社技f柄汗究所での出離見

j則結果は非常に貴重な記録となった。

圏内で初めて大地震での免震建物の

有効性を実証するなど、各学会ても

注目を集めている。 この成果は彼の

普段の地道な努力によるものであり、

将来が期待される人材である。

- 青年技術者のニとぱ

構造物の安全企を最重要視しながら、

同時に経済性を追求することは、構

造設計に従事する者にとって永遠の

テーマです。

構造語情に諒十用地面 苛重 ・解析

用入力地震動 ・解析用建物モデルを

どのように設定するかは、安全性・

経潤全を考える上で設詐首に委ねら

れた重要な項目となります。近年、

コンヒ.ユータを用いた解析技術の進

歩 ・豊富なデータの蓄積に伴い、実

地震 を想定したシミュレーシヨンの

精度が飛躍的に向上しつつあります

が、まだまだ汎用レベルに至ってい

ないのが実状です。 したがって、こ

れらをより実状に即した形で評価で 卜

きる簡便な手法を確立することは、

安全企 ・経済性を両立する上で有意

義なことと考えます。

兵庫県南部1似震によるあの大惨事は、

建謝姉清としての自負心をぐらつ

かせるものでした。あのような犬惨

事を再ひ繰り返してはならないとの

使命感を胸に、今後の研究活動に臨

んでいきたいと思います。

強震記録を用いた入力地震動・応答解析の妥当性の検証

概髭主計において、地震時の建物の挙

動を把握するために、多質点系モデル

やフレームモデルによる弾塑性地震応

答解析を行うことが主流となっている。

この地震応答解析を行う際、入力地震

動をどのように設定するかが重要であ

り、入力の違いによ って応答値iこはか

なりの差が出る。一般的には、日本建

築センタ ー頒布の波形 (センタ一波)

を、最大速度でレベル 1 ( 通常25cm/

心、レベル 2 G通常 5Ocm/s) に基樹ヒし

て建物基礎部に入力するという方法で

解析が行われている。 しかし、この方

法だけでは建設敷地の地盤特性や地震

発生頻度が反映されていないため、 適

切な入力地震動であるとは言いがたい。

私は、 2 併〉免震情i宣評定物併〉主要

スタ ッフとして、主に適切な入力地震

動の評価、作成に力を注いだ。 また、

実地震動の観測および解析に携わり、

特に、 1995年兵庫県南部地震では、 観

測記録を入力とした応答解析によ って

建物のモデル化の妥当性の確認、記録

された地震動と設計に用いた楼立総也震

動の比較、 崖地形が地震動増幅特てむこ

及ぼす影響の検討を行った。

- 入力地震動の作成

(松村組技術研究所の例)

松村事民主締汗究開汗究棟 (写真 1、図

1  ) は、関西圏て中刀めて (竣工) の免

震建築物である。 この物件の設計にお

いて私は、主に地滋特全を考慮 した模

綾地震動の作成を担当した。

入力地震動は、図 2 に示すフ ローに従

い設定した。建設蜘也の地盤特| 全や地

震発生頻度を考慮 した欄疑地震動と、
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図 2

1000 

図 3

一般的に多く用いられているセンタ一

波には周波数特注に大きな違いがある。

図 3 では、作成したキ期船由震動とセン

タ一波について、レベル 2 の入力地震

動の速度応答 スペクトルを比較して示

す。

- 強震記録を用いた検証

1995年 l 月17日午前 5 時46分に起 こ

った兵庫県南部地震lこより各地で強震

記録時見測された。震対巨舵約四 mに

位置する当社技師汗究所でも、地盤お

よひ建物内て強震記録を得ることがで

きた。特に免震建物内での観測記録は、

［ｉｾ 大慣の免 震 建物の軌把握する
) 上て貴重な記録となった。

私は、地表での観jJl lJ 記録を入力地震動

として、多質点系にモデＩｾイヒした研究

棟の地震応答 開斤を行い、解析結果と

建物内て' の観測記録の比較を行った。

士I @建物屋上での X 方向の加速度時刻l歴波

ヨ 形について、 観測記録と解析結果を合

わせて図 4 に示す。図より、免震建物

の最大応答値を確認する上で、おおむ

ね妥当な解析モデワレでーあったことか確

300， 

Ｕ で ｌｩＮｬＮＮｊ ｈ ｜ ～ ん 品叫ゐ品 ｍ ｍＮＮＮＮ 品 品ｾｾ
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ー由1 1 町 京 院 解 析 崎 製l

: - ' 0 〆 ・ ・・ 1 5 " ' - - - " 1・._..... n.. 3 0  

右 闇 !  品 ム 1 1  

Ｕ ［ 同州いずｾｾ ヤ 司
ＭＳ 凹“ ・ ・ｾ

TI ME( S)  11 

図 4 観測記録 と解析結果の比較

認できた。 また、観測記録と設計に用

いた本鶏疑地震動の上ヒ較を行った。観測

値から兵庫県南部地震時に研究棟は、

ほぽレベル 2 に相当する地震動を受け

たと言える。

図 5 には、地表の観測記録と設計に用

いた4菊語駐在震動 ( レベル 2) の速度応

答スペクトルを合わせて示す。観測j記

録と模勝也震動には差があり、入力地

震動を設定する際の地鐙のモデルイ七お

よび基盤地震動の評価について、今後

さらに検討を深め、精度を高めていか

なければならない。

1000 

図 5

一方、崖面近傍の記録からは、 図 B に

示すように、崖面に対する方向によ っ

て地震動の増幅特性が大きく異なるこ

とが介かった。 これは崖近傍に建設す

る建物の入力地震動の設定に大いに参

考となり、今後活用していきたい。
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図 6

- むすび

近年、解析技術 ( ハード、ソフト ) の

進歩に伴い、 復維なモデルによる解析

カ〈行われるようにな ってきている。入

力地震動の許可面においても、地盤の非

線形性や液状化を考慮、した弾塑性側斤

モデル、地盤ー杭の相互作用を考慮、し

たモデル、地形効果や Ｑｾ 斜地盤の影響

を考慮した三次元立体地盤モデルなど

による復雑な解析が行われつつある。

これらの解析結果から得られるデータ

およひ貌浪IJ 記録の蓄積を有効に利用す

ることによ って、簡便で実状に適した

入力地震動の設定方法について考察を

深めていく べきであると考える。
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小キ* ' 君は、高度な機能を有する建築

の空調計画を多く手がけ、綿密な解

析を行つての斬新なアイデアは、そ

れぞれの建物によく 生かされている。

省エネ、 地王将景境にも常々関心をも

ち、快適な建築空間の創造力は抜群

で、周囲の信頼も厚〈、研究心旺盛

な逸沖オである。

- 青年技術者のことば

建築設備5宣言十にたずさわって 10年が

経過 した。その問にも、建築設備に

対する要求は省エネルギー、快ｾ景

境、さら には地球環境問題等々へと

増大し、多様化してきた。今後ます

ますこの傾向は強まり、建築設備設

計にあたっては多種多機な検討力、t必

要になってくると思われる。

その中で、建築設備設計を進めるに

は、 設計する建物の用途、性格、条

件等を十分に理解し、何が最も重要

な課題になるかを把握して、それに

適合したシステムを惰築 していくこ

とが大切だと考えている。そしてそ

のシステムが、必要とされる多種多

線な用件を満たしているかを定量的

に罰可面する必要がある。 このため、

多くの4錯す項目を早〈、 しかも正確

に評価できる各種シミュレーション

手法などの技術を蓄積してゆく必要

があると考えている。 また竣工後、

どこまで計画通りにいったカ¥どこ

に問題があったかをフォローし、次

の蓄積とできるようにしたい。

日本アイ ・ビー ・工ム大阪南港ビ、ルの設備設計

本建物は電算センター専用ピルであり、

一時的な空調停止も、その機能に重大

な景擢を及ぼす。一方、負荷条件は年

間一定した冷房負荷である。よって電

算専用ピルとしての機能主を追求する

ことて無駄な部分を省き、経済企を追

求してゆく方向から計画を進めた。

設備システムは有欄ヲに一体化し、シ

ステム内て咋目互にパックアップや封開

利用ができることで、機能性と 経済企

を両立させている。

- 熱源システム

熱，原システムはコジエネとタ ーボ冷凍

機を併用し、塩害対策として採用した

密閉乱令却塔を冬季有効に利用できる

フリークーリング回路を組み込んでい

宮閉型冷却塔 700RTx4 

(  密閉型冷却塔 7∞RTx2 

熱源システム

;j 世せ

4 月

，，"' :>:.、川一ーー

5 月

31 日

コージェネレーションシステム

総合効率実績値 (1991年)
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フリークーリングシミュレーション結果

る。コジェネは建築主力、ら要望のあっ

た Ｓｾ 縄算踏の無停止化の非常電原、

羽開回収; ，¥f i ; 7) <. 吸収冷凍機による 3階電

6 月

ることにより、信頼性の高い 3 回線

S NW受電のほかに、都市ガスと備蓄軽

油 (24時間分) のサポートを受けるこ

とができ、エネルギ→糊吉元の三元化

を実現した。

経済性においても 365日24時間稼動で

安定した冷房負荷を生じることから、

コジェネへの初其肘会資を短期間で回収

することができた。

密閉式冷却塔を利用したフリ ークーリ

ングは、 199 1年 2 月の実績では、冷房

負荷の約5 0 %をまかなっている。

・電算室空調システム

無人化を前提とした電算機専用空調と

しての省エネルギー、省、コス ト、高信

頼性、高セキュ リテを目指した。

電算室階は、自由度の高い正方形の電

7 月

算踏の［令房熱源、ｾ際ｽ回収による Ｒ 階 算室の廻りに周囲路状の空調機械室を

オフィスの暖房熱; 原の三役を果たして 設け、セキュリティ、メンテナンス性

いる。 また、ガス軽油専燃切替型とす を向上させた。周回路

はエアチャンパーとし

扇町キッズパークの設備設計

本建物は引共施設、放送メディア施設、

庖舗を含む複合建築物で、設備システ

ムへの要求も多種多様である。その中

- 重要度に応じたパックアップ

放送系最重要室は、中央毒事，原系統空調

式

、
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発電機電，原て停電に対応している。

・外気冷房加湿制御

で放送メディア施設の杭差機能は、い 機に対し、最も単純なシステムである 加湿効率の高い自然気化式加湿器を採

かなる場合にも維持する必要がある。 空，令ノ ｾＮ ［［ケ ー ジエアコンにより Ｑ ＰＰ Ｅ 用し、外気J令房時も室内湿度を保つ。

設備システムの考え方としては、多種 容量のパックアップを行う 。スタジオ 水加湿時の潜熱利用により省エネルギ

多様な要求に答えうる分散化したシス 等は機器分割で柑章対応している。 ーとなる。

テムとし、方お差メディア施設の設備に

ついては、重要度に応じたパックアッ

プシステムを持つことにより、効率的

かつ高信頼性のシステムを目指した。

増大する O A機器負荷に対して、室内

環境を市樹寺しながら省エネルギーを図

る外気j令房加湿制御を採用している。

会放送系空調設備はガスタービン非常

「一一一 冷水

還気 匂

給気

放送機械室の空調システム

/  

加湿等外気冷房効果

弓 蒜孟 房 効 果

/ ←→ 

吹出

F 一一一一→o 室内

〆 。外気

加;l !

空気線図

那覇空港圏内線旅客ターミナルビルの設備設計

沖縄の玄関口として、その地1減特生を

十分に反映した設備システムを目指し

fこ。

年間冷房に対する省エネルギー支持転、

水不足に対する水資源の有効利用とと

もに、多目的ホールの西陽対策が課題

である。

- 西陽をうける大空間の空調システム

多目的ホールは、 飛行機と海が見渡せ

る西側に面した吹抜空間である。西側

に巨大なガラス面を持つため、沖縄の

強い日射に対する究棟として、窓面は

二重ガラスとし、内部で必凄持臭気量に

応じた排気を行うことにより空調負荷

の車EJ成を図る。

また、中央に回転式吹出ロポールを設

置し、断続的に晶京感を感じる風を送

ることにより、日射による不快感の改

善を 目指した。
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津田君は、近年、大型設備を設計す

る機会に恵まれ、その実力を存介に

発揮するようになりました。清掃工

場、 IT舎建築、スポーツ施設と広い

分野の建築設備にますます輝きを増

し、強い精神力と努力の積み重ねが

結果にも出ています。

今後も、新技術を取り入れた大きな

活躍を期待しています。

- 青年技符f者のことば

大いなる期待を持って建築設備とい

う仕事に関わ りはじめて、 15年あま

りたちました。

その問に、計画、設計、積算およ

び自ら諒十した物併油関車里など

の機会に数多く恵まれ、いろいろな

立場の方4 と多くのコ ミュ ニケーシ

ョンを交わすことができ、技締摘守な

ものだけではなく、大変大きなもの

を人間的に得ることができたと! 謝t

しています。

建築設備という大変幅の広い、奥行

きの深い仕事は、正直つらいと思う

こともありますが、いろいろな立場

の方々に支えられ、その結果が出た

ときの素敵な喜びも近年介かるよう

な気がします。

今後は、建築設備だけにこだわらず、

出来るだけ大きな視点、て・ものこ' とを

公平に判断していける古生備屋さん"

として頑張っていきたいと考えてい

ます。

( 仮称) 八幡屋プールの空調設計

近年のスポーツ施設は、 ドーム型球場

をはじめとして、大型化、多目的化が

著しく、空調設計上、多織な条件に対

応しなければならない難しい面をも っ

ている。

今回設計した大阪市立( 仮称) 八幡屋

プールも、多目的利用を踏まえたプー

ル施設である。その中の約 143，000m'

という大空間( 図 1) の空調について

紹介する。

・施設概要

平成 9 年に大阪で開催される「なみは

や国体J のシンクロナイズドスイミン

グ会場として平成 8年春に竣工予定の、

S R C ' R C ' P C ' 膜屋根構造、延べ床

面積24 ，922" 54m'、地下 2 階 ・地上 2

階建て、 3，500人収容の観客席、 50m

国際公認プール ・公認飛び込みプー

ル ・25m公認フール各| 面を有する、

建屋直径約 100mのプール施設である。

この揺支は、 50mプールの可動式鼎奪

床を上昇ｾせることにより、冬期には

アイススケー 卜リンク、および各種イ

ベントにも使用できる。

また、熱; 原であるスクリュー冷凍機を、

夏期には深夜電力を利用した氷蓄熱槽

図 1 施設断面図
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に、冬期にはアイススケー卜リンクの

製氷にと、年間を通じて有効利用して

いるマルチシステムを採用している。

4 パターンについて行った。

その際の入力要素は、

( 1) 照明器具大型日央{ 象装置、および人

体の発熱

(2) 空調の温度、および荒t

(3) 建築音匹材の熱紙抗、および日射透

過率

であり、結果として温度図、気流図、

温度 ・気 流 図 ( 図 3 ) を作成した。

・評価方法

- 空調シミュレーションの目的

本施設では、膜屋根下部の大空間 ( 50

m プール、飛び込みプール、観客席)

部分の、各季節や空気条件における温

度介布、および気流の状況を求め、設

計、施工に反映させることを目的に、

三次元解析を行った。

・空調シミュレーションのモデル

この解析結果と、ノズル型空調吹出口

( 冷暖房切替オートタ イフ7 の実験結

果 ( 図 4 ) を合わせて検討 し、それら

に基づく施工を行う計画をした。

また、最終的には施工後に実際の温度、

および気忠則定を行い、比較様正を実

施し、大空間空調の最適化を確保する。

浮持斤にイ吏用するモデルは CADテ・ータ

などを使用し、複雑な曲面を十分に再

現できるようにした。

また、 図 2 のようにモデルを約 I m' =

| メッシユに介割すること (総メッシ

ユ紙約 180，000) 、および実際に使用す

る建築部材のデータの入力を行うこと

によって、現状により近い開斤を行っ

- おわりに

現場では、膜屋根のリフトアップ、お

よび受電も終わり、イ土上げ工事のＤｾ皆Tこ。

- 空調シミュレーションの結果

に入っている。

解析は、夏期 2 パターン( 空間上部換

気ファンの運転の有無) 、冬期 2 パター

ン( 観客席の床暖房の有無) の、合計

竣工に向けて、多くの方々とともに現

在までの検討内容が結実することを確

信して、努力していきたいと考えてい

る。

図 2 モテソレメッシュ分割図
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、
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、

図 3 温度・ 気流図 * 夏期( 上部換気なし) 図 4 吹出気流パターン等速線図
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UNEP凶際環境技術セ ンター

. すいせんのニとぱ/ 山 本 宏

寺田庄作君は、高度な設備技術と豊

富な知識を活かして、常に新しい介

野を島守拓しようとするチャレンジ精

神と向上心をもって、フロジェク卜

に参加している。

今回のテーマの新エネルギーについ

ても、環境問題と穫今の技術分野の

視点から、積極的に取 り組んでおり、

今後いっそうの期待ができる技術商

である。

- 青年技術者のことば

UNEPセンタ ーの、地王手5宗境に配慮、

した建築設計および技術の検討に当

たり、自然エネルギーと都市エネル

ギー有効利用の実用化に向けた新エ

ネルギ一発電に、設備E宣言ド者として

計画から議士 宮里そして竣工後の

評価 ・介析に至るまで、携われたこ

とは非常に貴重な儲実でした。施設

のテーマである環境保全への取り組

みや精神を、部分的ではあ りますが

体事責できたように思います。

今後も恵まれたつーキンク1景境の中、

設備は建築 ・都市 ・環境の一部であ

ると再認識し、さらに技締ｾｾ得に努

め、建築 ・都市 ・環境にいくらかで

も貢献できるよう努力していきたい

と思います。

最後に、これまて矛ムにチャンスを与

え、こth J . 力いただきました各位に、

心から感謝します。

U N E P 国際環境技術センターの新エネルギー発電計画

UNEP国防景境技術センターは、国連

機関 UNEP ( 圏直素境計画) の活動拠

点、として、大阪市花博記念公園に誘致

され、「人と環境にやさしい技術の移転

を図る交流空間J をコンセプ卜に計画

された。

また、環境保全への取り組みや精神を

実際に備貴できる場として、かつ新エ

ネルギーシステムや省エネルギーシス

テムの実験的な導入を図り、実用化に

向けた技併問究や技術支援への理塀を

促すことを目的のーっとしている。

- 新エネルギー発電計画

[計画の目的]

太陽光発電システムは自然エネルギー

利用、燃料電池発電システムは都市エ

ネルギ一利用の実用モデルとして、 高

効率に運用し、実証データの評価 ・介

析を行う 。

[計画の内容]

太陽光発電システム

建物デザインとも調和をと り、多給品

太陽電池 IOk W (1時 禍 45つと、単結晶

太陽電池 10kW( 1 頃斜角| 的を真南向き

に設置し、余った電力は公園内に有効

利用している。

燃料智也発電システム

燃料電池は発電出力 50kWを採用し、

高効率 ｬ 二割際 ｌ 利用するために、高［Ｎｲｵ ｾｆ

熱を蒸気低昆 ｪｾ 開を温水取り 出しに

改造している。

計測制御システム

電力系 ・熱i原系の トータルエネルギー

バランス、運用コストの最小と快適な

居住環境を実現するために、各種言十測

単位・干
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UNEP 国際環境技術センター

データをもとに、最適化計算を開発し、

オンラインにて電力 ・燃料電池 ・熱源

機器の制御 ・コ ント ロールを行ってい

る (図 1)。

・システム評価・分析

太陽光発電システム

単結晶太陽電池の月. i J IJ ( 年間) 発電量

(図 2) では、大阪の気象データをも

とに! 1 I 主命発電量~予測発電量を求め、

実 ｪｾｉｊ 発電量との比較 ・ 評価を行った 。

結果は、予測発電量より総発電量の約

3 %多く発電し、高効率なシステムを実

現している。

太陽恋也運制新生

単結晶の発電ピークを記録した自負荷

特|全 個 3 ) では、 日射量、外気温、

太陽電; 也星度等が太陽電池変換効率に

どう影響するカ分析する。

また、インパ タ変換効率は約9 3 %と

高〈、かつ最大電力追従帝I j 御を実証し

ている。

燃料憲也発電システム

最大電力を記録した臼負荷特性( 図 4 )  

では、夜間の軽負荷はすべてまかない、

最大電力に対しても約30% のピー ク

カッ卜を行い、 需要変動に対し、柔軟

な対応を実現している。

新エネルギー発電貢献度

年間電力寄与効果( 図 5 ) より、新エ

ネルギ一発電が年平均で約66 . 8 %の

害IJ 合を占め、施設力守吏用する電気エネ

ルギーの低，成に貢献している。

- おわりに

最先端技術である計測 ・制御システム

により、高効率的に自 動層五され、か

つ技術データベースか蓄積されている

ことに対し、新エネルギー発電導入の

有効性は実証されていると考える。

また、今後自然環境を保全しつつ、都

市・産業開発を進める上てに 新エネル

ギ一発電の普及促進に向け、 UNEP セ

ンターの実証データをもとに、各国へ

の積極的な技術支援に期待する。
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伊 藤 昌 明
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三1. *同E業

業 膝 ＱＹＸｾＱ 司附日 ｊ 造設計に入机

大阪本社設備15

主な設計; 来司是非型! l l '

-ミ ス、ノクリスタ

. t1ョ民生命国際交I斑七ンター

. 神戸国際偽予品 2 号館

- 京胡i産弐ちkご沖1'11.1ホ ノレ

. 主畿銀行ポ古

・紺 jj銀行司務センター

. 池田銀行司磯七ンター

.山本市民告本社ヒ、ノν

. t七糊 T布施橋ヒ ノレ

-大阪駅前地下街( ダイヤモンドJ也F働

. すいせんのことば/ 今井宏郎

伊藤君は、ダイヤモンド地下街の設

備設計を担当した。結湊した既存の

ピルをうまく取り込み、安全なシス

テムにまとめあげた。 また、地下街

に不案内な歩行者に役立つ防災設備

を新開発し、関係者の高い評価を得

ている。今後さらに; 舌践することを

期待している。

- 青年技術者のニとぱ

都市機能力〈集中化し、交通システム

が発展するにつれて、土地の有効利

用が今後ますます必要となることが

考えられる。このような社会のニー

ズの中で、地下空間の利用は有効な

方法の一つである。 しかし反面、閉

鎖された空間というイメージから、

一度災害が発生すれば容易に混乱に

陥 りやすいために、防災面において

+ 介な配慮、がなされる必要がある。

私はダイヤモンド地下街の基本設

計 ・実施設計のm皆においても、関

係者官庁と綿密な打ち合わせを行い、

制霊類のシステムの中から、より安

全性の高いシステムを選択し、具現

イt していった。

このように特殊な用途の建築に携わ

り、人々の安全を計る設計の計画か

ら設計までを行えたことは、非常に

貴重な経験であり、改めて人聞の五

感に対する言刊面の判断の難しさを痛

感させられた。

大阪駅前地下街( ダイヤモンド地下街) の電気設備

J  R ・阪神 ・阪急 ・地下鉄等の交通機 を接続する地下交通の主動線であると

関が集中する大阪 ・梅田に位置するダ ともに、ダイヤモンド地区全体の防災

イヤモンド地下街は、同地区来訪者の 基地としての役割をも担っている。そ

利便と 1也上交通の円; 骨イヒのため、国際 のため、各S先畠Rおよび地下街等の周

化 ・情報化に対応した安全で快適な地 辺施設と災害情報の相互交換を行える

下交通ネットワークとして実現した。 ょう配線を接続し、各防災センタ一間

の情報ネットワークを構築している。

地下街本体の災害時の安全性を高める

ために防災介制処点を設置し、師会分

散を行っている。防災分散拠点は、避

難ブロックの災害時に防災センターの

支媛基地となり、初期消火活動がより

効果的に行える防災情報拠点として機

能するもので、 i眠住ブロックをその ロ

ケーションから集約できる楼点部分の

地下広場に設けている。

防災拠点は、防災センタ ーの統括防災

酎見盤と共用偏差路を設け情報交換を

行うもので、機能的に独立している。

このため、万が一防災センターカ稿用

できない状; 兄に陥った場合、パックア

ップ拠点として、該当している防災ブ

ロックの初期消火、 i膿信号導、防火防

封隊豆の操作等、すべての機能を維持す

ダイヤモンド地下街の吹抜空間

- 電源の分散化

不特定多数の人々が利用する地下街は

安全の確保が重要な課題であり、建築

計画上も様々な配慮、がなされる。ダイ

ヤモンド地下街は路線形で一通譲住広場

への集中i眠勧〈困難であるため、全体

を8 ブロックに分割し、それぞれに安

全な地下広場を配置している。各ブロ

ックは防災ブロックと呼び、電源設備

も防災ブロックに対応し、電気室を介

散させることにより障害時の影響範囲

を小さくし、各ブロックの防火区画貫

通部分を少なくするよう計画している。

- 防災設備の分散ネットワーク

システム

ダイヤモンド地下街は、各タ ー ミナル

駅や周辺ピルの中心に位置し、各施設

ることカ〈て' きる。

- 活性化避難誘導システム

活性化遊重信秀導システムは、歩行者に

的確に避難方向を指し示す目的で計画

された。従来の通路誘導灯が固定的に

避難方向を指し示すのに対して、本シ

ステムは自動火災報知設備と連動し、

出火点の位置により点灯パターンが変

化する。 また、公共地下広場の追銭在口

誘導灯の活性化状況

誘導灯は誘導音装置付きを設置してい

るが、音声を聞きとりやすくするため

の工夫が施されている。

以下にシステムの特徴を示す。

( 1) 視認性の向上

・通常の誘導灯の設置間隔の 1/2の 10

m間隔に設置。常時は l つおきに点灯。

. 地下街の照明や看枕I丁によりマスキ

ングされないよう、災害時は，布威する。

なお、，事威のタイミングを合わせるこ

とにより、i J i 続性を持たせる。

(2) 避難方向の趨尺

・1笠宮R実暗号の発報信号から出火場所を

特定し、出火点、から遠ざかるよう誘導

灯の点灯方向を選択する。

・各誘導灯は避難方向を指示する矢印

か前側に設けられているため、点灯を

選ぶことにより指示方向を決定する。

(3) 誘導音付き避難口誘導灯の発音タ

イミングの肯IJ 綱P

・地下広場には顕在日誘導灯が複数個

設置されるため、発音が重なると方向

性が失われる。そこで発音タイミング

をずらし音声が重ならないようにする 0

. 隣接する煙量口誘導灯の音声が聞き

介けられるよう、文言を変えて発音。

「 ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー 】 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 寸

i  防災センター( 有人) i  

i  I  I  システふデータ伝送系外

B|正常運用時 { イ} 伝過ラィ μ

ＲＱ 免伝ｾ，‘常時 ( ロ} 伝送ヲイ〆

医 亙 肝 広 場

匪 亜 亜 地下端末広場

( 地下 11' 1i )
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. すいせんのことば/ 梅原弘記

彼は、超高層ビルの施工計画に最初

から携わり、数々の技術的難問に対

して、持ち前の熱心さと創意工夫、

調整力で克服し、施工に大きく貢献

した。この間の、川上君の技術力、

計画力の向上には目を見張る進歩が

あった。今後の期待を担う技術f者と

して、高〈評イ面している。

- 青年技術者のことば

西日本一の超高層ビル建設工事とい

う一大プロジェク 卜に関わったこの

4年間は、技術諸としての私にとっ

て非常に貴重な儲貴て・あった。特に、

様々な工法を駆使して現場の与条件

に最も適した複合化を図る手法を体

得できたことに、意義があった。

現場ではややもすると、問題解決型

の施工管理、施工計画になりがちで

あるが、今回のプロジェク 卜では、

戦賂的な施工計画の立案と、その実

施がいかに重要であるかを身にしみ

て感じた。

今後は、常設での現場技術支援業務

の観点から、既存の技術の応用ばか

りでなく、全く新しい建設妓術の開

発にも取り組みたいと思う 。

大阪ワールドトレードセンタービルディングの施工計画

大阪ワールドトレードセンターピルデ の腹起こしとして、山留壁頭部の変形 以下にその計画のー咽日を示す。

イング ( 1995年 4 月オープン) は、関 を防止することとした。また、この床 1) 基準階の鉄骨建方は 15節分の繰り

西の国際交易の中心となる西日本一の は 100t クロー ラ クレーンが作業で 返し工事となり、| 節当たりの揚重計

高さを誇る地上256mの超高層インテ きるような補強をして、重機作業床と 画が全体工程に大きく影響するため、

リジェ ン 卜ピj レて・ある。

これを支える躯体工事はコ ンクリート

90，OOOm'、 鉄筋 9，OOOt，鉄骨30，OOOt、

地下掘削工事は、最大深さ GL- 16. 5m

で、掘削土霊225，OOOm'にも及ぶコ培見

模な工事であ った。

- 地下工事計画

建設蜘也は、昭和40年代に大阪南港を

埋め立てした人工島で、若齢の軟弱地

盤であり、地下工事は当初から重蹴が

予想された。計画においては、軟弱地

盤での大規樹屈削をいかに安全に進め

ていくかと、超高層部地下をいかに早

期に完成してf也上工事へ日| き渡すかが

大きなテーマであ った。

以下に、計画( 図 1) の要点を示す。

1) 山留壁周辺の地盤を法面で残すこ

とにより、 ヒーピンク・を抑制し、中央

しても活用し、さらに外周部I也下掘削

工事、躯体工事と、超高層部地上工事

の上下作業を仕切る堅固な安全床とし

ても手IJ 用した。

4) 法面の土量を多く残し、土の安定を

保つ目的で、内側に二重山留壁を設け、

基礎を反力とした斜め切梁を架設して、

外周山留壁の変形防止に努めた。

5) 外周柱列山留壁の各面芯材に、多段

式傾斜計と歪言十を取り付けて、 パソコ

ンによる山留壁の変形、応力の集中管

E里; ; 十う則を行った。さらに、そのデータ

をもとに有限要素法により次工程の予

1則角平析を行い、安全を確認して掘削工

事を進めた。

上記の計画に基づいて工事を進めたが、

予測開斤の結果が管王監直を上回った場

合は、斜め切梁の追加、 プレロ ー ドの

増加、山留壁外部の水圧低下等の文様

できるだけユニッ トイじシステムイヒを

図った。代表的な工法はユニ ッ トフ ロ

アー (最大9. 6mX 12m、22t) の採用

で、備制、床版資材の同時握力活I

能となり、効率イt . . . 強風支持表、および

労務の平均化となった。

2) 揚重機としては、西日本では初めて

となる J CC- 900H2基と、 J CC- 200H2

基を設置した。

3) 台形吹き抜けスーパートラスの斜

め柱の建て方時および、建て直し時に

必要な大きな水平反力や、タワークレ

ーンのフ ロアクライミンク鴻の荷重に

耐えうる仮り受け構台 (乱t重量360t )

を設け、反力架台として使用した。

4) 外装カーテンウオールの取り付け

作業には、工程、品質、安全、強風対

策を考慮 して、セルフクライミング方

式による外部ユニット足場を新しく考

高層部の工事が先行できる、アイラン を行い、山留壁の変形、応力を町野艮 案して全周設けた。図 2 に、その計画

ド工法を採用した。 界以内に収めて、無事、地下工事を完 を示す。

2) 外周山留壁はソイル柱列墜とし、沖

積粘土層に GL- 21. 5mまで根入れし

て、外部からの地下水の浸入を防止す

る 遮 水工法とした 。 さらに芯材 ｈ ｾ 闘 を

@ 9∞mmヒ. ツチでパイプロハンマーに

て打ち込み、 GL- 43. 5mの洪積砂層付

近まで4長入れし、山留材の先端がヒー

ピンク'により移動することを防止した。

3) 外周部の| 階床躯体を逆打工法に

了することができた。

- 地上工事計画

7階から52階までが基準階て 6階か

ら下は台耳外犬の吹き抜け高さが30mと

なるスーノ マー卜 ラスで構成8 れている。

これらの鉄骨建方や外装エ事を、風の

強い海岸で、いかに安全に能率よく進

めていくかが地上工事計画のポイント

よって掘削前に先行構築 し、リンク1犬 て・あった。

- あとがき

比仁ヒのような計画のもと、現場職員お

よび作業員全員の長期にわたる努力の

結果、建設工事は予定工期内に全工期

延べ労働時間630万時間無災害という

大記録を残して無事竣工した。

これだけの大工事を無事故て安成8 せ

た一員に名を連ね、またその計画に携

われたことを誇りに思う 。

国

図 1

地下工事

計画概要

大阪ワールドトレードセンタービルディング
図 2 外装セルフクライミング足場よ昇プログラム
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建築施工管理に 13年の経験があり、

武骨さと繊細さを合わせ持つ優秀な

青年技術渚として活躍 している。

今回参画した福岡ドームとシーホー

クホテルの建設にあたっては、自 己

の持つ能力を存分に発揮した。本人

の飛躍と、後につづく技術商の意欲

向上を期待する。

- 青年技術者のことぱ

今回はジャングルアトリウム全般

(屋根から内部植栽まで) にわたっ

て、諒十開皆から施工計画 ・智里、

竣工後のフォ ローに至るまで建築施

工技術商として貴重な縮貴をするこ

とができた。

その中で、社内関連部暑のみならず

協力会社、コンサルタン卜をも含め

たアトリウム分科会および作業所内

施工検討会の運営 ・活用により設計

m皆から関与し、各分野の技術を結

集し、構 ・工法の方向付けを行い、

実施した。

特に内部業境にかかわる要素は、建

築技術のみならず植物学的な角度か

らも検討し、議十施工言暗に反映す

る必要があった。その介里子の第一線

の方々とも意見を交j突することがで

きたことは、今まで基本的に同業者

のみの話し合いで工事を進めて きた

私にと っては、非常に新鮮であった。

今後プロジェク卜の多様化が進む中

で、建築関連介里子はもとよ り、他分

野をも含めて人とのつながりを大切

にし、広〈 情報を集め、技術力を結

集して顧客に喜ばれる建築空間を創

造していきたい。

大規模アーチ鉄骨アトリウムの施工計画と実施

シーホークホテル& リゾー卜は、アジ ガスケットトップライト ントをおいて計画を行った。

アの交流拠点都市をめさ' して各ヰ劃幾能 およひヰ通部チタン トップラ イトのディテールを図 2 に、

の整備が進められている福岡市のウォ 鉄骨重量/ 350. 00t 屋根鉄骨工事における採用工法を図 3

ーターフロ ン 卜、 シーサイドももち地 トップライト数量ン/ 448ユニッ 卜 に示す。特にアーチ卜ラス鉄骨建方時

区の中核をなすリゾー卜ホテル建築で

- 屋 根 工事の 特 性

のサポート、建入直し方法については、

ある。 通常用いられるべン卜構台の代わりに、

当プロ ジェク トのアトリウムは、屋根 ①屋根 トップライト部の止水は、実績 ワイヤーて手} め下後方に号|っ張ること

鉄骨パイプ 卜ラス+ ト ップライトで構 のあるガスケッ卜方式を採用している により、建方精度を確保するとともに、

成され、巻貝を思わせる複雑な外観を が、下地となる屋根鉄骨建方精度が止 高所作業を減ら し、安全先取りおよび

持つ( 写真 1 )。内部はあたかも南海の 水性能に影響する。 工期短縮を図った。これは土木 ・橋梁

楽園を恩わせる亙熱帯植物のジヤング ②屋根鉄骨は、 図 1 に示すように対見 技術の応用であり、広〈情報収集を行

ルに困まれたリ ゾート 感覚の レス 卜ラ 模かつ矧犬が融在なため、建方精度を った成果である。

ンとな っている (写真 2 )。 確保することが困難である。 施工手順を 写 真 Ｓ ｾ Ｘ に示す 。

- アトリウムの概要 - 施工計画と実施 - おわりに

床面穆し/ 3326. 00m' 計画ｾｾＮ皆において作業所、意匠 ・ 橋室 当工事は作業所、意匠 ・構造設計、そ

最大高さ/ 38. 76 m 諒十、協力会社よりなる分科会を出量 の他社内外関連部署、各協力封土の力

最大幅/ 44. 60m して工法検討を行い、また当社主買似プ を結集して完成したものであり、ここ

気瀬/ 62，139.  70m'  ロジェクトの情報も参考にしながら、 に深〈感謝の意を表する。

屋根械室 ・仕上げ/ 鉄骨パイフアーチトラス とくに品質仏上水性能の確保) にポイ

図 2

匪A

写真 3 トラス鉄骨地組みフ'ロック化 写真4 トラス上架 ・斜吊リワイヤー建入調整 写真5 吊リ足場・ネy ト先付けトラスブロック閉合

写真 6 トップライト地組みユニットイヒ 写真 7 トップライト取り付け 写真 B ジョイントゴム取り付け
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建物の特性、機能およひ1素境によっ

て、より新しい生産技術が要求され

る昨今である。 その中にあって彼は、

前向きな姿勢で確実に具3見化する能

力を有し、今後の中面玄い活躍が期待

される青年技術者である。

- 膏年技術者のことば

現場施工に携わるわれわれは、「安全

第一主 義j の基調呈念の下、働きや

すい現場環境の整備、技術商 ・技 能

者の育成、時短をはじめとする労働

条件の改善、建築工事における生産

性の向上等、多くの問題に取り組ん

て'いる。

今回、私はこれらの問題への一つの

試みとして「長大スパン SRC工事に

おける PCa 化工法J を計画し、実施

した。細かい部分ではまだま た改善

の 余 地 が あ る が 、 労 務 の 省 人 化 工

期官邸箱、搬入期オの減少、品質の向

上と、その効果は絶大であり、発，主

者のニーズに十分こたえることが出

来た。

今後も前向きな姿勢でものごとをと

らえ、建設業の将来を担う青年技術

者として、魅力ある建設業の実王見

建築技術の向上を通じ、社会へ貢献

してゆきたい。

長大スパン S R C 工事における P C a 化工法

. P C a 化部材の決定

大阪市中央卸売市場和義市場棟第| 期

工事は、その施工に当たって、 5 つの

大きな条件が与えられた。

こ の 建 物 は 概 観E構がスノ f ン 16m ←

部 24m) で、建築建物としては特異な建

物である上、 1. 3 ・5 F 架構を S RC造 で

先行構築し、後で 2 ・4 F を S 造で櫛築

する特翫宣形式となっているため、 SRC

躯体時は、階高8 .5 mの建物と同じに

なる。

これは一般建築物と比較すると約2. 5

倍の値となっており、単純に PCa 化 す

ると、笥3材| ピース重量が45t にもな

ってしまい、部材搬入上の問題や建方

施工時の効率の問題が発生したため、

施工計画と リンクして部材重量を | ピ

ース 30t 以下に押さえる計画とした。

そこて・原設計のハーフ PCa 化 案 を 見

直し、 表 1 にある比較検討を行い、改

善案を発，主者である大阪市の承認を得

て、実施に結びつけることが出来た。

。 見場作業での事故発生率の低減

② 工期短縮を計りながら、高品質て均

一な構造耐力の確保

③ 市場機能を従来通り 生かしながらロ

ーリングを重ね、本体工事を施工

④取り扱い量が年間85万t を超える市

場は車車歳混入力市長界に達しており、工

事用車舗を極力少なくする

信漣築構造物としては長大な矯造

表 1 P Ca 化 へ の 検 討

柱 大 梁

原

若島心力 GRC型牌にて、コン - 底部のみ PCa化し、慣底討辛

クリート現場打設 としてセメン卜系薄肉板を

設

( ハー7 PCa化j 現場施工

計

( ハーフ PCa化)

. 8. 5mでの型枠建て込み高 . 8. 5mでの型枠建て込み高

所作業発生 所作業発生

問
- 柱 l 本当たり 12m' の現場コ 梁 l 本当たり 19m' の現場コ

題

ンクリー卜打説主要 ンクリー卜打Z免記吾妻

ー現場組み立て作業が多い ( 梁せL 、180か- 2000即時

点
.  l見場組み立て作業が多い

改
.  F  L +  1000でジョイントす 般入取り付け時の重量制約

善

る ( 1ピース30t 以下7により

(フJ レPCa化j 底割1 由!周lを PCa化した中

案
抜 PCa梁とした

効
- 現場組み立て型枠が、床か 現場組み立て型枠1 ) 大パネ

ら1. 5 mの高さまでとなり、 ル‘ / ンのみとなり. 高所

果
高所作業がなくなる 作業か百鯛

巨ｾ

図 1 梁 変更 案

N  晋通

F  フライアッシュ

図 2 コンクリート打設部位区分図

外 壁

外壁オムニア板として、梁

取り合いをコンクリー卜現

場打設

(ハーフPCaitl

コンクリー卜止め等高所作

業が多くなる

- 現場コンクリート子n生置が

多くなる

- 作業中、周囲へのコンクリ

ート飛散等の危険性がある

ー品質上、コンクリー卜充墳

の確認dが出来ない

- パラペ y 卜取り合いのみオ

ムニア板とし、後はすべて

PCa化

- 品質の侃上

- 高胃市業量の; 成

ビオクリート受入検査

- コンクリートの調合計画

諒十でコンクリー卜の単位水量の上限

値 が I85kg/ m' 以下と定められていた

力三 170kg/ m' 以下とすべ〈、フライア

ッシユを使用する配合計画を行った。

特に中抜 PCa 梁および鋼管柱充填 コ

ンクリー卜については、鉄骨 ・鉄筋等

で動通コンクリートでは、コンクリ ー

卜の充填確認ゐ、不十分で品質管王位好

ましくないため高流動性( スランプフ

ロー6ト 7伽 ) 、高介離抵抗性のある

超流動コンクリート ( ビオクリー卜一

大成建設開発) を使用することにした。

ピオクリー 卜は自 己流動性があるため、

コンクリー卜打設時にパ イプレータを

かける必要がなく、当現場のように鉄

筋 ・鉄骨で込み合ったパネルゾーンで

の使用には、非常に有効であった。

- 安全設備計画

高所て・の安全設備作業を極力減らすべ

〈、建方時lこ士也上で仕込みを行い、部

材か取り付けば、安全設備も整備され

ているよう、安全計画を行った。

- 考察

柱 ・梁等の PCa 化工; 去の採用は、多く

の効果を上 げることが出来た。

①高所における現噺下業が大幅に滅り、

短い工期で、安全力、つ効率良〈作業が

実施できた。

②支保工、足場等か不要となり、仮設

剤オの大幅な減少となっ Tこ。 これに{ 半

い、鳶工等の作業人員が滅り、大幅な

労務の省人化も可能となった。

③ 市場機能を生かしながらの工事のた

め、搬入車舗が，成ったことは、工事を

進める上 で非常に有効て・あった。

@YJ、雨等による工租慎延や雨に打たれ

ることによるコンクリ ー ト打言宣笥奴〉補

修等がなく、当初決めた工程に対して

遅延する要素が少ない工法て・あった。

⑤ 工場製作することにより、出来栄え

のバラツ キが少なくなり、精度 ・出来

栄えとも、満足ゆくものとなった。

今回工事の PCa 化工法と一般工 法 の

比較を、 表 2 にまとめる。

表 2 一般 工法とP Ca化 工 法 の 比 較

工 法 在来工法 PCa化工法

工 期 長 い 短 い

仮設 支保工材49万 少ない

徹
資材 m' 分必要 安全施設用の

入

み( 約8 5 %減)

車 型枠 多い 少ない

両 (約7 0 %減)

最

コンクリ 躯体全量 少ない

ート量 (約55%減)

備 考 市場内交通へ

の影響多い
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圃すいせんのことば/ 兼久和芳

彼は建築への真筆な姿勢、技術力の

豊かさで周囲の信頼も厚〈、中堅社

員としてサンマリオン大阪ピル新築

工事作業所てづ舌躍している。当工事

でも地下工事ゃ; 毎外資材を導入した

カーテンウオール工事等の技術的難

問題の解決に大きな役割を果たしたc

今後も、より一層の飛躍が期待され

る青年技併諸である。

- 青年技術者のことば

資材は、今回のカーテンウオールの

ように; 毎衣料こも進んだものが多くあ

り、国際的なデザインおよび工法の

導入のチャンスでもあります。

さらに、→日海外資材を利用して低

コストゐ: 要因の組み合わせによるト

ータルコス卜の低減といった海外資

材の導入も考えられます。

今回の海外調達を通じて、商業習慣

の違い、契柑土会の考え方、判断基

準の違い、運搬の遅れなどのリスク

等も結実しました。 しかし、早期施

工計画を充実させ、プロセス管理を

行い、日々考え、試行し、改善を行

い、関係者の弛まない努力にも助け

られて、コストノてランスをも った高

品質なカーテンウオールが完成し、

; 毎外調達は成功しました。

今後も施工技術渚として、 「いくら

良い計画をしても実際に良いものが

できないとイ土方がないJ ということ

を肝に銘じて、良いものができるよ

うな施工とその計画を目指していき

たいと思います。

海外資材導入によるカーテンウオール工事の計画と実施

サンマリオン大阪ピルは、大阪のオフ

イス街 ・本町に位置し、地下 2 階 ・地

上21階 ・塔屋 2 階 ・最高高さ 92mの高

層インテリジェン 卜事務所ピルである。

- カーテンウオールの特徴

( 1) 等圧オープンジョイント方式

等圧オープンジョイン卜は、従来のシ

ーリ ング材に依存 しないてe済み、 I也上

付近よりもはるかに過酷な風圧を受け

る高層ビルのカーテンウオールで近年

用いられ始めた工法である。

今回採用した基本断面は、アメリカ ・

K 社のインターロックユニット工法でる

ある。標準ユニ ッ トは、寸i去約 1，6 mX

4 m、重量約400kgである。ユニ ット荷重

は 2 点よ吊り形式であり、スラブの位

置でファスナー固定、 ユニ ッ ト四周は

隣のユニ ッ トと骸み合う断面のインタ

一口ツクシステムユニットである。

(2) 工場先付けユニ ッ卜方式

工場でユニ ットサッシ組み立てから、

ガラス取り付け、ガラスシール、耐火

ボード取り付けまて・行った。

(3)  ; 毎外資材の使用

i毎外では高層ビルが数多く施工さ れ、

等圧オープンジョイント カーテンウォ

ールの技術の蓄積があった。

また、; 毎外資材の使用として次のよう

な利点がある。¢圏内より j毎夕同方が

アルミ価格が安い。②今回の塗謝士様

のフッ素焼付塗装がアメリカではサ y

シの→宣仕様であ り、安い。基括主計

カーテンウオール基本図

時より、高層ビルのタ惜Eとしてデザイ その安全性を確認した。試験車吉果とし

ン、質並びにコストバランスを持った て、要求性能を満足した。

カーテンウオ ールを実現させるため、

- 施工

当初より; 毎外製品の使用が数案検討さ

れており、その中から、 i毎夕同等庄オ カーテンウオールユニッ卜の運搬およ

ープンジョイン卜インタ一口 ツクシス ひ現場揚重は、専用コンテナーで行い、

テムユニッ ト工法の技祢I導入をして、 各取付階の構台まで荷揚げして、建物

i毎夕1トでアルミ型材を製作しフッ素焼付 内部に取り込んだ。ユニット取り付け

主主袋まで行い、船便輸入、圏内の工場 は、外周鉄骨に電動ホイス卜用のレー

でユニッ 卜組み立て、現場取り付けを ルを架設して、 電動ホイス 卜 ( テルハ

行っ fこ。 クレーン) で無足場工法で取り付けた。

- 計画

また、電動ホイス卜は、 トロリ形式を

採用して、建物外周を自由に移動でき

まずE宣言村士様を確認L 全体工程に占め るようにした。

るカーテンウオール基本工程を設定し 全体で約 1700ピースのユニッ卜を、約

て、仮設言十函を行った。 5 カ月半で取り付け完了した。

- 実施設計

*  

作業所では適 |回のカーテンウオール 「サンマリオン大阪ピルJ の名のとお

小委員会を開催し、打ち合わせと検討 り、白い縦マリオンの強調されたきれ

を繰り返し行った。要求性能、設計ス いなファサードを持つ新しいパタ ーン

ベックを確認し、カーテンウオール基 の建物が、まもなく誕生する。

本断面の各干覇会討およびガラスの検討 インターロックシステムユニット力一

を行い、現場でのタ惜杢モックアップを テンウオールとして、日本での実績は

実施し、基本断面を決定した。 ほんどなく、本格的な実施例となった。

また、支庖 ・本社カーテンウォー凡審 施工的にはユニットが簡単にセッ トで

査会の審査を受けた。 き、工手勤旬には鉄骨工程に続いてすみ

- 性能試験

やかにカーテンウオールか取り付け可

自主となり、早く仕上げ工程に入ること

当工事に使用されるアルミカーテンウ ができた。

オールについて、実物大供試体を用い このように合理的な工法であるので、

て、水密性、耐即主性、層間変位追従 今後、ユニッ卜方式とともに普及する

性および排水経路確認の各試験を実砥 と層、われる。

H川9 唱I I

ロ ト

守 一

ー一
一- 一

平面詳細 断面詳細

カーテンウオール形状

酔] 輯 4

様準階カーテンウォーJレ取付要領図

カーテンウオール取付工事施工計画



施 工 部 門

法 貴 慶 人
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町 ｬｾ 設

1  9943j ' りん〈う F ウン D& D: 新築

- すいせんのことば/ 凝固孝吉

昨今、価格破壊が叫ばれるなか、合

理化権工法の推進は一大潮流となっ

ている。

i KJT 工法」はその典型であり、法貴

君は、施工技術者として計画 ・設 計

t却皆より積極的に取り組み、顕著な

効果を上げた。

今後の彼の活躍に期待し、青年技術

者に推薦したい。

- 青年技術渚のことば

パ7 'ル経済崩壊以後、景気カ刊! &迷し、

建設業界においても、ま すます受注

競争が激化している。企業としては、

この状況を打破するため、合王里化の

推進は絶対的命題となっている。

今回のプロジェク卜は、企画、営業、

議十、施工、建物運営節目で一貫

して鹿島建設を中心に実施したもの

であり、言十商E宣言十当初から、部署問

を越え、一体となって取り非且んだこ

とが、この合理化構工法の良好な結

果へと繋がったと確信 している。

私は、この工事において設計m皆よ

り参画するなかで、より高い技術力

は決して→創生のものではなく、蓄

績8 れた筏術の上に、さらに妓術が

結集8 れてはじめて生まれることを、

身をもって経若貴することができた。

今後、これら出車渚としての貴重な

繊貴を活かし、施工の合王里化と定歩実

作業の車ｾ成を常に追求するとともに、

生産金の向上をめざし、鋭意努力を

続けていきたい。

平家建合理化構工法における計画と実施

建設 コストの低 ｩｾ 現主新乍 業の省力 化、

産業廃調布の低; 成 工期の繍宿は、 建

設工事における永遠の謀題て'ある。

鹿島建設では、 近年、大掛莫多層后舗

の口ーコストイヒをめざし各種合理化構

工法の開発が進められ、良好な結果が

得 られてきたが、このたび、鹿島建設

器 棚におL 、て平家建合壬里化権工法の

集大成として i KJT 工法J ( Kaj i ma Jnfi -

nit e  Ti ed Syst em) が開発され、ローコ

ス ト・起歩豆工期 ・ハイイメージが要求

された「りんくうタウン D&DJ (写真

1 、図 1 ) において採用されることと

なった。

そこで、この工事において種々の問題

をクリアするため、私l託宣言帳簿皆より

施工部門として参画し、各種の改善か

ら施工計画を行い、実施した。

- 工程計画の立案

この工事は、 ローコ スト ・趣豆工期が

求められていることから、設計t対皆よ

り工程計画を立案し、これから種今の

ポイン卜を洗い出し、各種の検討 ・改

善を行い、 E宣言村土様にも反映i ! . ' せ、施

工計画を実施した( 表 1)。

• f KI T工法J の計画と実施

i KJT 工法j は、柱に R C杭の製法を利

用した PCa 柱を採用し、これを基礎に

埋め込み、梁はノンファブ鉄骨として

それぞれ簡略に組み合わせたものであ

る ( 図 2)。

これらにおいて、「重の施工方法を考

案し、実施した( 写真 2、 3 )。なお、

これらは、一括鳶工により行うことに

よって、職種の車EJ成が図れ、ロスな く

施工できた。 また、高所作業車を多用

して無足場工法とし、安全作業の推進

を図った。

写 真 1 ドアーズアンドアーズ建物東側全景

梁接合部・ゥェブのみ

基礎サイト PCa (今回は現場打ち)

、...-

図 2 KJ T 工法概要

写真 2 P Ca 柱 建 方 写 真 3 鉄 骨 梁 建 方

表 1 工 程 計 画

----
9'  3 月 4 月 5 月 6 月 ! 7 月 I  8 月

基礎・地盤改良 ι ー- < l bう

土 間 |嗣 ι 〈杉同生 肉

PCa柱 (120本)
Cト 製- 作ーー

円一一ー ｾ＠ 衿圃9
ヒ戸

鉄| 梁 (622P) 。ー蛇ー _ Lーーーー|チ ーふベコ
倹査 什家具貴一一

キto G  

- 落下養生設備の開発

屋根折版葺作業において、下部に移動

式の落下養生設備を開発し、効率的安

全設備を確保した( 写真 4 )。

• f KI T工法J の水平展開

徹底的な合壬里化の描隼により、工期 ・

コスト ・安全はもとより品質において

も良好な結果が得られた( 写真 5 )。

今回の結果を、改善姥案を含めてまと

めあげ、 i KJT 工法J の水平展開を図っ

た。

また、施工写真や施工ビデオをわかり

やすくプレゼンテーション資料として

まとめ、営業用ツールとして幅広く 利

用されている。

これらの成果から i KJT 工法J の 2 号

j吉、 3 号庖も出件してあ、り、さらなる

i KJ T 工法j の飛躍が期待される。

図 1 建 家 平面図

写真 4 移動式落下筆生

写真 5 盾舗の内装仕 上 げ

9 月 施工上のポイント

祭型枠工法による工期短絡

-土問先行打設し ，GWを養生期間

着工別製作，柱先行箇定

Dι o 着工前製作，ヲイトフレーム先行取付

方フン

後打アンカーによる柱飼固定骨| 間柱周縁

屋狼 (660伽f)
W 出戸

t9 

商品搬入

梅雨入までに屋綬完了

体

外壁 (160伽f) 蝦 f 件 ァ4 早期の雨仕舞，阜賜の大型資材! a入

外壁裏面耐火彼覆 じづ
:  d---o 。外壁貫通物の先行取付

{士 ト ｾ＠ ;  1宜 >!， 

内装，インアリアの打合ぜを十分に

設 偽

，宜 受電

密な打合せのもと急速施工

外 1. Pづ - 早期着手で下層を作業路盤として兼用



その他部門
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業務総l爵 198911司W':Ii.'-JI建築耳目l 4ii}j ，所入社

業必内科 CADマネージャー として主l ! 築計

同?必11 を文段するため CAD.CG

を駆{止したプレゼンテーション、

設計者のための設計者による

CAAD!r，JJ"lの仰燥 に1;&1'

主回蹴; 古文

・オ フィスのJ Ii官I' l¥!囚に|刻する分析

込彼M!. シミュレーション ・システムの開発

• PC- sased Thr ee-Di mensi onal  Mod.  

el ing  Syst em for Desi gners 

. すいせんのことば/ 竹本丈太朗

設計業務でのコンビュータ利用は、

もはや設計に不可欠なものとな って

います。田中君は設計とコンビュー

タの境界宅覧或にあって、その溝を埋

め新たな業務事震或の形成に果敢に挑

戦する有望な技; 称諸です。

ここに、青年技締諸候補者として推

薦いたします。

- 青年技術者のニとぱ

コンビュータは上手く使いこなせれ

ば、個人の能力を増幅させる。さらに、

そうした人たちで構成されたグルー

プならばそのグループの能力を格段

に飛躍させる可能性を持っている。

しかし現実には、パソコン画面の見

た目の親しみゃすさに反して、利用

者には復雑な利用技術の修得がます

ます必要になってきている。コンビ

ュータ技術の発達が、設計者の利用

技術の進歩をはるかに上回 っている

のカf現状である。利用技術の修得と

習熟に実務を持つ設計者がどれだけ

の時間を割けるかは推して知るべし

である。われわれはそのような設計

者に代わって、コンビュータを利用

して設詐者の思い描いているイメー

ジを函面上に具象化する、シビアな

視認チェックを迅速正確に行う、計

画建物竣工後の周辺環境を CGでシ

ミュ レー卜する。 しかし、時代は移

り技術は進歩する。少しずつて・も設

計者自らがこのような支援なしにコ

ンヒ.ユータを駆使できる、言宗博の

言宣言ド者による設計者のためのコンビ

ュータ利用環境が構築できればと考

えている。

噌

工ントランス内観パース作成のための複合手法

壁床の仕上材の材質感を出したり、問 出できる人物や小道具を、特にこのパ

接照明の雰囲気が出るようにレンダリ ースのために手捻きし、合成した。

ングした。パースの中に配した人物は

実写ではあまりに生身しくなってしま 上: エ ント ランスからの眺め

うので、この施設の雰囲気をうまく演 右 : 2階から見たエントランスホール

プログラムで撮影位置を割り出す正確な景観モ

ンタージ、ユ作成のための手法

明石市都市景観形成基本計画のため、 このフログラムを利用すれば、付近見

自車県の景観の形成等に関する条例に 取り図上と現地写真上に共通に現れる

もとづき、景観シミュレーションのた 既存建物のそれぞれの座標をもとに、

めの CGモンタージュを行った。 最小二乗i去を利用して、正確な撮影位

この条例では、 CGモンタ ージュを客 置を割 り出せる。

観的て味青確な ものにするため、合成用

現1也写真の撮影位置をコンヒ。ユータで

算出することを義務づけている。 上 回計画建物の CG

このプログラムを当社のシステムに適 中: 明石大橋 ( 国道 2 号線) 中央から

合するように改善、改良したうえて利 の蜘也部兄写真

用した。
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. すいせんのことば/ 三宗司郎

「防災J という堅〈恩われがちな建

築イメージを、豊かにする方向で取

り組んでいる。いわゆるデザイナー

の陰になりがちな「防災」が、独自

の光を放っている。

当社の対見模カつ複雑な建築作品を、

安全でしかも素晴らしい出来栄えに

誘導している功労者である。

- 青年技術渚のことば

私が入社して問もない頃、神戸ファ

ッションマー卜の防災計画を担当し

たときは私自身、知識や繊貴が全く

なかったこともあって、「防災= 特

F朱なものJ というイメ ージて守足えて

いた部介があった。

以後、防災計画に関する知識や情報

もーで自主的にま日られるようになり、い

くらかの経験をしてきた今日では、

防災計画とは、建築物の安全性に対

する基本的な配慮、であり、ある晶噛

( もちろん、防火や遊重修等に関して

だが) に対する解決策の甜尺肢を増

やすことのできる計画手法て・あると

考えている。

では、私が設言十に携わってきたなか

で、解決策のi羽尺肢を増やすことが

できたかどうかを振り返ると、結果

としては及第点とは思うものの、過

程において少し発想が堅かったよう

な気がする。

これからも「解決策は一つではないj

ことを念主頁に、柔軟な発想て唱方災計

画に取り組んでいきたいと思う 。

大規模建築物および複合建築物の防災計画

建築物の大規模化 ・複合化に伴い、そ

の空間構成や計画によっては現行の建

築基準法に合致せず、特殊な防災計画

を必要とするケースも少なくない。

ここて怯私カミ宣言十lこ携わった特殊な防

災計画上の4新数およひう対応を述べる。

・神戸ファッションマート

神戸ファ ッシ ョンマー卜は、建物中央

にファッションショ ーや展示会が行え

る空間として高さ約45m、底部直径約

5 0 mのドーム状のアトリウムを配して

い る ( 図 1)。

防災計画の特徴

アトリウムは、エスカレーター廻りお

よび展望用エレベーター廻りをシャッ

タ一区画とし、 Ｒ 階 ｾｉｏ 階の各階を、

網入ガラス飯め殺し; 窓と、 30分耐火の

タ1昌Eイ士糠の壁面で構成している。

1  ) ア トリウムのi ! l 設住

アトリウム火災時に煙がアトリウムか

らの躍世に影響を与えないように、頂

部に約 120併の自然排煙口を設け、そ

の効果を確かめるため、非定常 2層ゾ

ーンモデルによるシミュレーションを

行った。 アトリウム内のi ! l 銭住所要時間

約240秒に対し、その時点の煙層高さ
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は約9 .7 mであり、避妻色と支障のない

ことを確認した 。 ｴｾ 冒温度は最高で約

14ぴC であり、アトリウムに面する窓お

よび壁面に影響を与えないことも確認

している( 図 2)。 また、蓄煙状態でも

同線に避難上支障のないことをシミュ

レーシヨンで確認している。

2) アトリウムの上階延焼等

アトリウム底部火災時の火炎高さを求

め、上階への} g 尭の恐れがないことを

確認し、途中階においても下階からの

噴出火炎の主車血上の温度を求め、網入

ガラスカ苛皮損する恐れのないことを確

認した。併せて出火室対向面ショール

ームの轄射受熱量を求め、網入ガラス

か破損する恐れのないことを確認した。

- 大 阪 府 立 門真スポーツセ ンター

(仮称)

('C) 

200 

本施設のメインアリーナは高さ約42m、

自圭約 120m、間五約 105mの楕円状の

ドームで、内部に 50m フール ・飛び込

みプール等を設けており、固定席、仮

設席で合計 13，500 . 席余りを収容する

空間である( 図 3)。

防災計画の特徴

メインアリ ーナと他の施設全体を 2 階

レベルでつないでいるベデス卜リアン

デッキを、腰間線の轄撲を避けるた

めに有効に活用する計画とした。 3 階

客席からはぺデストリアンテ'ッ キ主体

の遊葉悩を路とすることで| 階アリーナ

席と i躍髄路を分離し、顕在の建物内

滞在時間を短縮している。

. (仮称)神戸ファッションプラザ

本施設は美術T館、物販 ・飲食庖舗、ホ

テル、地下駐車場からなる複合施設で、

中央に 3 階を底部とした高さ約35m、

半径約25mのアトリウムを配している

(図 4)。

防災計画の特徴

アト リウムは、他の部分とシャッタ ー

による防火区画は行わず、ガラススク

リーンによる区画を基本とし、意匠的

に 6階ι人上のアトリウムの鉄骨フレー

ムに耐火被覆を施さない計画としてい

る。

本計画においては、アトリウム経由の

延焼拡大やアトリウム底部およひ恒源E

の滞在者の避難について、シミュレー

ションにより安全性の確認を行い、ア

トリウムを緩衝帯として機能させるこ

とで、相互施設に火災の影響を与えず

避難カ〈行える計画としている。

- 長居陸上競技場

本訪笹設は、約 18 ，OOOm' の屋根をスタン

ドに設けた、 5万人収容規模の陸上競

技場である( 図 5 )。

防災計画の特徴

スタンドに設けた屋根は骨組莫構造物

( A穏膜材) で、屋根下部スタンドは

半屋外的な空間となっている。屋根の

鉄骨部材は耐火被覆を施さない計画と

している。

1  ) 屋根に対する火災の影響

シミュレーションにより、膜材および

鉄骨部材が建物周辺およひ建物内部か

らの火災に対する景濯を受けないこと

を確認した。

2) 眠 障十函

本計画では、腰量経路において滞留が

生じるコンコースを、見通 しが良くか

っ外気に開放するように建物外周に配

して安全性を高める計画とし、 i眠信十

算の手法により、有効な滞留スペース

であることを確認している。

ホテル

網入ガラス桜殺窓+ 外壁30分耐火仕様壁

耐火構造壁

+ 甲種防火戸

約50m

r ( 仮称)

E  11$戸ファッシヨン美術館

実|

図 1 神戸ファッションマート断面図 図 4 ( 仮称) 神戸ファッションプラザ断面図

図 3 大阪府立門真スポーツセンター( 仮称) 断面図 図 5 長居陸上競技場断面図
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パルテ ノン神殿の激 しい傷みを憂慮、

した下川弘氏は、所属企業や大学に

働きかけて研究チームを手E織し、空

間構成の記録と考察、さら には構造

技術の淳朝に取り組んできた。その

情熱と行動力は、公表済みの成果と

ともに価値が高〈、推薦に値する も

のと考える。

- 青年技術者のことば

パルテノン神殿の検証は、私の「設

計J に対する考え方に復芦撃を与えた。

パルテノン神殿にはデザイン技術は

もちろんのこと、基礎のための土木

技術、架構のための街宣技術、施工

のための機械技術、装飾のための彩

色や彫刻、石工や大工の技術などが

見事なまでに統合さ れている。建築

の橋室は理性に基づき、意匠は感| 全

に根ぎしている。本来一つであるべ

きこれらの技術が、 『生産性J とか

「合王里1tJ、 「工業イはという名目で

バラバラに切 り刻まれ、技{ 術市渚カが〈建

築の本質を見失いつつあるのカが〈翠王現見代

のような気カが〈してならなLい、、。

築とはぼ. . としい、寸う命題に対して、 それ

ぞれの技術がバランスよくかっシン

プルに保たれているときにその本質

がE野拝され、時間や場所を走塁えて人

々に尊ばれるのではないかと感じる。

パルテノン神殿がそうであるように、

1，000年後、 2，000年後の人々 に伝え

ていくべきメッセージを、建築を通

して残していきたいと私は考える。

パルテノン神殿の復元と建築技術

当初はパルテノン神殿を コンヒ.ユータ いの者数量§ がある。 0. 9ときわめて大きいことがわかった。

・グラフィックス ( CAD/ CG) で再現 実験では円柱形状のみに着目。 3 つの また、ドラム同士をつなぐ木製ダポは

したいという単純な発想であったが、 パラメ ータ (テイパ一、エンタシス、 急数な滑りに対するショックアブソー

研究を行うにあたり、「良い建築とは フルーテイング) の組み合わせによっ ノてーの役割をするとともに、接合部の

何かj の命題に対し、 コンヒ.ユ タテ てできる 8 つのパルテノン神殿のパリ 耐力向上への効果が大きいことが明ら

クノ ロジーを活用することで、古代ギ エーションを C G で表王見その印象に 力、になった。

リシア建築の設計と施工のメカニズム、

つまりパルテノン神殿に隠された「心」

を探れないだろうかという目的のもと、

母校熊本大学との共同プロジェク卜が

スター卜 した。

- パルテノン神殿の色彩

大英↑ 専物館のイアン ・ジェンキンス博

士の研究と N H K の取材をベースにし

たものて新たにわかったことは、大理

石の表面か茶色〈変色したように見え

る所で、これまて大理石に含まれる鉄

分か官剣ヒしたものと考えられていたが、

化学分析の結果そこには鉄分がほとん

ど検出されなかったため、建設当初か

ら保護膜としてニスのような塗料を塗

っていたと推測されることである。

また、雷紋や リーフ紋様が赤や青、金

や白をふんだんにイ吏った桓訴Z色てeあっ

たことは、これまでのギ リシア神殿の

イメ ージを一新するものだと思われる。

- 視覚効果の調査実験

パルテノン神殿には息宣の仁くり、テ

ーノマ一、エンタシスなどがあることは

よく知られているが、それらか建物の

す刊面にどうつながっているのかはよく

わかっていない。建物のデザイン評価

自体、観察者の審美0&や心理状態、環

境条件、個人の好みによって大きく左

右され、評価の難しさや要因の絡み合

ついて調査した。その結果、パルテノ

ン神殿の円柱と同じ形状の神殿が最も

高い評価を受けたこと、そしてそれぞ

れのパラメ ータが重なることでより一

層のプラスE利面につながっていること

伏デザインを考える上てった変興I未深

いところとなった。

- パルテノン神殿の材料

パルテノン神殿は、総大理石造りであ

り、使用されている石はアテネから東

へ十数キ ロ離れたぺンテ リ山から切り

出されるぺンテリックマーフルである。

この材料について圧縮試験 ・曲げ試

験 ・硬さ試験 ・シュミッ トハンマーテ

ストさらにドラム接触面の表酎E さ試

験を行った。とりわけ表酎且さ誠実は、

石同士を摺り合わせる場合の表酎E さ

が最も小さいことと、石同士カ骨歯み合

って; 骨りにくくなることカミわかった。

- 柱僑造の実験と分析

接合部の水平載荷試験では、実物柱ド

ラムの 1/ 3スケールモテ・ル供試体を 3

段に積み重ねた状態てづ由圧ジャッキに

より水平加力を行い、 ドラム接合部の

耐力およひ変形性状を調べた。その結

果、実物ドラムと同じ矧犬の部制妾触

タイプでは、急u数なすべりを起こさず

滑らかな変形形状を示し、すべり係数

も初すべり時で約0. 8、最終段階で約

パルテノン神殿と同じ柱形状。最も評価が高いテーパー有り、エンタシス有り、フ j レーテイ

ンク滑り( 左) 。右はテ パー無し、エンタシス有り、フルーテイング無しの場合

円柱ドラムの水平加力実験 ドラム水平加力実験の解析モデル図

- 施工プロセスと施工費用

古代ギリシアの神殿は、外イ則の周柱を

まず作り、その後に内陣を建設したと

されるが、具体的な施工手順について

は、知られていない。そこで従来の説

や碑文などを参考に仮定し、検証した。

まず基本的には木製の大型走彊機を用

いて対耳石を設置するが、周柱部分が

先に建設されることを前提にしている

ため、工事の早期t姉皆で内部への資材

搬入経路が閉ぎされ、内部の作業空間

(ヤード) や内陣の壁部材などを保管

する場所( スト ック ヤード) をとるこ

とは非常に困難である。 したがって、

周柱部介とは異なる小型起重機カ鴨用

されたのて・はと推測される。

キ莫型によるシミュ レーションも行った

結果、多種多様の作業が主敏在に絡み合

って同時進行しており、レベルの高い

施工技術と、全体の流れを把握した綿

密な施工計画なしに工事は不可能であ

ったことがあらためて確認された。

次に施工費用は、 パルテノン神殿に使

われた石材量、 仕上け直i積などの割り

出しと、工事内容のF重別そ して碑文な

どからの当時の工事単価を参考に求め

た結果、パルテノン神般の総施工費は

約625tal ( タラン卜) 、現代の日本円で

約4001意円の費用がかかったようであ

る。

光を透かしたベンテリックマーブル

外周の円柱を建て、アーキトレイヴをのせる



生田神社拝殿の復興計画

岡本達雄 おかもとたつお

側 竹中工務后大阪本后設計部備造課長

平 成 7 年 1 月17日未明に発生した兵庫県南部

地震により、 三 ノ;富の中心に位 i置する生聞やl' 紅も

大きな被害 を受けた。境内入り口の石の品居は倒

嬢し、鉄筋コンクリート製の大 ｲ｣ｾｽ 苦や楼 Ｑ ＱＱＢ Ｑ が ｗＱ ｴ｜

を受げて傾き、木造平屋の村民生は柱が倒れて丙ij{) !IJ

に屋根が核地する形でfilJ 峻した。写真 1 1阜、佐IJ 威

した芥民生ぞ示す。

これらの建物の復旧工都は、被災直後の 1 月22

日より急ピヅチて‘行われ、桜 Ｑ ＱＱＢ Ｑ Ｎ 大 ｊ ｣ ｾｽ 苦について

は 3 月31日に復旧が完了し、村脱持主を含むすべて

の復旧工事を平成 8 年 6 月に完了する予定で、現

在進行中である 。

これらの被災建物のうち、倒壊した木造平屋 の

拝殿の復旧について、その概要を紹介する 。

拝殿の復旧方針

復旧にあたっては、 「今回のような地渓が来ても

壊れないようにしてはい、J r木造にこだ、わらず、

i融庁の技術を駆使してはい、」との袈裂が建築主

より出され、それに応えるために、次のような復

旧方針を立; てた。

( 1 ) 地震H寺に、現行のムl ! 築基主准法てい必要とされ

るものの約 31告の地反|崎' 7 [ ( 平加速度である1 . 0G

( G: 重力加速度) が、建物に作用するものとする 。

( 2 ) 直下型地袋を想定し、鉛直方向の地良l時力日

たこともあり、木造の趣を表現でき、かつ強度の

高 L 、量罪事問を採用した。

柱の直径は 355 .6φ が12木、 267 .4φ が14木 の

合 計26本である 。柱項音IH二銭欄製大斗をのせ、そ

の上に木造のJJ材 又巻斗、桁と組まれて桁から柱

T頁昔11までを 25φ のボルトで締め付け、割! l ; 菜l時の上

下車1I に対しでも寸本となるようにしている 。図 1

にこれらの古11材配置を示す。

また、木造の屋級者1I分については、小屋組に作

用する地随時や} ] itV.王H寺の応力に対して昔1I材並びに

その接合昔1Iが安全であるように設計を行った。特

に木昔日林骸合部の念物は、十分な余力を有するよ

うに選定を行った。

圃復旧工事

平成 Ｗ 年 ＱＰ 月 ＱＰ 日現 底、 ｃ ｆｔ 柱の主ｬＡて方、却ｾ

2誌のコンクリー ト打設、銀子剣司大斗 の設置、木造屋

中医仁ZIJ 用の索屋根の設置、並びに JJわf : ・巻斗 ・桁

梁のーオ音1I の架設まて完了している 。

写真 3 に、符般の CF T柱の建て方が完了し、鋳

鋼大斗の設置された状態を示す。

写真 4 に、鋭醐大斗の上に月わド ・巻斗の設置さ

れた状態を示す。 この量制司大斗は、木製の大斗と

同織の胤Iff:i i 'e ，':l '，すため、表面を削 り加工してし、る 。

まとめ

速度1 . 0 Gが、水平加速度 1. 0G ! :同H寺に建物に作 今回、 |荻村大震災という未曾有の災害の復IEIに

HI するものとする 。 あたり、五恕斤技術を使用した村社の“ 而: 応EI化" を

(  3 ) 既存建物の従来形状をそのまま f尉寺する 。 行うこととなり、古制云承されてきた形態をその

( 4  ) 新たに設ける柱には、制度と糊性に優れ、 まま表現するために、各種の工夫を行った。 これ

かつ火災に9郎 、鋼管コンクリー 卜柱 ( CFT t却 を により ｩ ｦ￻［ｊＶＮｾ性能を向上させ、さらに保証すること

J' I' Iいる 。 ができるとともに、従来の木造に比べ、はるかに

( 5)  Ｚｴ ｭｾ 初出攻 ｴｬ ｲＮ，Ａ脳放であ っ た持胤揖般若 Ｑ Ｑ 分に 附 il fJに建て管えることができた。

ついては、再使用可能な昔1I材はJ t I l 、ることとして 今 後、神社の“ 両信託ヒ" カ苛旨l台l される折、今回

新設し、屋線全体は金物により補強を行うことと の復旧例が参考となれば幸せである 。

しTこ。

拝殿の復旧

- 既存建物の構造

昭和32年に設計された、平屋の伝統工法による

木造建築である 。柱脚はダポ. 協によるピン椛造( 写

真 2) 、ね主酷flは顕. 1 ' J : て‘ つながれ、校羽音11に大斗を

のせた半| 糊安航造である 。

・ 復旧設 計

C F T柱を、池百円てに設けられた S R C造の五l i Tdi ¥:

梁に固定して、いわゆるキャンテイレノ f ーとして

設置し、木造の属綴を支える杭地とした。

C F T柱には圧縮強度1，600kgf /cがのコンクリ

ート ぞ Ｍ］ｪｦＩ 奨し、述心 ｪ 却 ｉｾ により工場て製作された

フ。レキャス ト昔日材 を用 いた。

また、伝統的木組みの木造屋糠と C F T柱の被

合部となる大斗には、今回の地24で、被害が多かっ

小屋組

組物

図 1

拝殿部材

配置の詳細

筋

ρ

命、

ボ

t

j

ダ
の

脚柱真写

写真 4 鋳鋼大斗と木造組物
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東欧の華

レヒネル・エデンの建築と東欧

の世紀末建築

講師 : 杉本真一/ 大阪芸術大学講師

宮 内 宏

日本建築協会事業委員

宮内商会

日本雄築|励会サロンにおいて、杉本兵一氏。ー

阪芸手riijc学=! &築学卒|等任講師I ! & 築史、処築言|値U)

が10数年にわたり実地に兄1111された建築につい

て、その成朱ーを 10回 シリ ーズて。紹介、都i貸してい

たfごくことにな った。

杉本氏は 1955 1 ' 1 ' - 生まれで京都工芸繊維大学大

学中完、プ リンストン大学ヴミ学院で1学び、写山r . ，Qにあ

り、4:(j : .11'-瓦f木み等を利用し、学生と共に世界各地

の雄築について研究をされている。学往時代に建

築J i t を学んで‘ いるうちに、教キェ陀1・7ごけでなく、実

際の主主物を凡て勉強したいとのことから始まった

』似孔来、 10数年をかけて教科舎に舎かれている主

な建物j の 7 - 8告i I を兄聞したとのことで、学校以

外のNi で話が出来る喜びと、今回のシリーズヵ苛iifi

定したエピソードの紹介と挨拶カさ行われた。

シリーズＡＱｾ 1  @] はレヒオ、ノν ・エデン設計の地学

研究所、工芸前物館、ゲレーノレトの丘、国立オペ

42 建築と社会 ・1995. 12

ラ座、ブラスティスラヴア城、チェコスロヴアキ

ア銀行、プラハ ｲ ｬ Ｂ Ｇ 央 Ａｾｒ 等、ハン方、リーＨブダペス

ト) 、スロヴアキア( プラスティスラウーァ) 、チェコ

( プラハ) の 3 ヵ国39の泌物に つ いて、 13週間の

旅を、 500余枚から厳選された 1401文のスライドを

駆使して、民1i 矢の廃史や、それぞ‘ れの国ての市民

生 活描写も交え、 2 11制 nにわたり椛j資力主行われ、

参加者を魅了した。

流転する東欧

刃羽; とし、う l呼称は第二次世界大戦以後に使われ、

それ以前はヨーロツノ f の中央にあるい、う こ とで

巾央ヨ ー ロッパ と言 われ、 ドイツ認を話す圏内で

あったため、 ミッテノレオイローノ f という呼び方が

なされていた。 それカ勺I - ! : と西に分かれるようにな

り、来歌と 言 われるようにな ったようだ との こ と。

ハンガリ ー は、ｾＦｴ王スラブ人も多数いるが、住

んでいるのはマジ‘ ヤーノレ人が小心である 。 アジア

系の遊牧民族カTハン3ゲリーに移り住み、スラブ人

も取り込み、定住民族として王国を築いていった

力大オスマントノレコ等の戦争に巻き込まれ敗戦国 る。

となり、オ ー ストラリアとオスマントルコに分割l

支配されるようになった。

その後は、オーストリアに組み込ま 4ν 、プスブ

ノレク家の支配下に治まり、 1867年にはオーストリ

ア= ハンカ‘ Y 一二重子i1I 王! として第二次大li¥止まで! 続

いた。少しお 協を取り戻したが、しかし、敗戦の

歴史の辺諸Lでもあった。

チェコとスロヴァキアはスラブ民族て二 1000年

ほど前にハンガリーから攻められて分: 引きれ、ス

ロヴァキアはハンカ、、リーに、チェコは独立してボ‘

へミア王国をつくりドイツの支配を受けるように

なり、第一次 大I1伎が終わ ってチェ コスロヴァキア

として一つの固になったが、 3 - 4 年前に分裂し

て犯位した。

ハンガリーのまちと建築

ハンガリーではブダとペストの二 つの街がドナ

ウiiiTに架かる釘i椛てフヲ守ペス卜として、一つの街

になっている 。名前の記し方も 11;本と同じで¥姓

が先に来て名前が後になっている 。

ν ヒオ、ノレはスペインのガウディと間H制切に活躍

した人で、ハン方、リーのガウディとも 言 われ、街

中には非'I! ;r;に変わ った辿物が数多く存在している 。

建物の千上上げ材はモノレタノレであったり、 ν ンカー

を平1'[ み重ねたり、セラミックてあったり、陶器や

焼き物であったりで、定 ｦｩ 々の材料が ｦｬｴＡ ゎｾ左右

対称に建てられていて、楽し L 、! &物となって L 、る 。

建物J の入り口のアーチな E は丸〈加工されている

が、これはレヒオ、ノレがよく使う手法である 。床の

イ: t i げにはイスラムのモザイ クタイノレ守政き詰め

であったりで、イスラムのi伊比一1を受けた綾子もう

力、力亨える 。

ハンガ‘ リ ー独特のデ‘ ザインも、 j靴、られている 。

・シャッターは下に| 降りて来て、下の音11分が跳ね

出すような士t組みカミI奴り入れられたりしていて、

シャッタ ー としての機能よりも日除けの性絡も持

っている 。

・国会討事II :lit等は、ノレオ、ッサンスの特徴を備えた

長I ! 物も作られて L 、る 。

・ゲレーノレ卜の丘は昔の婆2きがあっ た 所fごが、 rl -'

には ν ス卜ランがあ った りで、 1J 括行本が凡波せる

ようになっている 。

・ヨーロ ッパの駅には立派なレストランがあるが、

ブダペス ト 酋駅のマクドナノレドのＩ［ｾ［｜ｩ ｬ￬ には驚かさ

れた。

・ヨーロ ッパでは、市庁舎や教会に正:jl 、燃がある

が、ｊＱ ｈ まｊ， ｇ ｾ 長り台の役目も持 って いた 。

・市民ホーノレ等で、は、道路に而する音11分に約2 0 m

の高い天井のレストランやカフェがあり、伝統の

建物て市民が32げる設備となっている 。

・ヨーロ ツノ f の国で1立、建物にキリス卜 の像力宅取

り付けられていたり、修復した外壁に 11:本では考

えられない色使いがあり、イスラムの系統色が使

われていたりして、現担I ; j ミi楽い国て. もある 。

ヨーロ ッパの町並みは、古い雄物に合わせた街

灯や各種の設liili ヵqTx り入れられていて、街のrl '心

部では伝統を守り、街から外れた所には近代的な

縫物も建てられ、市民生活にも安らまカキ，光み取れ

チヱコとスロヴァキア

今同の旅はベノレリンから入札パスでT朽下 し、

ｾｴＮＮＮヒのノレートを ｊｦｸ っ たとのこと 。

3 ヵ岡ではスロヴァキアが-Ibi も物iil 日が女〈、 日

本の 10分のはお皮て¥純白色客: には忍ばれる jiri Cあ

る。 フ。ラハて‘ は広い道路で、道の 'I' : ! k: に歩行す?の

並木道があり、両iJ!l Jを111が走る机造にな って l ' Q。

チェコとスロヴァキアは、昔は同じ聞で‘ あ った

が、相互に信用をしていな t 、。紙幣は同じ物を使

用しているが、スロウ 守ア キアはシーノレを ｾ ｊｉ，ｉ ￭ 付して

使い分けをしている 。貨れ伯尚一的立余〈災なり、ス

ロヴァキアの通貨とチエコは交換も可能だが、 ノ、

ン方、リ ーでは会〈交換も通用もせず、やむなく運

転手にチップとして上げたとのこと 。 こうした同

への旅行には、 ドノレ 等の ｾｦｲｬｴ ‘ 、通貨を持参するべき

との助言 もあ った。

楽しさを残して・・・...

ヨーロ ツノ効1 < 行ては、市庁合や教会カヤ川、熔を

持 っ ており、ま ず最初に応に上り 、街全体を凡 ｩｊｾ

して凡学し t' : l 、所を兄秘める のも旅の犬切なコ ツ

との説Il JJ もなされ、この郁演会が旅行 しようとす

る人々のカY ドともなり f持ることをー刊切させるも

ので. あった。

1I-p1'1三も、 l民l四者Il i'打皇室filll センターの川村兵次氏の

ヨーロ ッパの 町並みに つ いて の却 ｾｩ￟ｾ があり 、今回

の競演でも改めて ヨーロ ヅノ f の 「人」を rl -'心主し

た街についての考え方を思い知らされた感がする 。

務i貨の終了とともに、建築協会の入会イル阪が司

会者から行われ、 ＱＰ 月 ＲＴ 日の第 Ｒ 同 ｲ ｾ ｴｉｾの都 ー

北欧の近代建築を訪ねて』競演に、予約して姉ら

れる参加者もおられた。

日 時 199拝 9月25日用l日 3ト 20: 30 

会場日本廷割弱会サロン

朝 晴 3路

主催日本建鎖嵐会事業委員会広報小委員会



特 集 滋 賀 県 土 木 部 建 築 課 協 賛

人のエオ、ノレギーで: 街に表情をつくります二

長谷エコーポレーションが考える街づくりの基本は

人のエネルギー。「もっと暮らしやすくしたい」と「もっ

と暮らしゃすくして欲しい」が一緒になったとき、街

に表情が生まれますL 私たちは都市 ・人 ・環境をテー

マに、あなたの街のヘ、い顔。をつくっていきますユ

こんな川市、顔かできました。

都市機能と住機能の融合を考え、長谷エコーポレ

ーシヨンが京葉線「新浦安」駅前で手掛けている

大 規 模 複 合 都 市 計 画rA MCプロジェク卜」。‘ いかに

日常性から人々を解き放つか' をテーマに建設され

た 都 市 型 商 業 施 設r MONA. 明治生命新浦安ヒツレ」

は、さまさ'まな空間演出による豊かな衰情が特長です二

長谷工コーポレーション

脳

43 



特 集 : 滋 賀 県 土 木 部 建 築 課 協 賛

- - ー『田圃圃圃圃圃圃圃圃

志 賀町 民 セ ン タ ー 1988年 3 J - J 駿工

1989年 第30回 BC S 1J: 1990年 君 主 17回 日本建築士会連合会会以作品展優秀1 ' 1 :

1991年 第10回J 1 1 1 しの滋賀総築1 J : 1992年 第 3 同公共辿築1 J : 催予写1 J :

'喝房

志 賀町 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー ・ふ れ あ い セ ン タ ー 1995年 3 月 竣 工

1995年 第27田中部辿築1 J :

今 11¥町 家 族 旅 行 村 ピ ラ デ ス ト今 W 1995年 3 月 駿こに

司事

ｾ ，＠

事 務 所 創 設以 来 、 創 作 活 動 に つ い て の 留 意 点

口 建 築 の も つ 社会 性 の 追 求

口 建 築 の も つ 芸 術 性 の 追 求

口 良 識 の あ る 品 質 、コ ス ト、 工 程 、安 全 管 理

44 

新 旭 町 役 場 1994年 3 月 峻 工 1993年 !:ii 4  1百l総のデザイ: - - 1 J : 緑化大口

1994年 「日齢者 ・ 身体隙世 ｈｩ ｾ 手の利月｝を考慮した必然設計越当日 ｊ h: ; 刷出( 雄投行監修)

1996年 11本建築学会作品選集- 1 1 ; ¥11配

新 j 也11汀水f' 飢 終 セ ン タ ー 1989"1ユ11月竣コー

1993年 第 121r>1J 111しの滋: n' ill 築工I

額徳、岡昌克建築設計事務所

MASAI{ ATSU  TOKUOKA  ARCHITECTS 

代 表 取 締 役 徳 岡 昌 克

取 締 役 副 所 長

取 締 役 副 所 長

滋 賀 担 当

取 締 役 副 所 長

プ ロジェ クト担 当

取 締 役 副 所 長

九 州 担 当

副 所 長 設 備 担 当

徳 間 浩 一

藤 城 義 丈

中 川 猛 夫

佐々木 郁 夫

下 村 富士郎

大飯事務所 干 530 大阪市北区凶天満 6 丁臼 3 欝11 205号 T E L (06) 314  1688 

兵陣 'J{ 務所 〒661 尼 崎 市 次 昼 3 丁 tj 6 番 6 0 号 T E L (06) 499-0701  

九州事務所 〒810 福岡市中央区大名 1丁目 8 j高33- 703号 T E L (092)  716-5110  

滋賀研修所 干 520-06 滋 賀 県 滋 賀 郡 志 賀 町 北 小 伝 115 7 m;也 T EL ( 0775) 96 1149 



特 集

滋 賀 県 土 木 部 建 築 課 作 品

口作品 滋賀県立大学 Ｏ 滋 ｦｾＡｮｾｬｾ 害者総合福 祉 センタ ー Ｏ 前竹 中保 健総介センタ ー Ｏ 事

i孝養護学校/ 判明i団地/ llf.I，'I'，今団地/ l; iJ IFI が |王団地 / 一旦 山団地/ 殿 IIIT団地

/ ( 仮称) びわ初! ホ ール/ ( 仮称) 琵琶1MI博 物 館/ びわこモータ ーボー ト競走場

/ レイカディアセンター/ 安土城郭考古センタ ー/ 知事公合/ 陶芸の森/ 水

環境センタ ー/ 長浜ド一ム / 県立武道官館i V UNE P 国 際E環L夜: 境技術センタ 一j滋益

ｦ賀ｾ Ｏ 大 ｩ Ｇ津 主Ｔ辛 ｼ位 ｅ 千令干ｼ加同口吋 ｬ 庁手合干 Ｏ 琵琶 ｪ初湖抑削 ｉ Lレ〆インボポ‘ 一一 ラントド守/ 石 11山11爪Zp山;石i校音楽ホ 一ノルレ/ 彦 根m陪尚?百tI 

r市:， セミナ一ハウス / )，県;叫3立E彦基』花枝i良u，球巨i場場/ 大 i津，1主|位Z市伝統芸f能lιE会F飢ff / l草下 i，1桁|

恕 ｴ似点 Ｏ 主彦ま ｾｈ 総合市民センタ ー Ｈ仮初、Ｉ Ｏ かわらミュ ー ジアムＨ近江八怖Ｉ Ｏ 長浜

，j i} L j邸中学 校/ 八 11 i lii li イli引迩動公園 rli 民体育館/ 守 111市抗生11:保健センタ 一

口脇しの滋11建築1 ' t / 平成 5年 度 - 7  'f- J: I t 受賞作品

口作品建築概要

口挨 拶 滋 賀 県 土 木 古g技 既/ 宮川 股

日記 事 滋賀県立大学における教育の迎念とキャンパス計画 Ｏ Ｑ 人 ｊ ｾ ｉ Ｇ ｉｉ Ｈ ｻ 政
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滋 賀 県 土 木 部

建 築 課 作 品 滋 賀 県 立 大 学

滋 賀 県 立 大 学 の 建 設 コ ン セ プ ト は 「猿 楽 ( 集 落 ) J てw す。 そのため、

l 人 の マ ス タ ー ア ー キ テ ク ト が 示 す コ ー ドにそって複数のアーキテ

ク 卜 が設計を行う「マスタ ー ア ー キテク卜 ｊｉｊ ｉｊ 度 ｊ を採り入れ、 ｉ ｾ ｉ 然

発 生 的 集 落 が 待 つ 多 糠 性 、 有 機 的 秩 序 と 同 質 の 景 観 、 環 境 、 空 間、

形態をもっキャンノ f スづく りをめざしました 。

アカデミックソずーンを中心に 4 つ の ブ ロ ッ ク を 設 け 、 そ れ ぞ れ の ブ

ロック設計者のも つ倒 性 を 生 か し な が ら、 デ ザ イ ン 的 に は マ ス タ ー

② 

全 )It f;史型写真

アー キテク卜が総合調整を行い、「深楽」のもつゆるやかな統ー を作

り，': Bす こ とにしました。

一 方 、 各 ブ ロ ックの問には、マスタ ー アー キ テ ク ト の デ ザ イ ン す る

N 〆ー ン ( ニ ュートラノレソずー ン) と称する緩街地，持? を設けています 。

① 学生ホー J レ

② 共通講義棟

③ 大学管理棟

③ 図書情報センター ① 交流センター ⑪ 圃場実験施設 ⑬ 体 育 館

⑬ クラブ棟

⑬ 野球場

⑬ 駐車場
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⑤ 環境科学部棟 ③ 人間文化学部棟 ⑪ 陸上競妓場

⑥ 交流の広場 ③ 工学部棟

円 ｾｲｬｬ 医 ｬ

⑫ テニス コート

⑫ 学園大通り



管理棟、図件情報センターを盟む

C A D  W一様のイメ ー ジ

資料提供

株式会社C A D- t ンター

C AD  環撹科学部より荒神山を弾む
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「

滋 賀 県 土 木 部

建 築 際 作 品 ネ冨ネ止ゾーン

滋賀県の長期 ｭｾ ｊＺ ｴ i湖! 匡12111H: 己ビジョンJ の"1' て 二 従11品する問民休養県椛恕

の基地の ーっ として位置付けられた「びわ こ 文 化 公 ｬ 弱者 Ｑ Ｑ 市桃， ｾ ｴ 区域」の Ｔ つ

の施謝洋( クラスタ ー) [芸術 ・救援の文化 クラスタ ー、 相jJ の文化 クラスタ

ー、生命の学桁 の 文化 クラスタ ー、研究、 jiJHI彦、教袋、教育の文化 クラスタ

ー ｝ のうち 、紛介 する滋笠 ｩｗＡ 障 害者総合 も羽上セ ンタ 一、 草津獲ｾ後Ｇ 手 ニ校、 Ｊｩ Ｇ ｈＧ ｬｲ

f呆m抗告合センタ ーは、知山|の文化 クラスタ ーに位置 します。

滋 賀 県 障 害 者 総 合 福 祉セ ンタ ー

精 神 保 健 総 合 セ ンタ ー
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滋 賀 県 土 木 部

建 築 限 作 品 県 営 住 宅

本 !Uにおいては、現( f : 461寸|地3，222) ［ の ｬ 日 常 ｩ Ｑ 宅 ｾｾＱＺｊ Ｑ ｉｊＮ しているが、そ

の多くは ＱＱ ＱＱ 平 ＱＱ ＳＰ 年代後半から ＴＰＧ Ｑ 三 代にかけての住宅出 ｦｾ の解消 の ために

雄設された ｩ ｩ Ｚ Ｇｴ ーであることから、宅 ｬ ｾ 在のＧｬＧ￭ (1'，)  IJ，準からみると住' 七・m脱

が狭小て、設 (1mの 不 (l1Ii なもの、 1. J.. :，r- il次fjlli のぷ務官111 な も の な E 人} ，I;:!'i' の ¥1

ｾ Ｚ ［ Ｚ［＠ ' 1士山にと っ て 多 く の ! 日|組 を 抱 え て い る の が 別 状 で あ り ま す 。

このようなことから、佳作えや住戸改汗により} ，5i :主ノJ<準 の 向 トーや快. i A

て ゆ と り と il' i.IL 、のある1 : t 環 境 の 務 fjlli を|室内、 長 ').i" 社 会に対応したi l : ' 七、

地 域 に 似 ぎ し た ij : まい ・ま ち づ く り の 促 進 が 必 要 と な っ て お り ま す。 こ

れ らの こ と か ら、高齢化 対応住宅、ケア 十j き シル バー ハ ウ ス の 処 設 や ¥1

ｾの気候 ＩＱ｜ 1: にあ っ た木造住宅の主主設を行 い、J i ' i l辺 環 境 と の ;UliJ 平¥1 '5:'与ー

はした良 ＡｬＱＺ な ＡｕＧｴｾ［ 住毛・のスト ッ クの形成を姥て称え ＴＧ Ｑ 工業により ｬ ヌ ｼ っ て

き た と こ ろ で あ り ま す が 、 今 後 は 今 年施 行 される 「稲毛11:の ま ち づ く り 条

例」および「長持化対応設計折針」に是正づき、市齢者ーや身体Ih';'i :'.I :: ボーが川

iri に平IJ 川 で き る 施 設 と し て 対Jj iS nff i! zな山 伏 住宅主l!: 設 に 、 よ り - )(1 11)( り

キIL む も の で あ り ま す。

開 出 今 団 地

一 里 山 団 地

神 領 団 地

朝 日 が 丘 団 地

殿 町 団 地
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滋 賀 県 土 木 部

建 築 様 作 品 ( 仮称) びわ湖ホール

大 ホ ーノレ

悠久の暦ｾとともに、位かな生活 ・ 文 化 ぞ行んてきたびわ制 。 そのほとりに

型車古芸術の新し t 、ステージの本JJ f. 1けです。

人々の感動をめざめさせ、 Ａｬ 安佐 Ｑ Ｚ を主宰う ｖｩｾ 台芸術、次の ｬｉ ， � ，ｻＭ ＱＺＺがよりいきいきと

12かなものになるために、ぜひ司王らしに線づかせたいーそんな願 L 、を込めた

Ｈ仮称Ｉびわ ｗｉ ホーノ ν は、 ｾ織なニーズ‘封筒たす ｩ 山口ボ準 の Ｑ ＮＱ｜ ＱＱ 場として誕 生

します。

関内有数の 4 而型if . 台を備えた大ホーノレをはじめ、 '1' ホーノレ、小ホーノレのそれ

ぞれが、 Ｑｩｩｩ￯ｦ ［ｪの舞台設 ｦｩｬｬｩ とすく守れた ｉｔ 料、 ｬ￭ｴｦ ［ｬ［坊Ａｩ｜Ｎｬ｜ｾ追求した客席笠聞をもち、

オペラ、バレエ、 ミュージ‘ カノレ、コンサー 卜、泌j革11 など、ジャンノν を超えて

多彩な ｩ 寅出とＡ￦＼Ｚ ｾ ｊ をつ ｼ き出します 。 ( 平成10年 3 月完成予定)

50 

"，t l;t 

。l'ホール



滋 賀 県 土 木 部

建 鏡 限 作 品

滋 賀 県 土 木 部

建 築 録 作 品

( 仮称) 琵琶湖博物館

f良型 21)1.

「新し L、淡海文化の創造の拠点J として、また環

Ｎｴｴ主立ｊｮにふさわしい口ｾＮｴｽｾ幻 ｾ ｉ ｪＮ 物館 ｊ として 、Ｈ仮事 ｪ ［ Ｉ

m.l'L琵主IiliJ l博物館の建設を進めて L 、ます。

同博物館は、琵琶湖を総令的に耳i約半すると共に、

神 ｾｪ と人1111 とのよ りよい共存関係ぞ考え、情報や体

験の交j荒の坊とするため、

1. 琵 琶 湖 を 通 し て 附! と人r : ru のよりよ L 、共存

|長l係を考える「テ ーマJ W物fl J: r

2. あらゆる人々が参加 ・交流て3 る、人々と共

に歩む「参加型博物館」

Ｓ Ｎ 専 ｬＢ ｬＨ Ｉ 勺な研究 ・ 調査を重ね、 ｪ よく知 ｬ らせる ￭ ｾ ｬ Ｉ

需産 ・ 甘 Ｇ ｦ 幸胤主主 ＨＮｊ 型 ｴｾ ｊＮ 物館 ｊ

4.  i楽しき J iおもしろさ」を取り入れた「ア ミュ

ース。メン 卜即物館J

の基本的な 4 つの柱を設けており、たえず成長 ・

発展する博物館を目指しています。

(平成 8 年 3 Jl 31  n完成予定 )

び わ こ モ ー タ ー ボ ー ト 競 走 場

びわこモータ ーボート競走坊は、lI i{ 痢127' 1ニの新築

以来地改築を重ねてきましたが、近年、ファンサ

ーピ‘ スや述営面での機自凶低下がみられた ことか ら、

21世 紀を凡抑えた p明るく快適な ν シ. ャ ー施設」

を自析して全面改築することとなりました。

来 ｉ ｲ し し 、施 設は、 周辺諸制 ｬ と の 淵利や ｉ 也 ｊｾＩＨ 性に配慮

し、全ての世代に永〈受け入れられるよう、レ卜

ロモタeンのイメ ー ジを採j刊しました。
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建 築 課 作 品 レ イ カ デ ィ ア セ ン タ ー

建 築 様 作 品 安 土 城 郭 考 古 セ ン タ ー

ｾｴ 外鋭 部分 ｾｴｪ ｬ ｱ 外観
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滋 賀 県 土 木 部

建 接 線 作 品

滋 賀 県 土 木 部

建 築 課 作 品

知 事 公 舎

陶 芸 の 森

• 
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目姐 県 土 木 部

建 築 課 作 品

目出 土 木 部

連 築 謀 作 ロ
ロロ
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水 環 境 セ ン タ ー

長 浜 ド ー ム



目 な 県 立 武 道 館

目出 U N E P 国 際 環 境 技 術 セ ン タ ー 滋 賀
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建 築 謀 作 品 大 津 合 同 庁 舎

建 築 課 作 品 琵 琶 湖 レ イ ン ボ ー ラ ン ド
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建 築 錬 作 品 石 山 高 校 音 楽 ホ ー ル

建 築 錬 作 品 彦 根 商 高 セ ミ ナ ー ハ ウ ス
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建 築 操 作 品 県 立 彦 根 球 場

自 治 体 作 品 大 津 市 伝 統 芸 能 会 館

発 注 大 津市
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'  滋 賀 県

自 治 体 作 品 草 津 市 込 田 公 園 休 憩 棟

'  滋 賀 県

自 治 体 作 品 彦根総合市民センター( 仮称)

パース 写 真
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目滋 賀 県

自 治 体 作 品 かわらミュージアム( 近江八幡)

発 注 近 江 八 幡 市

自 治 体 作 品 長 浜 市 立 西 中 学 校

発 注 長 浜 市
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自 治 体 作 品 八 日 市 市 布 引 運 動 公 園 市 民 体 育 館

発 注 八 日 市 市

自 治 体 作 品 守 山 市 福 祉 保 健 セ ン タ ー

発 注 守 山 市
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麗しの滋賀建築賞

; n: : r，生当 J Ic. C コ

ＧＮ ｭｾｾ＠
肥日 円

3 之: 5電1 F 口口

平成 7 年度~平成 5 年度

表彰銘紙

i!i !19. 訂正、 f 自主治iJ Jを"-1" 心 とした12かな l当然と1' 11¥、

歴史をたたえながら、待行くりカ湛められてきま

した。

こうした Ｂ Ｍ ＱＢ で、昭和 ＵＷＮｻＱｾ から「腿しの滋 ＱＱ ムｬＡ築Ｇｮ ｊ

のお ｾｾｦ ｬ￬ｬ 肱 守設け、地域の ｉ ｾ ｉ 然や文化、ｊＮｩｦ ｕλｦ 号

制等の持ち l床をi舌かし建築され、待?づくりのモデ

ノレとなる建築物を表彰し、県民の皆さまが景観や

ru坊に戸、lする |具l心がiZ長められることと 、l14が提H目

する「新しい淡海文化のi ¥1J)1;: J への- J J ) ) となるこ

とをJUWi して実施しているものです。

( 各作品の下段のコメントは講評)

中主 町 豊 積 の 里 総 合 セ ン タ 一

平成 7 年度一般建築部門

所 在 地 野 洲 郡 中 主 町 比 留 回

設 計 黒 川 紀 章 建 築 都 市 計 画

施 工 鴻 池 組

中主町の新しい街並み景観創造の柱として、大きな期

待のもとに建築された施設である 。設計は意欲的であ

りす ぐれた造形と評価された。一部建築上の議論はあ

ったが、その意気込みを買い、地域の活性化に対する

効果とチャレンジ精神が評価された 。
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乾丘日

平成 7 年度住宅部門

所在地 高島郡マキノ町，毎津

設 計 ゆ 一 空 間 建 築 事 務 所

施 工 本 田 木 材 底

乾邸は; 湖岸道路と琵琶湖岸に挟まれた漁村の一面に建

てられた住宅である 。湖岸に面する街並み景観を設計

に取り入れ、外観の素材、色調も街並みにとけ込んだ

自然の雰囲気をかもし出している 。 また; 明からのなが

めにも配慮され、リゾー ト的感覚にあふれた作品に仕

上げられている 。 また、湖岸ぞいの石積みを連続させ

ている点など景観に対する配慮、は評価される。

幻 住 庵

平成 7 年度一般建築部門

所 在 地 大 津 市 国 分

設 計 二 葉 設 計 事 務 所

施 工 増 田 工 務 底

滋賀 にゆかりの深い松尾芭蕉の足跡を残す庵を石山国

介の山間に再建されたもので、淡海文化の継承に大き

な役割を果たすものである 。 また、建物まわりの四季

に合わせた植栽も効果的で、周 りの森にとけ込んだ親

しみやすい雰閤気も高い評価を受けた。

F UN HOUS E (研 修 所)

平成 7 年度一般建築部門

所在地 高島郡朽木村大字栃生

設 計 積 水 ハ ウ ス

施 工 積 水 ハ ウ ス

深い緑に固ま れた山間の川原，合いの敷地で、既存の立

木を有効に生かし建築されたこの施設は、山荘風の落

ちついた建物で工業化建築にもかかわらず自然環境に

配慮された建築となっている 。今後、維持管理におい

ても当初の努力が引き継がれて いくことを期待する 。

j青水正s

平 成 7 年度住宅部門

所 在 地 大 津 市 萱 野 浦

設 計 守 屋 裕 子

施 工 梓 工 務 広

; 頼回川沿いの道路から 一筋入った住宅地に建てられた

和風住宅である 。低層住宅の街並みを創る上で一つの

モデルとなるようなたたずまいをみせている 。 また、

職人の技能の良さを継承した木造建築の細部など、こ

れからの高質な住宅環境をつくる上で示唆を与えるも

のと評価された。

一一 ー一一一一一一一一一一

株) た ね や 八 日 市 庖

平成 7 年度一般建築部門

所夜地 八目前市浜里子町

設 計 石 井 設 計 企 画

施 工 松 井 工 業

八日市市まちなみ整備のモデルとして整備の方針を十

分把握し、率先して欧風の切妻屋根を効果的に用い、

デザインされた計画はまちなみ形成上大いに効果があ

ったと評価された。建物を取り囲む緑もふんだんで手

入れも行き届いており、設計者の建築意図を建築主が

引き 継き¥環境保全の努力がうかがえる。

ロ イ ヤ ル オ ー ク ホ テ ル

平 成 7 年度一般建築部門

所 在 地 大 津 市 萱 野 浦

設 計 吉 村 建 築 事 務 所

施 工 鹿 島 建 設 、 宝 建 設

瀬田川，合いの景観に対し配慮し、その意図を建築計画

に生かされた点が評価された。 また、建築後、隣接建

物にもこのあり方が波及され、街並み形成への効果が

上 が ってい るなど好ましい状況を生み出している 。

今後とも維持 ・保全 ・環境の継承に努力されることを

期待する 。



中 川 邸

平成 6 年度住宅部門

所 在 地 大 津 市 仰 木 の 呈

設 計 三井ホーム京都支底

施 工 三 井 ホ ー ム 京 都 支l苫

「仰木の里ニュータウン」内に位置し、外部に開かれ

たオープンドアガーデンの株立ちの機と芝生の緑が美

しい。道路に面したゴミ置場も景観上うまく処理され、

住居を高い塀などで固い込まず開放し、やわらかな雰

囲気をうみだしている。「仰木の里」の町づくり に、こ

うした工夫が積み重ねられ、地域全体に特色ある調和

のと れた景観をうみだされることを期待したい。

大津市歴史博物館及び大津市立市民文化会館

平成 6 年度一般建築部門

所 在 地 大 津 市 御 陵 町

設 計 建 築 事 務 所 ヱ ヌ ピ ィ オ ー

施 工 問 組 大 阪 支 庖

長等山の深き緑と青い空を背景に隣接する 三井寺など

の歴史環境に調和している。伝統的な「蔵j をイメー

ジさ せ る構成を示している。特に玄関まわりには伝統

の穴太衆積みの石積みが情築され印象的である。二階

の展望ホ ールからの眺望はすばらしい。現代の材料と

技術を用 い、伝統のエ; 去をいかし融合させ、大津の歴

史と文化を表徴した建築として注目さ れる。

信 楽 古 陶 館

平成 6 年度一般建築部門

所在地 甲賀郡信楽町勅旨

設 計 一 級 建 築 士 事 務 所 興 和 設 計

施 工 三 木 建 築 コ ン サル タン卜

日本六古窯の一つ信楽焼の数々を収蔵した博物館で、

伝統的な土蔵をイメージした外観により、どっしりと

した雰囲気をかもし出している。 また吉信楽の重要な

焼き物の展示と近世の焼き物の展示との問に田舎の囲

炉裏ぱたを再現し、訪れた人に安らぎをあたえている。

今後、緑化が進めば、よりまわりの丘陵と調和した建

物となるだろう 。

清水丘日

平成 6 年度住宅部門

所 在 地 彦 根 市 芹 町

設 計 諸 川 一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 谷 口 工 務 庖

芹田Tは、その元 ・芹川に沿ってつくられた町なみであ

り、清水邸は、伝統的な町なみ景観が徐々に失われて

いくなかで、瓦屋根や白壁、格子窓などの外まわりを

修復し、色彩的にも材料本来の落ちついた基調でまと

めている。 内部を改造しつつも、外空間に示された深

い配慮には施主と設計者の歴史と伝統へのこだわりが

うかがわれ貴重な実験である。

琵 琶 湖 ク ラ ブ

平成 6 年度一般建築部門

所 在 地 志 賀 町 北 小 総

設 計 竹 中 工 務 広 大 阪 本 広

施 工 竹 中 工 務 庖 京 都 支 庖

前面に青い琵琶湖、背面に緑の比良連峰を眺望出来る

t也に立つこの建物は、自〈、軽快で無駄がない。 また、

白砂青松のt也に、松並木をよく残し、自然へのつよい

関心がうかがえる。旧国道，合いに各棟はそれぞれ屋根

を低くし威圧感をおさえ、環境に配慮した構成を示し

ている。イ昔景をうまく利用し環境にみごとに調和させ

た建築である。

第 一 び わ こ 学 園

平成 6 年度一般建築部門

所 在 地 草 津 市 南 笠 町

設 計 滋 賀 県 建 築 設 計 監 理 事 業 協 同 組 合

施 工 コ ク ド

重症心身障害児の施設を地域にひらかれた施設として、

親しみ深い場とするために工夫をこらしている。和風

の外観と家並みで、にぎわいのある宿場町をイメージ

させ、車見と子供の遠い記憶を再現させようとし、親し

みやすい展望塔でアクセントをつけてやわらかな雰囲

気づくりをしている。

属 国 邸

平成 6 年度住宅昔話門

所 在 地 愛 知 郡 愛 東 町 大 林

設 計 ヤ ス ザ ワ 建 築 設 計 事 務 所

施 工 回 附 工 務 庖

この住居は能登川から移住してきた施主のつよい意向

でたてられ、和風木造住宅の良さが感じられる。 自然

石積みの生垣から石段、門、玄関へのアプローチがや

わらかい。 また、自然の立木をのこし、周辺の周囲環

境との調和に心がけつつ、新しい生活にも配慮した設

計者と施主との繊細な住まいへの心配りがうかがえる。

大 浦 ふ る さ と 資 料 館

平成 6 年度一般建築部門

所 在 地 伊 香 郡 西 浅 井 町 大 浦

施 工 小 川 稔 ー

この建物は明治32年と練札があり、廻運業をいとなん

できた島内家の民家で、かつて湖上を駆けめぐった丸

子般の発着をしのび、この伝統的民家を丸子鉛のある

郷土資料館とし、往時の大浦のおもかげをよく残すよ

う工夫し、地域の活性化に役立てようとしている。 こ

の施設が、丸子舟にこめられたロマンを追い、歴史と

風俗をものがたる施設として更に充実されることを期

待したい。

グ

北 国 街 道 札 の 辻 の 町 家 群

平成 6 年度建築物群部門

所 在 地 長 浜 市 元 浜 町

設 計 材 光 工 務 庖

施 工 材 光 工 務 庖

北国街道と往時の長浜城大手門通りが交差する、沖Lの

辻。で「黒壁銀行j の保存 ・再生をきっかけに新しい

町づくりがはじまった。街道沿いに* 昔の街なみをと

りもどし、自介たちの町を美しく{ 王みよくしよう。と

「北国街道町衆の会j が生まれ、新しい町づくりがす

すめられている。地域景観の保全と再生をめぎすさき

がけとして評価される。
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浅 小 井湧 水 の 里

平成 6 年度修景施設部門

所在地 近，工八幡市浅小井町

設 計 近 江 八 幡 市 長

施 工 吉 井 造 園 土 木

浅小井は「湧水の里」としてしられ、その掘割りは、

その歴史のなかで人びとの生活と深い関わりをもって

きた。浅小井の人びとは「湧水と緑と歴史のあるまち

づくり協定J を結び、 r; 勇水J を生かし、農村集落の中

の親水広場として整備した。 この環境の整備を通じて

浅小井の人々は、強い連帯意識を固めている 。

北 島 酒 造 社屋 と 住 宅

平成 5 年度

所在地 甲賀郡甲西町大字針

設 計 イ シ ダ 建 築 デ ザ イ ン

施 工 長 組

針村は東海道水口宿と石部宿の中間にあり、街道沿い

の町なみを形づくっていた。 ここで文化年間( 19世 紀

はじめ) から酒造を続けてきたのが当家である。

改築にあたり、代 4 の蔵元の風格を残し、旧街道筋の

歴史的町なみを活かし、新たな風趣を加えようとした

ものとして注目される 。

西 村 邸

平成 5 年度住宅部門

所 在 地 伊 香 郡 高 月 町 高 月

設 計 鼎 一 級 建 築 設 計 事 務 所

施 工 木 村 製 材 所

高月の J R北陸線沿いにたつ邸宅である 。

雪の多いこの地主主で、いかに簡潔な数苦手屋風の住居デ

ザインを貫くかに苦心し、工夫をこらしている。隣り

合う車庫が、住宅と十分に調和していないのが惜しい。
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平成 5 年度一般建築物部門

所 在 地 伊 香 郡 余 呉 町 中 之 郷

設 計 渡 辺 豊 和 建 築 工 房

施 工 飛 島 建 設 大 阪 支 庖

余呉j胡に近い、深い緑の森の中に築かれた研修センタ

ーである。羽衣伝説を生み出す森と湖の空間の形象化

を試みたという 。木造建築に深い関心を示してきたこ

の建築家は、ここでは森の建築的コスモロジーの追求

とその具現化をめぎしている。

ただ、研修室内に設けられた瓦葺きの庇など、意欲過

剰が眼につく 。

新 旭 町 水 鳥 観 察 セ ン タ ー

平成 5 年度一般建築物部門

所 在 地 高 島 郡 新 旭 町 饗 庭

設 計 徳 岡 昌 克 建 築 設 計 事 務 所

施 工 八 回 建 設

冬、日本海をこえて渡って来る水鳥を、できるだけ間

近に観察するための施設である。 六角形の観察棟と便

所棟を並べ、 2 階展望室から竹生島、伊吹山をパノラ

マに望みつつ、水鳥を観察できるように、前面の湖面

と背部の湖岸道路にはさまれた狭い土地を有効に，舌か

している。 1階を R C 構造、 2  ，皆を木造で、外壁は杉

板張りの素材を，舌かし、湖岸の修景にも配慮している 。

彦 根市 立 彦 根 幼 稚 園

平成 5 年度一般建築物部門

所 在 地 彦 根 市 本 町

設 計 渡 部 建 築 設 計 事 務 所 滋 賀 支 庖

施 工 回 附 工 務 庖

城下町彦根のほぼ中央にあり、この本田Tの辺りから城

下町の町わりが始められたといわれている。外観は伝

統的な町家のデザインをと り入れ和風を強調し、内部

は幼児の生活にふさわしい工夫をこらしている。「都市

活力再生事業」の一環となり、京橋から西へのびる「ま

ちなみ修景事業J と共鳴する形で、彦根のこ れからの

地域景観の形成に役立つだろう 。

近 江 八 幡市 立 八 幡小 学 校

平成 5 年度一般建築物部門

所 在 地 近 江 八 幡 市 本 町

設 計 内 堀 建 築 設 計 事 務 所

施 工 笹 川 組

八幡小学校旧校舎玄関棟は八幡を中心に活躍した田中

松三郎氏の設計で、大正初期の洋風建築。近江八幡の

人々に親しまれ、その改築をめぐって、保存してほし

いという強い声がおこった。結局、 R C 構造で昔の面

影を残すことになったのが、この建築である。今、八

幡小学校のもう一つ前身の旧八幡東小学校 ・現白雲館

を木造で保存する工事が進んでいる。

道濯蔵( 太 田酒 造 酒 蔵)

平成 5 年度一般建築部門

所 在 地 草 津 市 草 津

設 計 竹 中 工 務 庖 大 阪一級建築士事務所

施 工 竹 中 工 務 庖 京 都 支 広

草津は東，毎道と中山道が分岐する重要な宿場町であっ

た。太田道濯のゆかりをもっ酒蔵を草津の歴史的田Tな

みに調和して整備、保存し、階下を展示室、階ょを小

ホール、集会室として開放し、活用している。

こうした伝統的様式を活かした草津宿場町の歴史的町

なみの再生とその活性化を期待したい。

水 口城 資料 館

平成 5 年度一般建築物部門

所在地 甲賀郡水口町本丸

設 計 都市・計画・設計研究所

施 工 富士{ 主建

東海道の宿場町として知ら れた水口は岡山城、水 口城

の城下町と して も、つよ い位雀を占めてきた。近代に

なって水 口城 は取 り壊さ れたが、残された掘や石垣を

活かし、角櫓を復原し、資料館としたものであ り、「風

あいのあ るまちづくり j の一環をなし、城下町水 口の

歴史をしのばせている 。近くには曳山広場もある



l建築概要

滋賀 県立大学管理棟他

所 在 地 彦 根 市 八 坂 町

設 計 坂 倉 ・滋賀設監共同設計事務所

施 工 建 築/ 伊藤 ・桑原 ・国土総合開発 ・大策 J V  

電気/ 住友 ・中由 J V  

機 械/ トー ヨコ理研 ・ア. アン J V 、桑村産業

延床面積 21 ，166. 36 m'  

4骨造規模 R  C 、 3  F  

工期 ＱＹ Ｙ Ｓ 年 Ｑ Ｐ 月 ｾ ＱＹ ＹＵ 年 Ｒ 月

滋賀県立大学環境科学部棟第 |期 (第| 工区)

所 在 地 向 上

役 計 プランテック総合計画事務所

施 工 建 築/ 長谷エ コーポレーション

電気/ 三協電気工業、中島電難所

機械/ 桐回設備工業、滋賀電化( 中央棟) 、新栄管工業

延床面積 4，060 .24m'  

情造規模 R C、3 F  

工期 Ｑ ＹＹ Ｔ 年ｼ月 ｾ Ｑ ＹＹＵ 年 Ｓ 月

滋賀 県立大学環境科学部棟第| 期 (第 2 工区)

所 在 地 向上

設 計 プ ラ ン テ : ; " 7 総合計画事務所

施 工 l i 築/ 平和建設

電気/ 三協電気工業、 中島電鍵所

機械/ 桐田設備工業、新栄管エ

延床面積 3，633 . 59 m'  

構造規模 R  C 、 3 F  

工期 Ｑ ＹＹ Ｓ 年 Ｑ Ｒ 月 ｾ ＱＹＹ Ｕ 年 Ｓ 月

滋賀 県立大学人間文化学部棟第| 期

所 在 地 向 上

設 計 浦 辺 設 計

施 工 建 築/ 材尚 ・材光 J V  

電気/ 川ー電気

機 械/ 新栄管工業、川瀬産商

延床面積 3，476 . 27m'  

4荷造規模 R  C 、 3  F  

工期 Ｑ ＹＹ Ｓ 年 ＱＰ 月 ｾＱ ＹＹ Ｕ 年 Ｒ 月

滋賀県立大学工学部棟第 |期

所 在 地 向 上

設 計 長 谷 川 逸 子 建 築 計 画 工 房

施 工 建 築/ 長組 ・材信工務庖 J V  

電気/ 鎌田電気工事底、協成電気設備

機械/ ー圃商事、志賀設備工

延床面積 5，041. 64m'  

術造規模 R  C 、 3 F  

工期 Ｑ ＹＹ Ｓ 年 Ｑ Ｐ 月 ｾ ＱＹＹ Ｕ 年 Ｒ 月

滋賀県立大学体育館

所 在 地 向 上

設 計 長 谷 川 逸 子 建 築 計 画 工 房

施 工 建 築/ 丸八建設

電気/ '-" ガ技研

機械/ 川瀬産商

延床面積 3，917 .31 m'  

術進規模 S 、 2 F  

工期 ＱＹ Ｙ Ｔ 年 Ｓ 月 ｾ ＱＹＹ Ｕ 年 Ｓ 月

滋賀県障害者総合福祉センタ一

所 在 地 草 津 市 南 笠 町 深 谷63

!ll: 計 滋 賀 県 土木部建築課

施 工 建 築/ 辻正工務庖、松井ヱ

電気/ 関西電興、三協電気工

機 械/ 関西設備工業、元線工業所

延床面積 4，181 . 62 m'  

構造規模 R  C 、 1  F  

工期 ＱＹＸＲ 年 ＱＰ 月 ｾＱＹＸＳ 年 ＱＰ 月

草津養護学校

所 在 地 草 津 市 南 笠 町 字 水 呑

設 計 滋 賀 県 建 築 設 計 監 理 事 業 協 同 組 合

施 工 建 築/ 辻寅建設、目片工務庖

電気/ 中由電気工

機械/ 北中工業、伊藤水道工業

延床面積 8，596. 06m'  

構造規模 R  C 、 3 F  

工期 Ｑ ＹＹＰ 年 Ｓ 月 ｾＱＹＹＱ Ｎｬ手 Ｓ 月

精神保健総合セ ンタ一

所 在 地 草 津 市 南 笠 町 深 谷66

設 計 山 下 設 計 関 西 支 社

施 工 建築/ 問 ・松井工業 J V  

電気/ 協和エ? シオ関西支底、関西電興

機械/ ダイダン、伊藤水道工業

延床面積 7，865. 70 m'  

構造規模 R  C 、 2 F  

工 期 ＱＹ Ｙ Ｐ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹＹＲ 年 Ｖ 月

神領団地第 O期

所 在 地 大 津 市 三 大 寺

設 計 海 麗 建 築 事 務 所

施 工 建 築/ 国土総合開発

電気/ 象，膏電段

機械/ 田原エ繰

延床面積 1，939. 58m'  

構造規模 R  C 、 5 F  

工期 ＱＹＸＹ 年 Ｑ Ｑ 月 ｾ Ｑ ＹＹＰ 年 Ｑ Ｐ 月

神領団地第| 期| 、 2 工区

所 在 地 向 上

設 計 滋 賀 県 設 計 監 理 事 業 協 同 組 合

施 工 建 築/ 目片工務底、大輪建設

電気/ ケイテッ夕、藤本電気

機械/ 三星鮫備工柴社、内田設備工業

延床面積 3，320 . 15m'  

構造規模 R  C 、 4 F ， 2 棟

工期 ＱＹ Ｙ Ｑ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹ Ｙ Ｒ 年 ＱＱ 月

神領団地第 2 期 l 、2 工区

所 在 地 向 上

設 計 丸 山 建 築殺計事務所

施 工 建 築/ 目片工務底、大輪建設

電気/ ケイテ ッ? 、中島電業所

機械/ 集村産業、奥村管エ

延床面積 3，487. 48 m'  

構造規模 R  C 、 4 F 、 2 棟

工 期 ＱＹＹ Ｓ 年 Ｕ 月 ｾ Ｑ ＹＹ Ｔ 年 Ｙ 月

神領団地第 2 期 3 エ区

所 在 地 向 上

設 計 田 中 総 合 設 計

施 工 建 築/ 目片工務底

電気/ 鎌田電気工事庖

機械/ 大沢設備工換所

延床面積 1，825 . 24m'  

構造規模 R  C 、 4 F  

工 期 ＱＹ ＹＴ 年 Ｗ 月 ｾ ＱＹ ＹＵ 年 Ｗ 月

開出今団地第 1:期

所 を 地 彦 根 市 開 出 今 町

設 計滋賀県建築殺計監理事業協同組合

施 工 建 築/ 伊稼組

電気/ 川ー電気

機械/ 湖東工業所

延床面積 2，035. 60m'  

構造規模 R C、 5 F  

工期 Ｑ ＹＹＰ 年 Ｑ Ｒ 月 ｾ Ｑ Ｙ Ｙ Ｑ 年 Ｑ Ｐ 月

開出今団地第 2 期

所 在 地 向 上

設 計滋賀県建築設計監理事業協同組合

施 工 建 築/ 長組

電気/ 熊谷電工

機械/ 湖東工柴所

延床面積 1，742. 18m'  

構造規模 R  C 、 4 F  

工期 Ｑ Ｙ ＹＲ 年 Ｙ 月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｘ 月

開出今 団地第 3 期

所 在 地 向 上

設 計 滋賀県建築設計監理事業協同組合

施 工 建 築/ 長組

電気/ 賞地電工

後械/ 湖東工業所

延床面積 1，800. 94m'  

構造規模 R C、 4 F  

工期 Ｑ ＹＹ Ｔ 年 Ｓ 月 ｾＱ ＹＹ Ｕ 年 ｬ 月

開出今団地第 4 期

所 在 地 向 上

Z宣 言十滋賀県建築設計監理事業協同組合

施 工 建 築/ 長組

電気/ 熊谷電工

機 械/ 彦根さく泉

延床面積 1，823 . 58m'  

情造規模 R  C 、 4 F  

工期 ＱＹＹ Ｔ 年 Ｖ 月 ｾ ＱＹＹＵ 年 Ｓ 月

朝日が丘団地第 1:期

所 在 地 大 津 市 朝 日が丘| 丁 目

1宣 言十滋賀県建築設計ｾ理事業協同組合

施 工 建 築/ ミノベ建設、松井工業

電気/ 三協電気工業、関西電興

機械/ 日新設備、 三星設備工業社

延床面積 3，560 . 65m'  

情造規模 R C 、 6 F  

工期 Ｑ ＹＹ Ｔ 年 Ｓ 月 ｾＱ ＹＹ Ｕ 年 ＱＰ 月

一里山団地

所 在 地 大 湾市一里 山 4 丁 目

殺 計 井 上 建 築 設 計 事 務 所

施 工 建 築/ 包方工務庖

電気/ たつ み計装

機械/ 奥村管工

延床面摘 し335 . 25m'

構造規模 R  C 、 3 F  

工期 Ｑ Ｙ Ｙ Ｒ 年 Ｙ 月 ｾＱ ＹＹ Ｓ 年 Ｙ 月

殿町団地第| 期

所 在 地 長 浜 町 殿 町

段 計滋賀県建築設計監理事業協同組合

施 工 建 築/ 材尚工務庖( 集会所) 大塚工務底

電気/ 川ー電気

機 械/ 川瀬産商

延床面積 1，768 . 30m'  ( 集会所) 204 . 82m'  

構造規模 R  C 、 4 F  ( 集会所) s、 1  F  

工期 Ｑ ＹＹ Ｓ 年 Ｒ 月 ｾ ＱＹＹＴ 年 ｬ 月

( 仮称) びわ湖ホ ール

所 在 地 大 津 市 打 出 浜

E宣 言十佐藤総合計画関西事務所

施 工 建 築/ 大 林 組 笹川組 J V  

電気/ 東光電気工事 ・中島電難所 J V  

空調/ 新菱冷熱工業 ・関西設備工業 J V  

給排水/ 桑村産業

延床面積 28 ，940 .87m'  

構造規模 SRC、R C、S 、B 2  F 、4 F  

工 期 ＱＹＹＵ 年 Ｓ 月 ｾ ＱＹＹＸ 年 Ｓ 月予定

(仮 称) 琵琶湖博物館

所 在 地 草 津 市 下 物 町 烏 丸 地 先

設 計 日建設計

施 工 (本館棟) 建築/ 竹中工務庖京都支庖

(水族練) 建築/ 辻寅建設・笹川紐・伊緩工務底 J V  

電 気 / きんでん ・ミツボシ J V  

空調/ ー工 ・大崎 J V  

給排水衛生/ ナ ミレイ ・北中 J V  

( 保護増殖セ ン ? ー) 建築/ 飯沼建設

電気/ アヤハエンジニアリング

機 械/ 早瀬水道

( 生活実験工房) 建築/ 北川建設

電気/ 松田電気

機械/ 今明水道

延床面積 ( 本館棟) 17 ，512. 30m'  

( 水族棟) 6，474. 76 m'  

(保護増殖センタ ー) 251.  72m'  

(生活実験工房) 340. 32m'  

建第と社会 ・1995. 12 65 



情造規模 ( 本館棟) R  C、SRC、 S 、 B 1  F ， 2  F  

( 水族棟) R  C、SRC、 S 、 2  F  

( 保護増殖センター) R  C 、 S 、 1  F  

( 生活実験工房) R  C 、 W、 1  F  

工 期 ( 本館棟 ・水族棟) ＱＹＹＴ 年 ｬ 月 ｾＱＹＹＶ 年 Ｓ 月予定

( 保護増殖センタ )  ＱＹＹＴ 年 Ｕ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｓ 月

( 生活実験工房) ＱＹＹＴ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｙ 月

びわこモ ー タポー 卜競走場

所 在 地 大 津 市 茶 ヶ 崎

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 建 築/ コクド (第 l 期仮設投票所介)

電気/ ケイテッ' 7 ( 向上)

機 械/ 桐田設備工業( 向上)

延床面積 39 ，924m'  (約4 ，500席)

構造規模 S 、一部 SRC、 B 1  F ， 5  F  

工 期 1995年 9 月 ~

レイカディアセンタ一

所 在 地 草 津 市 南 笠 町

設 計 向 設 計 名 古 屋 支 広

施 工 建 築/ 依藤 ・駒音 J V  

電気/ ヤマト ・鎌図 J V  

機械/ 須賀 ・大崎 J V  

延床面積 6，234. 7I m'  

構造規模 R  C 、 2 F  

工期 ＱＹＹＱ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｓ 月

安土城郭考古センタ一

所 在 地 蒲 生 郡 安 土 町 下 豊 浦

設 計 日 本 設 計

施 工 建 築/ 西松 ・大兼 J V  

電気/ 中島電業所

機械/ 理研 ・川北 J V  

延床面積 5，846. 23m'  

構造規模 R  C、一部 SRC、 S 、 2 F  

工 期 ＱＹ ＹＰ 年ｼ日月 ｾＱＹＹＲ 年 Ｓ 月

知事公舎

所 在 地 大 津 市 京 町 四 T 目

設 計滋賀県建築設計監理事業協同組合

施 工 建 築/ 笹川組

電気/ ケイテック

機械/ 桐回設備工業

延床面積 905 .82m'  

構造規模 R  C 、 1  F 、 W、 2 F  

工期 ＱＹＹＲ 年 Ｓ 月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｓ 月

陶芸の森

所 在 地 甲 賀 郡 信 楽 町 勅 使

設 計 滞 辺 設 計

施 工 建 築/ 辻正工務庖、西村建設

電気/ 関西電興、連合電設

機械/ 川北電工、大崎設備工業、桑村産業、奥村設備

延床面積 5，186 .8 8 m'  

構造規模 R C、 1  F  

工期 ＱＹＸＹ 年 Ｓ 月 ｾＱＹＹＰ 年 Ｔ 月

水環境センタ一

所 在 地 草 津 市 矢 橋 町 帰 帆

設 計 佐 藤 総 合 計 画 関 西 支 社

施 工 建 築/ 辻寅建設

電気/ テクノミツボシ

機械/ 関西設備工業

延床面積 3，482.  13m'  

構造規模 R  C 、一部 S 、 3  F  

工期 ＱＹＹＱ 年 ＱＰ 月 ｾ Ｑ ＹＹＳ 年 ｬ 月

長浜ドーム

所 在 地 長 浜 市 田 村 町

設 計 久 米 建 築 事 務 所

施 工 建 築 / 熊 谷 ・ 材 光 J V  

電気/ 栗原工業 ・日本電興 J V  

機械/ 三建・岩崎 J V  

延床面積 15，112. 92m'  

構造規模 S 、 R C 、 2 F  

工期 ＱＹＸＹ 年ｼ月 ｾ ＱＹＹ Ｒ 年 Ｓ 月
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県立武道館

所 在 地 大 津 市 に お の 浜 4 丁目

設 計滋賀県建築設計監理事業協同組合

施 工 建 築/ 青木 ・笹川 I J  V  

電気/ 山陽 ・ケイテッ' 7 J  V  

機械/ 東洋熱 ・集村産業 J V  

延床面積 10 ，691. 97m'  

構造規模 SRC、PRC、 5 F  

工 期 ＱＹ 引年 Ｗ 月 ｾＱＹＹＳｾ 手 Ｓ 月

UNE P 国際環境技術センター滋賀

所 在 地 草 津 市 下 物 町 烏 丸

設 計 日 建 設 計

施 工 建 築 / 駒 音 ・村本 J V  

電気/ 岡本電気

機械/ 草津設備 ・伊藤水道工業

延床面積 3，017. 69m'  

構造規模 R  C 、 2 F  

工期 ＱＹＹＳ 年 Ｗ 月 ｾＱＹＹＵ 年 ｬ 月

大津合同庁舎

所 在 地 大 津 市 松 本一丁目

設 計 山 下 設 計

施 工 建 築/ フジ" 7 ・笹川 I J  V  

電気/ 中電工 ・岡本 J V  

機 械/ 日比谷 ・桐回 J V  

延床面積 11 ，186. 86m'  

情造規模 SRC、日 I F 、 7 F  

工期 ＱＹＹＰ 年 Ｗ 月 ｾＱＹＹＲ 年 Ｓ 月

琵琶湖レインポー ランド

所 在 地 高 島 郡 安 曇 川 町 北 舟 木

設 計 環 境 デ ザ イ ン 研 究 所

施 工 建 築 / 桑 原 ・津村 J V  

電気/ 中由電気工業闘

機械/ 新日空 ・大崎 J V  

延床面積 5，542. 53m'  

構造規模 R  C 、一部 S 、B 1  F、 2 F  

工期 ＱＹＹＰ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹＹＲ 年 Ｕ 月

石山高校音楽ホール

所 在 地 大 津 市 困 介 l 丁目

設 計滋賀県建築設計監理事業協同組合

施 工 建 築/ 目片工務庖

電 気/ 中島電業所

機械/ 滋賀電化

延床面積 1，430. 25m'  

構造規模 R C、一部 SRC、 3 F  

工期 ＱＹＹＱ 年 Ｗ 月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｒ 月

彦キ艮商高セミナーノ、ウス

所 在 地 彦 根 市 芹 川 町

設 計 一級建築士事務所計画工房

施 工 建 築/ 回附工務底

電 気/ 建都電気工事

機械/ 野瀬設備工業所

延床面積 499. 73m'  

構造規模 S 、 2 F  

工期 ＱＹＹＴ 年 Ｒ 月 ｾＱＹＹＴ 年 Ｗ 月

県立彦根球場

所 在 地 彦 根 市 松 原 町

設 計 共 同 設 計

施 工 建 築/ 伊藤組 ・長組 ・増川建設工業 J V  

電気/ 六興 ・協成 J V  

機 械/ 一四商事

延床面積 10 ，124. 20m'  

構造規模 R  C 、一部 S 、 3 F  

工期 ＱＹＹＱ 年 Ｓ 月 ｾＱＹＹＲ 年 Ｘ 月

大津市伝統芸能会館

所 在 地 大 津 市 圏 域 寺 町

設 計 相 和 技 術 研 究 所 大 阪 事 務 所

施 工 建 築/ コクド

電気/ 協成電気設備

機械/ 桐回設備工業

延床面積 819 .22m'  

構造規模 R C、 1  F 、一部 2 F  

工期 ＱＹＹＳ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｓ 月

草津市込田公園休憩棟

所 在 地 草 津 市 草 津 3 丁目

設 計 都 市 緑 地 研 究 所

施 工 建 築 ・電気/ 飯沼建設

機械/ 草津設備

延床面積 126. 95m'  

構造規模 W、 R C 、B 1  F、 1  F  

工期 ＱＹＹＴ 年 ＱＱ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｔ 月

彦根総合市民センタ ー (仮称)

所 在 地 彦 根 市 野 瀬 町

設 計 水 原 ・和泉 ・戸所計画工房共同設計事務所

施 工 建築/ 竹中 ・舷建木村 J V  

延床面積 13，812. 63m'  

術造規模 R  C、SRC、 B I F 、 5 F  

工 期 ＱＹＹ Ｕ 年 Ｖ 月 ｾＱＹＹＶ 年 ＱＱ 月予定

かわらミュ ー ジアム

所 在 地 近 江 八 幡 市 多 賀 町738番地の 2

設 計 出 江 建 築 事 務 所

施 工 建 築/ 秋村組

電気/ 西川電工

機械/ 関西設備工業

延床面積 1，467 ∞m'  

構造規模 W、一部 S 、 2  F  

工期 ＱＹＹ Ｔ 年 Ｘ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｓ 月

長浜市立西中学校

所 在 地 長 浜 市 高 田 町 10- 10

設 計 豊 設 計 事 務 所

施 工 建築 ・電気/ 材信 ・伊藤 J V  

機械/ 川瀬産高

延床面積 6，366. 95m'  

構造規模 R  C 、 3 F  

工期 ＱＹＹＰ 年 Ｙ 月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｓ 月

八 日市市布引運動公園市民体育館

所 在 地 八 日 市 市 今 堀 町581 番

設 計 住 宅 ・都市整備公団

施 工 建 築 / 問 ・丸八 J V  

電気/ 雄電 ・関西 J V  

機械/ ナミレイ ・大崎 J V  

延床面積 5，989 . 66耐

構造規模 R  C 、 2  F ，一部 1 F  

工期 ＱＹＸＹ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹＹＱ 年 Ｖ 月

守山市福祉保健センタ一

所 在 地 守 山 市 下 之 郷 町

設 計 内 海 建 築 事 務 所

施 工 建 築/ 大成 ・北川 J V  

電気/ きんでん

機械/ 大崎設備工業

延床面積 3，750. 90m'  

構造規模 R  C 、 3  F  

工期 ＱＹＹＱ 年 Ｙ 月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｒ 月

資 料 ・写真提供

滋賀県

大 津 市

草 津 市

彦根市

近 江 八 幡 市

長 浜市

八 日 市 市

守 山 市

写真提供

梶 村 征 洋

s  s大 阪

CAD セ ン タ ー

撮 影

加藤敏明



挨 拶

滋賀県土木部技監

宮川

最初に滋賀県についてご紹介したいと思います。

滋賀県は四周を 1000メート ノレ級の山で固まれ、一方 「湖国j とも

称し、白木最大の湖[ 琵琶湖J をもち、その面積は県土の約 6分の

ーを 占めています。 また近告民中部、北陸三地方の中央に位置 し、

国土の東西南北を結ぶ交通の要衝ともなって います。

歴史商てやは、大津宮や安土城のように歴史の表舞台となり、人物

てやは初代遣随使の小野妹子、延暦寺を聞いた最澄、 日本の陽明学の

始祖中m蕊樹、鎖国時代に朝鮮外交てい活躍した雨森芳州、開国を決

断したず判手直弼など多くのひ t を輩出しており、また幾多の文化遺

産も存在しています。

滋賀県土木部建築課は、昭和43年度ま では住宅、建築、建築営繕

各行政の 3分野を一課てや業務担当 しており ました。県有施設の業務

量の増加l、多検化に伴い、昭和44年度のJ樹務改革により、現在の建

築謀、住宅説、の 2課に分離され、建築課においては知事部局、教育

委員会部局の県有施設の新築、改築工事等の宮守善業務と建築士法業

務を所掌する こととなり 、住宅課は建築基当地、都市計画法( 開発

許可) 、宅建費去等の業務を担当し、今日に至っております。

滋賀県の営繕業務の事業量は増加の寸金をたどり、平成 7年度で

は、 2481意円に上っております。 この問、県有施設の建築物に求めら

れる要素は、利便性、機能商等の多様性や複雑化に伴い、従来にも

増 して設計、 施工面につきま して きめ細かな設計監理を行い、安全

性の高い県有施設として、また防災遡 ｾｪｉｊｊ 包設としての位置づけが重

要となっております。

また、滋賀県てやは昭和59年に、全国でも初めての全県全土を対象

院

とする景観条例 「ふるさと滋賀の風景を守り育てる粂例」が施行さ

れ、民間、公共建築物の景観面てやの園時; がより強〈求められるよう

仁なり、特に景制への自己応、を表現する意味から、景観は重要な課題

として、取り品且んでいると ころであります。

このような中で建築課営繕業務は、求められる建物の機能、耐震

性、建設コスト の悩成対備管理の経清性、景観、自然への西崎等々

を設計、施工の両者から技術提供を受けながら、県有施設のあり方

を含め、協調|企を犬切にすすめています。

また近年におきましては、現在工事中の県立大学( 第 2期ゆ) 、( 仮

称) び‘ わ湖ホーノレ、( 仮称) 琵琶湖博物館のほか、設計中のびわこ モ

ーターボート 競走場、公共 ・公益的施設、( 仮称) びわ湖ホーノレ駐車

場等々大1見牒プ ロジ、ェク トを進めていると ころであり ます。

また一方、入札の透明性、競争性引制呆するためのをた募型指名競

争入非し 一両競走争入札の試行採用など新たな時代に対応できるよう、

技術的研績に職員一同鋭意努力を重ねているところであります。

先輩諸氏が築き上け、た営繕業務の技術 t 伝統を更に発展させ、今

後とも県民、 利用者の皆さんに愛される公共建築物の建設営通じ、

滋賀県の更なる発展の一翼として、頑張って参りたいと考えており

ますので、読者の皆さんの益々のご協力とご指導をお願いするもの

であります。

最後になりましたが、滋賀県の建築営措の紹介の場を提供項いた

関係者の皆さんにお礼を申しあげ、る と共に、ここに紹介しました建

築物は一部にすぎま せんので、是非、滋賀県に お越しの節は、 他の

施設もご覧いただければ幸いに存じます。 ( みやがわ きよし)
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滋賀県立大学における教育の理念とキャンパス計画

内 井 昭蔵

大学の理念

滋賀県においては滋賀の多様な自然環境、歴史、文化を舞台に、

県立短期大学において培われてきた教育、研究の成果と人的、物的

資源を活用して学術文イほ辰興を図り、 21世紀に向けて人類の諸課題

傾守夫に向けて理想的に寄与する四年制の滋賀県立大学の設置に向け

て準備を進めてきた。

場所ーは彦躍で、話JJ に而し、犬上川流域、荒神山のふもとに広がる

八坂地区て二 28ha の面積が与えられた。

いうまでもなく滋賀県は琵堂糊が中心であり、周囲は山により囲

緯され、変化に富んだ土地てあり 、多様な文化を創り出し、歴史の

舞台として古くから脚光をあびてきた。交通の面からみても近畿、

中部、北陸への結飢点として立地し、更に琵琶湖の水運は物ば、かり

でなく情報の交流が起り、住民は古くから進取の精キq1、自由な気JillI.

を培カ、ってきたといえる 。大学はこれら文化的背景のもと、 21世紀

に向けて聞かれた大学をめざし、新しい淡海文化形成に向け寄与す

ることを基本理念にかかげている 。又、滋賀県は賢官湖をかかえて

いる関係や農業立県の立場からも早くから環境問題に取り組み、水

質保全を始め汚染などの関心が高く、国連国際環境センターや国際

湖沼環境委員会が設置されるなど環境先進県としてわが国は勿論、

世界におけるリーダー断交割を担ってきた。 これ ら実績をふまえ、

環境問題を中心にすえた教育研究体系をつくることが大学の目的の

一つになっている 。

学部は環嚇ヰ学部、人間文化学部、工学部の三学音1)構成で、短大の

看殻学部を併設している 。

写 真 一 | 全体配置写真( 八坂の家並みと犬上川に挟まれたキャンパスの全貌)
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大学の教育理念を端的に示すものはカリキュラムであるが、 一方

では教室や研究室な E建築及びその集合体であるキャンパスも理念

を可視化したものであり、両方相まって教育効果カ吠月待できる。と

りわけキャンパスのあり方は滋賀県立大学の基本理念に照らしでも

重要てあり、この認識のもと、私は大学設立準備委員会のメンバー

としてキャンパス建設にたすe さわってきた。

環境科学部と環境計画学科「環境建築コースJ

滋賀県立大学の学制精成の内、環捌学部は今日世界がかかえて

いる環境問題を総合的に研究し、かつ柔軟に対応て3 る資質を備え

た人材を養成することを目的として設置された学部であり、いわば

県立大学の中核をなす学部であるい、える 。今日の環境問題は鷲置

湖の水質悪化など地域的なものから、調暖化、 C02、オソ〉層破壊

のような地球規模のものまで複雑多岐に重なりあい人類や生物の生

息環境に深刻な5鱒 Fをもたらしている 。特にその原因が人々の日常

生活や産指舌動と不即不離の関係にある ことか ら解決を一層困難な

らしめている 。 このために地球的、 長期的視野に立った現代社会の

諸システムを再構築する ことが求め られている 。 このような状況下、

大学としては環境問題の学術的研究のみならず、その背景にある自

然と人間活動について自然科学、社会科学両面か ら正しく理解し、

問題解決に取り組u ' 総合的な判断力と実践力を有する人材の養成が

必要であると考え、環境科学部はこの|断ての要請に応えるために設

置された。

環境科学部は環境生態判ヰ、環境計画さ持ヰ、生物資源判ヰの三学

科構成となり、環境計画: 料には社会計画学専攻 t 環境 ・建築デザ

イン専攻の二つの専攻より成立っている 。大学全体としてはカリキ

ュラムの中に釧断ヰ目として人間学営全学共通科目 t して、多様な

面か ら 「 人 Ｑ Ｑｾ ｊ を学び、環・朔枠音 Ｑ Ｑ は更に琵萱湖とその周辺地域を

教育研究のフィ ーノレドとして学部全f相生通科目として 「フィ ーノレド

ワークj を該l している 。

環境 ・建築デサイン専Jj ( l ま従来の建築さ聞の廷長てーはなく、環境

的視野のもと、環境に対する都市や建築のあり方を総合的に模索し

研究する専攻てや使命感にあふれた新しい職能人の育成を目的として

いる 。研究目的並びに育成すべ き人間像としては地球環境的視点に

立ち、環境負荷を低減させ、生命体として地球環境をとらえその構

成要素として都市や建築を考えることであり、新い引制七に即応し

たア ーキテクトとラ ンドスケープア ーキテク卜を生み出すことを考

えている。



キャンパスプランニング

このような市い理I見1をかかけ、た県立大学は、そのキャンパスをそ

の理念を形として表現したものと考え、その建設のプロセスを合め

て総合的な建設計画ヵ苛来られた。 この計画の特色は大学の現念を徹

底するための訪問的生である 「マスタ ーアーキテク 卜」を設け、 これ

を中心に大学の フィジ、カノレフ。ラニングを:t ft i 1主した ことにある 。「マス

ターアーキテク 卜」はまず計画を具現化するためにマスタ ープラン

を作成し、次にキャンパスを各学部ごとにブロック別けをし、それ

ぞれのブロックの設計者ーをプロポーザノレ形式でコンペティションを

行い選定した。各ブ ロックを担当するア ーキテクトは 「ブロックア

ーキテク トJ 1: 呼び、 「マスタ ーアーキテク 卜」 をrl"心 に針本計Imlを

相互制強を図 りつつ設計を行ったのである。大学ではこのプランニ

ングとプロ セスも大学教育の 勅材であると位置づけ、マスタ ーアー

キテクトによる調強記録並びに建設記録等を とっている 。

キャンパスプランの基本となる コンセプトは彦岐八坂地区の白然

環境、歴史性などから 「環濠集落j とし、水の循環性をテーマにし

た。かつて この辺に存花した権濠をめぐらされ集落の面影や集落の

もつ自然な集合体をつくることを目論んだ。三つの学部がめざす独

自の理念を相互に弥重 し、かつ大学全体のゆるやかな秩序をもたら

すようなあり方 こそ近代的kill 哉のあり方と考え、 「ゆるやかな統一

体J といった コンセプトをたて、そのメタファとして「環濠集落」

とした。

写真一 2 環濠により固まれたセンタ ー とブリッジでつながった各学部

写真一 4 中央広場

り古玉、第二Jm工4: )'; 11
1
てや米年度に完成の予定てあり、 その ｉｉ ｾ ￮Ｇ 点てや詳

しく報告する機会もあろうが、 このキャンパスの設計に当ったのは

rl:1央慌て管理、図許館、共通教室、厚生|剥係、諸室の入った i) 1心部

分は坂倉 ・滋賀設防共同設計事務所、関与静|学古11はプランテック総

合計 l百|事務所、人山文化学部 lii 甫辺設計、工学部は長谷川逸子 ・建

築計匝ITI芳がそれぞれ担当された。又、各ブロックはニュートラノレ

ソεーンと称するノ f ッフア ーゾーンで固まれており、その部分はlQの

建築設計1宜主主n業共同組合と、マスタ ーアーキテク卜のワ ーキング

クツレーフ。が担当した。 なお、全体の景観テ、、ザ、インについてはテ、、ザ、イ

ン誘導項目( テ可、インコ ー ドと称していた) をマスターアーキテク

卜が提示し、それに対し各ブロックアーキテク卜の意見を聞き制強

を加 え笑胞した。デザ、インコ ー ドは全体 をj且じての基本的なコ ード

と各ブロックごとのものなど多彩多様に亘りその述ｔｬ ｈ ま柔ｬｊｬ ｫ ｬ ｾ ニ を 冒

とし、 「ゆるやかな統寸木J の理念にもとづき、コ ー ドを徹底する t

いうよりも、各ブロックア ーキテク トがそれぞれの良さを発J軍でき

るように調整を行った。 前述の如 1< 滋賀県立大学は琵琶湖周辺、保

全t.!lxがフィ ーノレドでありキャンノ f スていあるという考えであるが、 と

りわけこのキャンパスの全体のあり方、そしてあらゆる部分が生き

た教材として今後も活用される ことを期待している 。 そのために白

然環境と建築との|共l係をとらえた長本却|ヲ成の実践、水をj トJ ｾ 、た循環

の問題、建築のあり方の追及など様々な研究と発見が可能となるイ

マジオ、ー ションあふれるキャンノ f スづくりを目ざした。

( うちい しょうぞう / 姥築家 ・京都大"f: 教授)
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写真 3  塔と図書館棟を望む

写真 5  工学部より荒神山を望む

( 資料提供株式会H C A D 七ンタ ー)



琵琶湖博物館とUNEP国際環境技術センター滋賀における

環境共生建築への取り組み

日建設計

はじめに

琵琶湖博物館と UNE P 国際環境技術センタ 一滋賀の両施設が位

世する草i l叶i下物1111' の烏丸半島は、 「琵琶湖リ ソごート オ、ックレス桃

恕」のひとつの拠点 として、 同 lの文化にふれる文化型休養地のかwu

を ｆ ｉ 指し て、ｬｊ ｾ Ｎ在整備が進められていると こ ろである 。

総TfnHl ff. J37ha を有する この半島は、大きく 6つのブ ロックに分

ＱＱＱＱ されており、慨に草津市水生地物岡、水資源開発公団湖南管攻 Ｎ［Ｇ ｊｾ

務所、芝I t! l，場の 3 ブロックの主主備が完了している。

同施設は半品のほぼ中心部、約5.7ha のブロックに位置し、 幸い

にも、 1992.11斗j 即1からほぼ同H奇に両施設の設計が進められる ことと

なった。

管 制Jtw物船は、 「将来にわたって官制!を守る ことが自らの生命

ド回前 ・文化を守ることである J いづ認識のもと 「抗J] と人111J のよ

りよい共存関係J をつくりt I '， していく こt をその設置理念と してい

る。琵琶湖jを総令的に理解したうえててで、守: 、¥、 初捌l此と 人H附lりj との共存剤|凶剥矧イ係系を考考
-

えるための砂釧'1附|

一マ t した |陣P専l物E館古てで、ありk、1目99白5.1: 1年F-二秋の開飴館. に向けて、現在建設工Z耶lドl  

カがZ進められている 。

一方、 U N EP 国際瑞境技術センタ ー滋賀は、 地球環境の危機に智

鑑を|鳴らし、「持続可能な開発J への道制民伍的に推進 してきた 11王l

Ｉｪｩｾ 抑制 Ｑ 百 ｩ ( UNEP) J が、開発途上国や経済が移行期にある国々に

対して、湖町の環境保全技術を移転する ことを目的として出Eされ

た初ffl まセンタ ーてれある 。

これらの施設は、 ともに地羽織境いづ極めて今日的な緊急、制直

に対して正而から取り組むものであり 、設計上も これを大きなテ ー

マとして r[5(り創lむこととした。

環境共生建築に向けて

近年、明大し続ける人間のさまざまな活動によって、 I印紙 制l に

深刻な;i 舛平カT現れ、人間と環境との新たな健全な|剥係をつくり 11'，さ

なければならなくなってきている 。なかでも、建築活動の化石資源

への依イ手率は極めて，::j <、 地球上て、、放出される炭酸ガスのうち 30%

近くが建築前田j によるものであるという報告 1) もあ り、「持続可能な

社会J の実引に向けて、 「建築J が艇めて大きなインパク トをもって

いるということができる。

人111] と官接に|具|わり続けてきた主音芭湖の初JIH半に建設される 同施設
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の設計に際しては、持続可能な 「環境共生建築」を日指し、以下の

4 つをテーマ として掲げた。

1 . 人々に愛され、永年にわたって同辺環境 とともに美しくあ りつ

づける建築

2. 化石エえ、ノレギー消費立の官訪日底的な削減と自然エオ、ノレギーの有tfA

的な利用

3. 琵琶湖に対する非点訪日型汚濁f lf，fi'の削減と* 資源の総令的有効

利用

4. 再生可能な材料の積極的な利用

人々に愛され、永年にわたって

周辺環境ともに美しくありつづける建築

人々に愛され、親 しまれ、永年にわたって周辺環境とともに美 し

くありつづける建築が、環境共生建築の基本のーって、ある 。

約5.7haの広大な敷地であるため、自{ 町工場 ・芝生公悶から民1mソな

ーンを経て、草津市水生植物固に至る歩行者割』線車111 (“ノドと紘のプロ

ムナー ド") を東西に貫き、広大なブロックを過渡なスケーノレに分節

すると同時に、 この共通の車111線に if1って同建物を配置した。

湖岸にふさわしい景観の形成を怠阿し、盟かな i当然に融け込むよ

う、建物のヴォリュームを押 さえ、水平線を強制した規律ある ーイ本

(I{ J な群造形とした。時間の経過とともにその様みがまして い くよう、

建築を杭成する材料 1;;J:、石 ・土ものタイノレ ・木など自然の京材をね'i

鳥鰍模型写真



*i 的に利用した。

また、内部空| 問においては、周辺の山並守背景に広がる琵琶湖の

ま制定な自然を各所に取り込み、貴重な自然環境を常に楽しむことの

できるアメニティー豊かな空間構成としている 。

安らぎある建築、安全な建築、わカ、りやすくて使いやすい施設づ

くりを徹底し、人々に愛されつづける地域のシンボノレとなる建築の

実現を目指した。

化石エネルギー消費量の徹底的な削減と

自然エネルギーの積極的な利用

ある閉じた系が定常状態を保ち持続していくためには、系の外部

から持ち込まれるインプット量と系の外部へ流出するアウトプット

量が、系内部ていの循環誌に比して、極めて小さくなければならなし、。

烏丸半島は、もともと地形的にもほぼ閉じた系を形成しており、 こ

の系に持ち込まれるインプット 量 をできる限り減らし、系か らijyE! :れ

するアウトプット立をて3 る限り削減することが持続可能な計@I の

ための必5頁粂子|て。ある 。

そこで、ここへ持ち込まれるインプットの典型ともいえるエオ、ノレ

ギーの消費量を、有印底的に ｬｾｦｩ ｊ ｩ 成することそ建築計匝 ｼ・ 環境計画の基

本的かつ最重要課題とした。当然ながら、 このインプッ ト盆を削減

することは、廃熱、排気、 C O
2

といったアウトプッ トの諸記;を減らす

ことに直結する 。

建築が年間に消費するエえ、ノレギーの大半を 占める刷暖房 ・空F.1酬

のエオ、ノレギーは、従来、その多くを化石資源に依存してきた。UNE P

国際環境技術センター滋賀と琵琶湖博物館では、このゆ凌房 ・生前

用エオ、ノレギーの化石資源への依存を大幅に低減するため、まず、建

築的なくふうによって光と熱をコントロ ーノレし、熱負荷そのものを

削減する t 同H寺に、自然エオ、ノレギーを積極的に利用し、化石エオ、ノレ

ギー消費量の徹底的な削減をはカ= った。

図 |は、 UNE P 国際環境技術センター滋賀における計画であ

るが、少ないエオ、ノレギー消費量で、夏涼しく、冬iRヵ、〈過ごすため

に、熱を「さえぎる J rにがすJ rとりこむJ rまもる」とい った基本

的な熱のコントローノレ を行うための建築 的なく ふうと、太 ｾ｢ｾｾｴ や 地

中熱という自然エえ、ノレギーを積i極的に利用するためのくふうを随所

に組み合わせている 。 それらは、いずれも、自然環境を構成する 6

つの要素、すなわち、「風J r光J I熱J I7]'<J  r土J I緑J と融和するく

ふうであり、「自然通風J I風の道J I自f枕采光J I太陽葬併IJ 用J I屋根

散水J I地下7MI J用J I土中努孫IJ 用J I屋上方i割安J I木立越しの通風」と

いった子法て具 体化されている 。

こ のうち、 「 風の道 ｪ とは、外 気 ｵ 也 ｾｉｬ の ｪ 昆度 差 を利用して、外 気

を冷やすあるいは|暖める自然エオ、ノレギ一利用システム( 一般的に は

クーノレチューブ、ウォームチューフo とl呼ばれる) てや、ここでは、床

下にトンえ、ノレ状のコン クリ ー卜製トレンチを設けて外気 を導入 し、

地中i即支による j併，[1・加担力を利用した。夏季には、「風の道J 通過

後の空気を地下7ドによってさらに冷却して室内へ供給することで、

冷凍サイクノレを用いない冷房にこでは 「涼房J 1:.
11乎ぶ) の実現を

試みた。なお、この地下7] qリ用 li 、必要な熱だけを利用するもので、

口 夏 時 し く す ご す た め に 直 盟

ソーラーパネル 三 風 をとおす

風 を 冷 や す

':.##.  _ j 伊7 比 較 的 畑 町 惟 い 日 や 在 間

司給，車 l率、換気軍令聞絃することによ

っτ、琵琶湖や木立をぬけ てき

た諌風舎宜内にとりニみ、 自然

通且やナイ トパージによって良

錫な環境とするニと力、できる.

ファンコイルユニ y ト

宜内へとり二む新鮮外宮町彦、『風向

道J 内で地中鼎によって冷や8れて

から供給される.

口 冬 を 温 か く 過 ご す た め に 匡 酉

太 陽 熱を 利 用 す る
給湯.

床暖肩

→1: 1 ' . 1 . 熱をまもる

光と 熱 をとりこむ 屋上に股置8 れた真空式的

ライトンエルフによって、光 大陽熱築相器によって、効率

と栴をへやめ奥深くまで よ〈太陽鼎を集的、坦水をつ〈

とりこむ. 官

置底した断舶により. 外気への

鶴田放出をA ・せれ断舶には‘

噂壇に配慮 したエコ ロンカル

'. 材料そ用いている.

風 を 温 め る

ファンコイルユニット宜内へとりこむ新鮮外置は、「凪町通j 向

で地中舶によって温められてから供給8れ

る.

口 夏 を 涼 し く す ご す た め に 匡 画

理風

主主主主

=- == 

一一 ，品目

熱 を に が す

畳棋にたまった舶は、ヱアフロー屋根

により速やかに排出し. 庫銀薗を冷や

し室内への濯入を防ぐ.

落葉樹 f  編 Iこより 1古をとる 〕 :一民)- -!- _1. ;:. _2.:: 、-ii 

床下空間に涼町 通 すことで、床 ［、 伊川嗣ト ｩ 一 一 円 札 ］Ｍｾｪ
面が冷却され、床面からの帽射に ~ー ーー一二- - T - T二 . ; J  L  J  

風をとおす よって滞感が得られる・ 11 風をつくる

比較的気温的低い 日や在間は、開 11 室内に供給忘れる空" ¥1: . まず、

口部を開放する二とによって、琵琶 11 r血の道」を通る間に地中期で冷

湖や木立をぬけてきた埠凪を宜向 山一一一ー一一」町 村 れ. 地下水によ勺て品に冷や

にとりニみ、自然通風やナイトパー 地下水 1されてかb各宜に送られる.

ジによって良鮮な環境とするニとが

できる.

口 冬 を 勧 〈 過 こ' す た め に 医 酉

籍 射 に よ り 温 め る

太陽熱で温めた温水を利用し

た床唖書によって、床面からの

幅射による呈勺かい温感が得ら

れる.

熱 を ま も る

薗底した断剤とベアガラスのサンシユ

により、外気への舶の肱出t - .i ・せれ

また、断舶に1: 、環境に配車したエコ

ロジカル年材料そ用いている.

!i - 1一一一 i ー し _ _.t_ _J_ _  ls! 

"  - ←¥ - 1---， _.1!I刃包・…i
- " - i _  _ーーー・ー. ; 令 、守

l恵与をp昆 め る

室内へとりこι、新鮮外気は 「凪町

通j 内で地中舶によって，且的勺れて

か勺性給される.

図ー I UNE P国際環境技術センター滋賀における環境計画
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水自体は地中に還元してし、る 。

太 ド 掠 Ｑ 丙 ｉ ｊ 用は、屋上に設置された 真 空式太陽場喋努ｾｾ ( 集熱面積

1;): 約180m2) による 。集熱効率を低下させないよう、 上回邸内低視域てや

利用できる給湯負荷と l暖房負荷の一部をまかなう計画とした。

ｾ｜ 算 によれば、これ ら のくふうによ っ て、平均的な建物に対して

約30%の一次換算エオ、ノレギー消費量の削減を見込むこ とができる 。

一方、琵琶湖博物館においては、貴重な収蔵物を扱う建物の性格

上、多少の制約はあ ったものの、 UNEP国際環境技術セ ンタ ー滋賀

と同等の考え方に基づいて、 エオ、ノレギー消費量の徹底的な削減をは

かり、外界からの熱負荷を削減し、自然エオ、ノレギーを積極的に利用

する考え方を踏襲した。琵琶湖博物館に特有な計匝止のポイン 卜は

以下の 4点である 。

1  ) 琵琶湖! 博秒J館は、 )1又蔵庫の除湿用再熱や水族展示の温水飼育

槽の加葬1¥等、年聞を通じて温熱需要がある 。 また、冷熱需要

も年聞を通じて存在する 。 このような建物の熱負荷持性をう

まく生かすため、葬ＡＡＭｩ ｬ 京システムは、蓄葬 ｍｾ Ｇ をもっ製 ｌ 回収ヒ ー

トポンプを主 システムと して選択した。従って、地下7同 IJ用

1;): 行っていない。

2  ) 建物形状、屋櫛例犬が屋 l二樹比 lこ適し、屋接聞か らの熱制移Jl

手法としては屋上植栽を主に選択し た。

3  ) 地中熱利用に ついては、 UNEP 国際環境技術センター滋賀

のような トンオ、ノレ状の 『風の道j の形態はと らず、基礎梁内

のピッ ト空聞を利用した。 ここに取入れ外気 を通す こと で、

地中冷却 ・力ui 且力による外気負荷の削減をはカ、った。

4) 太陽熱は、 UNEP国際環境技術センター滋賀と同株集熱効

率を重視し、給湯 ・暖房負荷に利用した。

琵琶湖に対する非点源型汚濁負荷の削減と

水資源の総合的有効利用

安芭湖博物館、 UNEP 国際環境技術センター滋賀両施設は、いず

れも 『鷲琶湖の環境j や 「湖沼の環境保全j がテーマて、あり、琵琶

湖の水質に対するインパク 卜の低減が重要な課題である 。

これ らの施設から流出する排水とし ては、生活排水と 敷地表面か

ら流出する問水排水の 2手掛買が考えられる 。 このうち、生活排水に

ついては、今後、広域的な新しい展閉そ求めて議論すべき 問題であ

るが、ここでやは、下水道が既に整備されていたこともあり、下水道

へ放流する計画とした。一方、敷地表商か ら流出! する雨水排水は、

汚濁原因を特定て3 ない、い わゆる非点源型の水質汚濁の原因とな

る。を百雪MJの水質への影響が大きいにもかかわらず、その防止声: 問ミ

はこれまであま 1 り充分に行われておらず、琵琶湖の環境保全上大き

な問題とな っている 。 そこで、この非点i原型汚濁負荷の削減を本施

設での主テーマとして掲げた。

この問題は、 琵琶湖博物館、 UNEP国際環境技術セ ンタ ー滋賀の

敷地全域の問題てあり、両者を→本としたシステムの計画が必要と

なる 。 また、間水等の水資源の有効利用と絡めて考える 必要もある 。

そこで、ここでは、表 |及び図 - 2 に示すような総合的な システ

ムを計画した。
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表 |  非点; 原型汚濁負荷を減らすくふう

非 点 源 型汚 濁 負 荷 ① 敷 地 内 表 面 の 雨 水 浸 透 性 を 高 める

を減らすくふう ② 浸透 式 の 雨 水 管 と す る

③ 雨 水貯 留 槽 を も う け 、 沈 殿i慮過させる

雨水 オーハーフロ ー

( 放流)

図- 2 雨 利 用 シ ス テ ム

雨水貯留槽

(  15001') 

湖水ろ過システム

水質測定局

雨水ろ過施設

ー聞 雨水利用ンステム

ーー 湖 水

圏直雑用水

一雨水本管

まず、敷地内表面の雨水浸透性をできる限り高めるため、舗装商

を最小限にとどめた。同時に、敷地内に雨水の一次貯留槽をもう け、

屋根 ・舗装商の汚濁物質が、直接、 湖に流出しない よう に配慮した。

貯留槽に貯留された雨水は、主琵霊湖博物館内の滅過施設に集めて減

過した後、 屋外散水や便所の洗浄水、前出の UNEP の屋岐散水等 に

利用する ことで、水資源の有効利用に寄与 している 。

雨水一次l ! ' T 留槽は、査自主湖博物館側に 2 カ所( 約400m') 、UNEP

国際環境技術センター側に l カ所( 約150m')、合計 3カ所設置さ れ

ており、 ￬ｬｾＺ 過水槽 ＱＰＰｭ Ｇ を合わせると ＶＵ Ｐ 耐 の雨 水が 一 次貯留でき

る。 これは、両施設の雑用水使用量の約60%を賄える容量である 。

また、募丸I也全体の降問量約13mmに相当 し、非点i原型汚濁の原因とな

りやすい初期降雨量 を充分に一次貯留できる容量でもある 。

再生可能な材料の積極的な利用

建築材料は、そ の生産から廃棄 ・処分の過程て多大な CO
2
を発生

させるため、 両施設では、再生可能な材料 や再生材を積極的に利用

することとした。

近年、建設工事に使用する型枠用合板の原料である南洋材の乱伐

による自 ? ' ; . 守政壊が大きな問題とな っている 。外界か らの熱をさえぎ

るために使用する凶「熱材を、間伐材を利用した型枠兼用の木繊セメ

ン ト板とすること で、型枠用合板の徹底 した削減をはかった。

さらには、建設副産物であるコンクリー卜殻等を利用した再生砕

石や下水汚泥溶融スラグを混入 したコン クリー卜 二次 製 品 ( ヒュー



ム管、 U 字 構 等 ) 等 を 折 挫 の 基 礎 や 路 盤 、 排 水 工 毒←噂 に 積 極 的 に 利

用 し て い る 。また、 CO
2
発 生 量 の 少 な い エ コ マ テ リ ア ノ レ の 典 型 で あ る

オc ; f オを積極的に t り 入 れ、木 の 暖 か み を 感 じ る 豊 か な 内 部 空 聞 を 実

現 し て し、る 。

おわりに

地 B貼 器 境 と い う 今 目 的 謀 題 に 正 面 か ら 取 り 組 む 、 資 産 湖 博物 館 、

UNE P 国 際 環 境 技 術セ ンタ ー 滋 賀 の 2 つ の 施 設 の 設 計 を 同 時 に す

す め る こ と が で き た と い う 、 極 め て 恵 ま れ た 粂f牛のなかで、「環境共

生 建 築j に 対 す る 1 つ の 解 を 示 す こ とができたと考えている。

しかし、 地 恋貼提境というスケ ー ノレて。捉えた場合、あらゆる建築が

「環境共生J に 向 け て 取 り 組 ん で こ そ 、 人l'Iri i : 環境の新しい |刻 係 が

倉11り 出 さ れ る こ と に な る 。UNE P環 境 技 術セ ンタ ー滋 賀 に は 、 開 発

途 上 国 の 人 々 が 定 期 的 に 砂何度に訪れる こ ととなり、 「環 境 共 生 建 築J

笑現 に 向 け て の こ れ ら の 取 り 組 み 姿 勢 が 、 彼 ら に よ っ て 全 世 界 に 広

ま り 、 新 た な 取 り 組 み が 始 め ら れ る こ とを願って止まなし、。
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エ ネ ル ギ ー 消 費量 削 減 効 果量 の 試 算 (UNEP 国際環境技術センタ ー滋賀)

Ｈ文ｪ，Ｇｾ ・ 円主ｬＡ 設 計設計 主 管 川 ｦＮｾ 克也Ｉ

設計 JI 寺に U N EP 国際環境技術センター滋賀におけるエオ、ノレギー消費

盆の削減訟を試算した 。 以下に、そのｾ点ｻｦ示す 。

1. 試算方法

表 2  I正、エオJ レギー消費量削減のために採舟l した 12の要素手法であ

る 。 これらの各手法のエオ、ノレギ Ｍｩ￬ ｾ ｪ 費量の低減量を杷援するため、まず、

表 3 に示 すように、 12の手法の うち、定量化が難し L 、C⑪ を除 0 0の

手法を 4 つにグルーピングし、 5 段 階の手法採用レベルぞ設定した。 そ

して、エヰ、ノレギー削減‘ のための手法を全〈採用していない [基準レベ、ノレ]

( L EVEL- O) か ら、順次、手法を係用し、最終(1"1な [言li!!! 1レベル 1 (レ

ベル 4 ) に至る過程をケーススタデ、イした。各レベノレで、のエオ、ノレギー消

費誌の差から、各手法の効巣立が求められる 。 エオ、ノレギ- l肖資金は、空

調システムシミュレーションプログラム HASP ( 建築設備士協会) を用

いて計算した。詳 細 li 文献2) を参Wi されたい。

2 . 試算結果

1  ) 正l'. fiJ lエオJ レギー消費量

図 - 3 に各手法採用レベノレて、の年! 日Iエオ、 ノレギー消費量を示す 。冷房 ・

暖房 ・給湯に必要な年間エオ、ノレギー消費量は、基準レベソレの242Gcal / 年

に対して、百十匝|レベノレて' l 72Gcal / 年となり、 70Gcal / 年 ( 29%) の削

減となる 。 内訳は、地下水 ・地 11
1
熱利用を含む熱負荷削減によるものが

27Gcal / 年( K: ( J l O%) 、太陽熱利 j干j によるものが43Gcal / 年( 約19%)

である 。

2  ) 各手法の負荷低減効果i，k

各手法の熱imi 負 荷 低 減 効 果 訟 を 図 - 4 に示す。騎射冷暖房や断熱強化

はl暖房負荷に対して、屋根のくふうは冷房負荷に対して効果が大きいこ

とがわかる 。鹿糠 llT kの効果が小 さいのは、 L E VE L-2で断熱を強化 した

後、 L E V E L-3において屋栂散水の効果を見ているために、屋根市からの

熱負荷がもともと小きいためである 。

水資源の有効利用と非点源汚濁防止効果の試算

水資 ｩＩｾｩ の有効利月＿と非点源型汚濁防止効果に つ いての試算結果を以下

に示 す。

1. 水資源有効利用量の試算

年 11111降雨量を 1242mm、敷地内平均inEU! ，係数を 0，90 1 : すると、敷地全体

で* * 可能な雨水は約56. 000m'/ 年仁なる 。そこで、 650m'の雨7U i'留棺l

を設けた幼子干の雨水利) ' 1' 1可能訟をシミュレーシヨンによ って求めた。結

果から、雨水キ11) j J 率は0. 60 1: なり、年1i J 132 ，000m'の雨水が雑)'I'I7k として

利J l Iできることになる 。 図 - 5  ｬ￬ 琵琶湖 ↑ 専物館における水使 Ｉ Ｇ Ｑ はｾｬＺの試算

結果である 。 これにより、年間の雑用水( 散水、空調、便器洗浄用) 使

用量の約55%が雨水でJHi われ、上水の使用量が約50%削減されることが

わ力、る 。

2. 非点源汚濁削減量の試算

雨水l ! ' j' 留梢にl I 'j'留された雨水のうち、 60%が再利用され、残りの40%

は、砂 ・れき| 削減過されてから糊へ流出するも の と し て 、 流 出 負 荷

( COD、T - N ，T - P) の削減立を試算，した。表 - 4 に示すように、削減益

は、 C ODて' 1596kg/ 年である 。これは琵琶湖! 南湖東岸か らの総況EH!，註の

0，1%程度に相当する 。

これらの結果はあくまでも試算結果であり、今後、実 ii!l lによ ってその

効果立を検niEしていく必要がある 。

表 - 4 汚濁負荷削減量の試算結果表- 2 エネ ルギー消費量を減らすくふう

①! t .ライト シェル7 1こよリ日射を遮る・取込む

②屋根散水により屋根を冷やす

@屋よ植栽により目射 ・熱を遮る

光と熱を建築的に 一一一一
@ヱアフロー屋根により屋根を冷やす

制御するくふう ⑤扇 E函 古 而 借 る

⑥ベアガラスにより 熱を遮る

①輯射冷暖房により熱負荷を低減する

③太陽熱で暖める( 給湯 ・暖房)

③地下水で風を冷やす

自然エネルギーを 一一一ー
⑪地中熱で風を冷やす 温める (風向i草)

利用するくふう ⑪京王E通して風を冷やす

⑫自然通風によ I} 換気する

屋上植戴曹の効果

且l R 散水町効探

地下水草IJ 周回効果

風向道的効果

5  4  3  2  I  0  1  2  3  4  5  6  7  8  

冷房負荷低減量 暖房負荷低減量 (Gcal / 年)

図- 4 各手法の熱負荷低減
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表 - 3 手法採用レベル

エネルギー消費量削減の手法を

採用しない [基準のレベル]

LEVEL- I  

l  

LEVEL- 2 

↓  

L EVEL- 3 

↓  

LEVEL- 4  

.， 

飲用

空調周

用途 水源

図 5  琵琶湖博物館における水使用量試算結果
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滋 賀 県 土 木 部 建 築 課

協賛

| 建設業

器井上建築設計事務所 滋賀県大濠市京町村ー38 滋賀合同ピル 5 F  TEL0775-22-7643 器青木建設大阪支庖 大 阪 市 北 区 大 淀 南 ト 川 TEL06- 45ト5851

察内堀建築設計事務所 滋 賀 県 栗 太 郡 栗 東 町 手 原 山87 丁 目 前ー 怯 1237 器 伊 藤 組 滋賀県彦根市小泉町78- 21 T E叩 49- 24- 6500

鶴岡設計名古屋支庖 名古屋市中区丸の内川ー28 K  S ビル 丁目52- 962- 2746 密 伊 藤 工 務 底 滋 賀 県 草 津 市 若 竹 町 村 TEL0775- 6

器 環境デザイン研究所 東京都港区三回卜卜 15 三回ソヰ y トピ川 F TE叶 3454-4671 穎 大 林 組 大阪市中央区北浜東4- 33 T即 日

一級建築士事務所計画エ房 滋賀県彦根市城町卜ト刊 l川4 T E凶叩刊川4刊 - 1凶6印 雲盟詰熊谷組大阪支庖 大阪市都島区片町会剖 l日 T E山引会剖刊l川川l目旧5引|  

思佐藤総合計画関西事務所 大阪市中央区北久宝寺町2引 3 丁 目 問 問89 器 コ ク ド 滋賀県大津市御陵町ト 11 T E山 75- 26- 3333

芸誌坂倉建築研究所大阪事務所 大阪市西区京町堀 1- 15- 7 TEL06- 443- 0021 駒 音 建 設 額 滋 賀 県 大 津 市 本 銅 山 ー 13 T E叩 75- 72- 1121

額 田 中 綜 合 設 計 滋賀県大津市梅林トト 15 滋賀県教育会館内 T凹 貯22- 5373 額 笹 川 組 滋賀県大津市打出浜 13- 15 T EL0775- 2 

芸達徳岡昌克建築設計事務所 大阪市北区西天満十日 1- 205 TEL06 明 日 | 佐藤工業認大阪支庖 大阪市中央区北浜トト6 T EL06- 203- 7222 

密 日 建 設 計 大 阪 市 中 央 区 高 麗 橋 ト 日 丁 目6- 203- 2361 器 材 尚 工 務 庖 滋 賀 県 長 浜 市 三 ツ 矢 元 町 山 T E山 49- 62- 5230

密日本設計関西支社 大阪市中央区淡路町3- 3- 7興 和 淡 心 ピ ル 丁 目 印 卜0321 塁塁材信工務庖 滋賀県長浜市八幡東町237 TEL0749- 世 間 6

額 丸 山 建 築事務所 滋賀県大津市栂林卜 l ト 17 TEL0775- 24- 3376 塁塁材光工務庖 滋賀県長浜市八幡東町山ー 1 T E L仰 作 昨5170

ヤスザワ建築設計事務所 滋賀県彦根市立花町2- 2 TEL0749- 24- 3333 大 成 建 設 額 大阪市中央区南船場ト 14- 10 TELO 

慰 安 井 建築設計事務所 大阪市中央区島町2- 4- 7 T E L時 叩ー| 刊 器竹中工務庖滋賀営業所 滋賀県大津市粟津町 14- 15 T E叩 75- 34- 41 17 

芸達豊建築設計事務所 滋賀県長浜市神照町696- 5 T E L即 時 時3151 盟 国 附 工 務 庖 滋 賀 県 彦 根 市 平 田 町 筋 T E即 時 任 問7

短 大 兼 工 務 庖 滋賀県神崎郡能登川町大字佐生 150 TEL0748- 42- 1 151 

雲霊長組 滋賀県彦根市 芹 川 町 瑚 T E山 49- 22- 0480

辻 寅 建 設 器 滋 賀 県 甲 賀 郡 水 口 琳 綾 野 川 T E叩 48- 62- 0920

認 辻 正 滋賀県甲賀郡甲賀町大字相模 14 ト1 T E叩 48- 8
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西 松 建 設 器 関 西 支 属 大阪市中央区釣鐘町会刊 TELO問 会 1131 協 成 電 気 設 備 密 滋賀県大津市馬場ト4- 20 T E叩 75- 24- 4354

西 村 建 設 額 滋賀県甲賀郡甲西町中央シ 12 丁 目7時 72- 1121 桐 回 設 備 工 業 認 滋賀県大津市大門通 13- 9 TEL0775- 22引 15

諮 問 組 大 阪 支 庖 大阪市中央区瓦町村- 8 TEL06- 20ト2752 栗 原 工 業 認 京 都 支 底 京都市下京区烏丸通り五条下ル大坂町391 TEL07凶 卜8105

短 長 谷 エ コ ー ポ レ ー シ ヨ ン 大阪市中央区平野町卜日 TELO印 日 75 桑 村 産 業 認 滋賀県大津市真野2- 15- 20 TEL0775- 73- 7800 

怒 フ ジ タ 京 都 支 底 京都市中京区堀川通錦小路下ル錦堀川町651 TEL07 

平和建設雲額喜 滋賀県八日市市東沖野 l卜-斗千引7ト刊一斗10 T ω 7特 任μ加川3引l  

松井エ業雲顎霊 滋賀県大津市中央2十| げ7 Tω  

丸八建設雲額喜 滋賀県八 日市甫，清青水2-1 卜8 T E山 昨22- 080∞0  

雲額若目片エ務庖 滋賀県大津市北大路卜ト刊| 目5 T E叩 7乃5ト日- 3刊 市

| 電気・空調・衛生設備

志 賀 設 備 工 業 認 滋賀県近江八幡市桜宮町 169 TEL0748- 3叩 02

額 新 栄 管 工 業 滋賀県彦根市小泉町919 TEL0749- 22- 2479 

新 日 本 空 調 額 京 都 営 業 所 京都市下車四条通柳馬場西入lレ説中之町|前 TEL07日 6引 32

須 賀 工 業 穎 滋 賀 支 庖 滋賀県大津市中央3- 1- 8 大津第一生命ピル T山 貯2叩 59

住 友 電 設 穎 滋 賀 営 業 所 滋賀県草肺大路1 - 1 2- 13 T乱 附 65- 3888

第 一 工 業 努 京 都 営 業 所 京都市中京区六角通烏丸西入ル骨屋町 143 TEω75- 出 398

ア ・ ア ・ ン コ ー ポ レ ー シ ョ ン 密 滋賀県甲賀郡甲西町朝国260 丁目748- 72- 0356 器 中 電 工 大 阪 支 盾 大阪市北区南森町汁9 T ω 日 倍 前51

一園テクノス雲溜若 滋賀県彦根市，小l卜、泉町川 o T凹 7刊作一n任引-斗7乃9

雲窓若岩崎工業所 滋賀県長浜市平方町37引ト-→1 T E叩 作 砕6ω0∞0引l  

大崎設備エ業雲怒塁 滋賀県守山市下之郷町4昨 6 TELO市 引 引0郎6  

雲器霊鎌因電気エ事底 滋賀県草; 津宰柿市渋州川ト引ト円問-吃2引1 T花E凶叩η市7シ5- 6日 29加9引l  

川瀬産商雲盟塁 滋賀県長浜市勝町 l川l日3-→1 T乱ωω0749- 6

関西設備エ業雲短霊 滋賀県大津市におの浜3- 1- 5引1 T ω 市そ引2-417η7  

雲慰喜きんでん滋賀支庖 滋賀県大津市打出浜川 T凹 市 2 2 ω凹 削1げ7  

雲短詰北中工業 滋賀県野洲君郡日野洲町大字小篠原2町ー3 TE叩 75引 - 2193

額 テ ク ノ ミ ツ ボ シ 滋賀県甲賀郡水口町本丸3- 45 丁目 748- 62- 1 166 

短 ト ー ヨ コ 理 研 京 都 支 庖 京都市中京区壬生坊城町24ー|剖11勘ビル T凹 75-84卜O聞

東 光 電 気 工 事 額 関 西 支 社 大阪市中央区高麗橋村ー7 T EL時 202- ω2 5

ナ ミ レ イ 顎 京 都 支 庖 京都市南区上鳥羽堀子町 127 TEL075- 67 2 ω7 2  

畿 中 島 電 業 所 滋賀県草津市川原町 132- 4 TEL0775- 62- 0837 

中 由電 気工 業 認 滋賀県大津市皇子が丘2- 6- 13 丁 目 市 22- 5360

連 合 電 設 額 滋賀県栗太郡栗東町安養寺卜 10-4 T E叩 75- 52- 3768

75 



建築と社会

第 76集 総 目 録

1995 

( 平成 7 年)

社団法人日本建築協会

76 建築と社会 田1995. 12

- 官公斤舎・会館

ドーンセンター伏閥荷立女性総合センター) ・ー・ 1

おi ! ' : : ; kj 腕何処築部悼昂時五 ・安: 11建築前日1-<1嚇所

ｅ 聞大阪 ｉｦｦ ｽｊＡｧ器開ＩＧｾ説書 室 ・ 大阪 Ｑｦｴ 姥設盟問協会 ・ 刻 ト建 築制 Ｇ ＱＧ

務所

胞工夫休. i*' ii 梅・間武 J V

LるtIDf! 市町村振興セ ンタ ー( 愛称タウンプ ラザ、しまね)

2  

設計盟主羽l : 日雄投川 ・処築技術センター特，>;1似た|百l愉淵本

施工・ 0わNi l l ; &. 必iJ . : t弘明' 1)11共同企業体

大阪府堺留学生会総オリオン寮

雄策l &' JI 大働行雄策書1I' i'i ;非告主 ・萌点釘f野総築部l j -<rq告所

ｾ羽ＱＺ大世田 ｩｊ ｬＧｦ処築制 ｉＧｾ［ 裕室 ・ 大阪府 ＧＡｩｬｬＺＦ｜Ｊ ，羽Ａ協会 ・ 栄布 ｬ 設立 Ｑ Ｂ Ｑ 場所

施工才'1晃 ・川J強制品I ! 開閉l企剣. "，

大河内町新庁舎，¥Eびに "1'央 公 民 館 ー・ ・・ 3  

2括計監理! . ，ｗｊＱ Ｑ 凶Ａ＿ｉ＼ｉ ｉｾ 務所

施 工 竹中工務底

愛知県自治初日If j ' ¥庁アイリス愛知1 .... ... .... ................3

訟 ｾ ｩ 宝ｲＮＺｆｊｬ : 動 uJ l拠 刺l滋担、石本 . Ｍ ， ｾ ｦＡ ，ｾ Ｈｊ δ ｬ 洪同体

施工 V誠 一D駐・六合処跳? に[<1路島問企業体

岐阜県県民ふれあい会館 u ・ . •• .• •• • ・ 3  

;お|監理[: IH.I!:ぉ! ・名J樹、州! ? I <II可育所苦情企業体

胞工大日本土木・凶i也組・土屋組 . l I J 川工務応 J V

岐阜 県未来会館 ・・・ ・ ー ー ー… 3

お ＱＱ 盟主君ｉＡＮ Ｚ 岐 Ｇ ［， ｊ｜Ａ 総務部Ｇｩ ｾｊｬｴ 込日ＯＦ泌 ｊｩ ・名古屋、 ＱＱＱｭ お ＱＱ 特別

共同企業体

施工大日本土木 ・岐砂材、t . 判 ば白話回明l金約4

奈良県文化会館〔改修〕

設立| 日建設計

1能思 議長m土木知阪府県 . LI 雄前11

施工浅沼組問 Ｑ Ｑ 副 ｬ 三 平 ｬ 怯ｾ ｾ政干定処設 」 ヌ ｩ 弓七間 企業体

松原rl 務Ui 庁 舎

部 11即 E 州 拠 築<IH育所

施工 *>1ミ ・三袋 ・末J1込E設J V

京都コンサートホーノレ・

加 1 ・磁怖がIアトリエ

ｾ政機九慨 アトリエ、 Ｉ ｪ｜ Ｇ ｲＮｬｬｩＡ ￯ｦ Ｚ 民同蹴倒ＡＮｾ枯草 ・ 訟哨ＺｬｩＡ

ｂ 盤工汗作ド ・ｭＮ ｾＮ、 ・ 婆 ・ 岡野 ｊ ｖ

・学校建築

広島文教久子大学体育館 ・付 属 胞設 - 一...... ..2 I ・複合ピル

部 1濫息。百台以主役一蜘邸 1て<1可 断 |  南船場ユーズ、ヒツレ( 地下型変電所彼合 ピノレ)

施工汗作ぬ主7晶広1::':支Ig

南山国際高等学校 ・国際中学技

部出迎 。 Ｑｾ ｩ Ｎ ｦ， Ｎ ｾ［［［ｴ ｬｩ

施工刊作} 心地; &名前磁文l苫

大腕存立今宮市等さr.5校ー

設m. :大l!I0ft処築剖以棺* ' i¥¥' IMI白3以住集部lj- IJ:i務所

1紅 型 大Il)iiJ (. f処築制f邸時主i ; ' 大阪府必! J l t ¥荒り協会

胞工 1t191耳 . -11刻E ' 経常/ &; 没 J V  

宝塚 市立 看殻 専 門等技 。

設計監思 1I(J，fll :ilt1 HT MN凶IHj ; 美子建築研究室

胞工奥中跡且

神戸 三田キャ ンパス 関 西学院大学総合政策学昔11 ...・ e ・6

計1刊現特 |期間消 j対匝7北部

部11宮illli 日本務11

施工: ＱＧｦＧ ｉＧ 工務Ａ占 ・ お 榊 ｾｬ ・ 制湖 ・ ｬ 針 ｦ 細姉 ｬ 企業 ｦ 本

大I切符玄;大 学先端科消附町中同自 ー …  ・6

お刊誌J ] j [ 大阪府組築制泌総室・大阪1M.虫次ギ施お車石本建築l'

務所

特 集 号

光がつくる風合の世界

奇ー顕著から操音/ 創音へ …  ー・・ー 2  

飛騨 ・美農ーまちの活性化と地方文化_ . ・・ e ・ ・ 3  

トイレから見た都市文化ー ・… 0 ・0 ・・・ 0 ・0 ・ e ・4

トイレ空間 ...・・・ 0 ・・・..・ ー ... . ..・ 5  

接合ーよりシンプルに、確実にー ・ 6  

ユニバーサルデザインとはーより多くの人に快適と安全を

7  

私の空間作法一会員作品ー ・… υ ・・...・ 0 ・…ー 8  

新しい「都市 ・建築」の視点→反神大震災を嬬川として- 9

建築械室と社会の接点→反神大震災 を契機として- . . .10 

ライフラインと建築設備' - 1 1 反神大震災を経験して- . .. ..11

第42回青年技術渚 ・ •••. ••• . • ..............12 

作 品 作 風 ・ 新 建 築

7  

ー 11 

3  

施工) I l ( :j . 今回尖町在来体

桃 山学院犬学新キャ ンバス

お11監m・n!ill 泌H

7  

ロ

ーザ
sz 

J  

3  

純工: 銭高組・鹿』以色設・ Itii 敏主設 J V

大|比 た学 医 学部学 友 会館 ・閣 制17報 セ ンタ ー (銀 杏 会

館[ ) ・ e ・ - … ー . . . . . . . . . . . … 7

誠一昨週! 切地築部1"1可育所

組工 ー縦且

長野県看護大学

Ｗ 必 Ｑ ｪｾ 思長野 県 住宅苦 ｉ ｬｨ 主役ｾｬｩＡ .制改会初フ; : 1&お11

施工. 対4 ・ヤマウラ共|百l企業体他

県立脚各工業 時J 附属高等 学 校

ｦＦＧｩ￬ ｬ 盟 ｩｾ ｊｬ 兵 ｩｩｬｭｾ ｲＮｊ Ｑ 市住 宅部岱草紙出

施工・お休 ・耳 問 Ｒ ・ 立制 ｊ ＩＧｉ ｾ モ Ａ司 企剣本

山口東京理科大学 5 号館 ー ...・ H ・..... .........10

務11既思! 竹中工続出1よねー級住築:1:<1も務I'l r

胞工竹中工務， ［ＱＱ ・ 長沢地殻 ・ 的 Ｑ Ｑ は業 ・ 吉 Ｑｕ Ｑｉｬ ＧＡｪｬｲｲ ［ｊｾ同企業体

・病院

医療法人安fil JII良平it

ｦ 高 Ｑ ＱＭｾ 担 ｛ Ｚ ＱＱ 嚇必探訪日 ＱＢＱＧ 務所

施工竹中工務庖名古屋支応

三 田市民病院

樹 監 理 日 姥 酎 |

胞工大中将且 ・奥村組 ・ソ4・y クJ V

. 文化・スポーツ ・社会福祉施設

日反ね; ) 京都 府立 学研記念公闘内施設 ・ .......1 

企画 アーキヴィジョン企I"il雌 策1i1務所

甜 l 掛 I処築II可育所

1監理京相附・吉村剖! ? I < I1i ' 務所

胞 工 銭 蹴工業はカ冒

愛知県武逸館 一 ー .•••••• ....3 

y&i i' j銃砲! 愛知川地築許l I ' i百非配! t l 東海 IlJ下 部 |明、l百l企業体

施工ハザマ・ 三升 ・骨 ｬｪｩ ｃ ｃ ｾ ｉ ， ｬｩｬ ｬ ｦｵ 業 ｷ

愛知l青 少 年公閲センターゾー ン施 設 ......・ ・ ・3

部 |故現愛知1)¥凶製剤i湖底! t l 刺削i鯨 rq術

純工. 熊谷矢作 ・水野総及 0 1'苦情l企業体

ライフポートとよはし・ 0 ・0 ・・・ぃ・ .. ... . ・e ・・ ・3

ｾ， ｉ 散型 Ｚ Ｈ除却 ｉＡおｼ名古 臨 ｩ 峨所

施 工 汗iフド・五洋 ・Jf. [日1. ;;;' ;IU強制色町陸相本

美 樹J日茂市総 合 相11:会 館 「 す こ や か タ ウ ン 美 樹uo茂J

...3 

。

10 

内

〈

》

6  

訴 |盟主型 . . 約十起草車部11'llr.fij所

施工 1m.制 F総 制官民生1!: ' &. . r.<18府 l企刻本

大 開1] 総 合PIT民センター・図告館 一... . ... .. ..3 

認可銑耳t : 日正I!お11・名古凶

胞 工 大 雌 蹴

ハ ート ピア京都( 京制府J l j 総令: tJ 会福初会館〉 … 4  

詰t';l l盟主耳12 7対 日(.fよオ法皇築部将広: 品 ・アノレパァク lillJj如11而他築研

究所

。

胞工。 i長HJ かねわ ￭ ｩ ｾｴ￬ｾ ｬ ， 同 企来 ｦＴ三

兵庫県立案度身f榔 害 者 魁': :1m' Y!vJ 包設自立生活訓練セ

ン担ー … ‘ …………. . . ・ H ・. . …ー … 一 一一一 む

i鈎 1払担兵1 >1司ll-Im市a"i':剖I't持制1

施工凶松・附矧ｱＮ ｊＩｉｉｾ ｉ ， Ｑ 百 ｬ 企刻本

大| 切符勤労者廷!の家河内長野司王 - …  ....... ....6 

筑11 大阪I(.f地築部内荷主

Ｑ 長ｾｉＡＮ 大仰ＨＮｦＮ地築剖 ｉＧｾ ， ｬ 持ｾ Ｎ人 世反 ｬ ＨＮｦＮ品 ｩ 耳目紅型協会 ・ 始綜日 ｦ

胞工 ｾ ＧＺ｡ ｾ 姐 Ｑ 設

ぷくぷく ドーム河南111凶 総 制 本 育 館

訟主情辺I 負強主務11

12 

胞工西松姐l設

.5 

設計 ニュージェッタ一級k. I 探凶1務所

ｾｾｊｬ関西目 ｉｬ￭ｬ［ エンジニアりング

胞工鴻 ｩ 脳孔 ・ 銭 ｾＧ Ｚ ｩＪｊｬ Ｇ ｬＧＢｬ ｮ 辿［Ｆ Ｎ 安雄総 ｦ ｯｬｴＧ ｾｬＮ 、間企業ｻ本

アノレザ泉大jjl! 駅如也区第一種r! i働tJ!..i' i}1封l発司喋 … 2  

ＺＺｬｴ茸ｼ盟主ｊ｝ｪ｛ Ｚ ｊｊ［ ｶｭ ｬｊｉ ｾ￪ 研究所

』阻; γj "I' _[務J占

住友海上名古屋ビノレ ・しらかわホーノレ

初日↑ j荒泊[ : 11!ill泌11 ・4片山民

1広c 脱1.:，. 竹中・熊谷 . H来 ・矢f凶 iおJI，I司fe業{本

同平日火災フェニ ァクスタワ ー

7品企|既日1: 1' 1正I! お11

っ
J

》

5  

-・・ 4

施工。鹿 Ｑ ゐＡｩｬｬ ｾ企 ・熊 谷ｾ ＡｬＧ 長谷 ｣ コーポレーション ・ 佐藤工業・京

制 ｲ Ｚｴ白深 ・ ｊ 酬工業 ・ ｉ 韮 ｩｩ ｻｾｬｬ ・ 幸町 ｩＪ Ｑｌ . 戸口l処芯t J V  

・業務ビル

丸善道:11妻lll] ヒVν

務II室主理 制 |対立高約|ヲl符育所

施工。おtA組

中音I1電力小牧滋業主i庁・小牧1Eカセ ンタ - .......・ e ・.....3

認可; 伊藤姥築7幻|事務所

監理・中部ＱｴＡＺ力名古極ヨ ￛ ， Ｕ 仁 統制民鴎［ ｾ

1但= : w:包 ・太陽 ・ヒメ/ 共阿波体

..3 



三 時1岐阜本社ヒツレー

お; f1整理刊休雄投ー繊維築土"1' 1務所

胞工・吋作以E設

メニコ ン新本社ー

お11監理。骨嚇越築協m司的所

施工i 1' i 7Ml l 設名古座: x. r;!i

車問自却IM'&!費財fi合会館 est

おll'h広E 竹 中 ｾ ｕ 青山

号

ー 3 I  おｼ故現地蹴 ｾＱ

胞 工 鹿 島 才1"1・日本国土開発 ・口信共同企業H三

錦 見 は な ぽー とブロッサム

3  I  ｾ必 ｼ盟関日建前ｼ

胞 工 鹿 島 ・竹中工務1占・三ヲ|建設 . Ｎｲ ｾ付税 ｉ 設 ｊｖ

. 健保 ・老健施設

同

ぢ

5  

3  I 松下' 屯排他制剰余草且合ノザヒノレズ大|仮 0 ・・ ・ 2  

7お 1:盟主迎 双i足踏↑

施工銭高組

号

事 ｉｉＺ ｾ ｐｉ 湖 ＱＯ Ｒ ＴＹ 駄目別 ＨＮｦＵ ￭＼ｻＵＧ買 ｦ ［ｪＺ，鉱山昨 Ｏ ＲＴＹＹ 新総 見小判 交 Ｏ ＲＵＰＰ 西

が| 町小学校/ 250υ ミ阪l(.f立I'¥I?; 高等学校/ 2502神戸団地冷蔵(附令

蔵合 Ｑｩｬ ｖ ＲＵＰＳｾ いづるスリ ーナ インシヨヅピング セ ンター 1 0  

2504)j 11府コ ミュニティ ーセ ンター/ 250:;公立合制施設整備事業灰

尿 小判捌線却下 Ｏ ＲＵＰＶ わらべ館山盟問館、Ｎｲ Ｎｾ ｲ ｒ ｲ 叫おもちゃ

館' ) / 2507ニチアス材試合制問IU支j占/ 25087 ロレスタ ・ミオ ・111

111池公同/ 2509.大阪府i也IlI f恥他γi ml l i 支所/ 2510リベール明石江

ｾ ｉ ・ ヶね Ｑ / 2511Y  7 ィアコート / 2512セト ノレコ ー トl的 側i築 工 事

Ｏ ＲＵＱ 捗 ｦ 木市立 ｲｪＧｗ Ｂ ミュニティセンター Ｏ ＲＵ ＱＴ 本広 ｾＱ ｦＱ 生場庁舎名古屋タ ー ミナノレピノレ桝ミ式会社オ、オ笹Eb ・守......・ 0 ・3

7幻 l'If.i FJ l 東海部11 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 繰生苑

おm主恩苦砂i 姐探; 盟主問機所

施工戸問主II 設名古届刻苫

3  I 印 刷 ( .. .. . . . . . . . . . . . . . . . .  ...... ....... . . . . . . . . . . . . . . . . .... .. 1  1  

ｦ 島工笹ねピノレ ＨＱ 閥、Ｉ新築 Ｚ 印ｾｪｊ、間企刻本Ｈジェイアーノ哨淑住

設 . ＩｾｪＧ 沫姐Ａｾ

アーパオ、ァクス街地ピノレ

おaJ- : Ｑ￰ ｲ 建築おｬｉＧｬＮｉｾ務所

監 型 倒 地 築r&1ll 司1務所アーパオ、ックス一組処築士<Iq; j .所

4  I 特別 養 護老 人ホームネ11¥港闘しあわせの 家

お11宣主型 ーNA K姥 鯨l嚇 所

間 協 力 対 棚

251抑制i I 広校総州側u副湘十I i センター/ 251倒t :1L州市立北九

州、Ik ' r-"本自: : /25177 ジグラン安芸/ 2518篠山法務支局/ 2519-)<:阪

10 I  凶 公 ｾ ｉ 、職業主 定所 ＯＲＵＲＰ 八尾市立西部 保育所 Ｏ ＲＵＲｲ 特別事告滋老人
ホ ー ム Ｑ ［ＱＺＧんてん ｾ ｖ ＲＵＲＲ 久保山斎場 Ｏ ＲＵＲＳ Ｎ三 五 ｬ 生 ｫ 阪支底ピノレ Ｏ

2524} j 国訓L15シティホテル ・・… H ・0 ・0 ・・ 0 ・…・…・ 0 ・ . . . 12 

施工お桝且
施 工 お 榊u

新藤田ヒツレー ....5 I 老 人f細 腕設 若山荘 ・ ・・・・ ・・・ ・・・ 11 

総11笠iF. J l 大1孤主設対収支1占

施工均以住設大阪支1;5

務11監理ジャス

施工 ー司U法皇設大阪却; 5

N T T  Do C o Mo 中国ピノレ …5  I ・駅 舎

泌11熊 取 エJヌ ティ ・ティ 77' / リティ ーズ一端槌築士事務所

'1'1重|支1;5

|阪急、宝士ゑJ択および高架下庖布li i C ・コ レクションJ 1  

訪日1銑理阪急電鉄 ・阪急エンジニアリング

大 先輩 に聞く

波 部 貞 治/ 稲木裕子・ h ・a ・-… ・ ・ … … . . . ... . .. .・ 。

Gal l er y 

時11日の出[ れを感じさせる 空間1 ( 談会| 野 井1iX.正) /) 11上施工: コわ榊且 ・共立止h話回生|百恰業体

ニ ッセイ 奈良若 輩 ピノレ

胞工竹中土木 ・竹中工務1;5;!1，1司企業!4<lt か

。| 泉北高速主地平[1泉<1唄 訳 8  I 上回汗 ・ .... .. ..1 

記11笠iFJ l 対欄i

施工対欄 ・村 本主 ｬｬｾ 跳間企来 Ｑ Ｔ 三

佐竹広島料i ピノレ

: i l t1i ' l 監理: ゆM主稔Ib..%到苫一級i l l i <- J : ZI場所

胞工 w制 服 広 向 支1.5'

. 銀行

十六銀行名古屋ヒツレ

誠司監理1: ＱＳ 姥 Ｗ 必 卜 ＡｴＮ ￯Ｕｾ 量

施工・ ii' t/Ml l 設

初出1] 1[ : 安井起立高指| 王附jifr

地工夫休・百体 ・減也 ・奥キ柳jj!I .1サ獄洪間企業体

12 I  ・その他

( 俳 f テライト三田工場 一 ・・…ー ・・ ・・ ・ー・・ ..1 

ぬ ｾ Ｍ ｉ Ｇ 底辺日長 ｩ 獄計

施工金山工務庖

・.3 I 産業技術記念館 3  

7昌;: 1張型竹" 1'工務j占

J l 石鋭の 家 ( 設計 : 笹 木 m) /前川治彦 e ・e ・e ・e ・-・ 0 ・ 3  

ik山閣の 家 (設 計 生山:r-!ff!J.t) / 杉 原 繁 ・ 4

ホテルリニュ ーアノレ( 設計 : 柴田嘉 夫 ) / 赤 木 隆

ー 5

S A C K ON ( 訟守1- 平 山給資) / .川 上比家 子 ー .. .. 6  

K 丘II Oj指 1- :  Macgaf i n and Part ners)  / .士曽田俊哉

7  

枚方の家( 設計. 岡山市普久) / .尼 崎 久純 白一 ・8

愛 間 荘 ( 設 計 : 宮 本 佳明) / 富田 昌義 9  

ますしんヨf: 1;5 3  

おll'l位型 竹中_[ 務1占

施工 ー竹中 ・大林清水骨嚇共同企業体

ミキモト真珠烏

F幻|施工 . 鹿島

3  I  ;;ミキ恨l¥1誌の緩歩( 設員 |ー: 叩沙正弘) / i腿成挙ぴ- . . . 10 

日時→ド日 'I¥;f; 空間 のI)I'W' ，(設計 前 谷 貞 嗣+ 前谷久校)

施 工 竹 中 工 務，g. 金子王;期生同企』淋 竹中土オ吋F. ITP竹税宝寺

設計施工竹中工務1苫

3  I  / 倉洲活字F子 ・ . . . . . . . . . .  ..... . 11 

4  笠 郷 郵 便 局 ( 設 計 ス ペ ー ス ク リ エー シ ョン松田 司)B AN K  OF  CI-II N A  OS A K A  B R A NCI-I 

おl I ' ¥t 型耳抑制i鯨'l I務所 タキイ Z重荷亀岡センタ ー

認lH夜型 : コk;I，f&吐

7  I  / @; 上似性- Jl II... .. .. .. .... ....................... . . . . . 12 

施工: メvf* ・竹中ill 設工.<1可制司令ぷ計本

あさひ銀京者11ピノレ

加| 監理 。制 |強 築 即1' <1"務所

総イI : *-f2al ! 設 ・藤木工務1.5'共同俗新車

. 住 宅 ・7 ンション・社宅

クラワンハイム移ザl

: i l tl i ' l監思:指11美加11

施工チ' * 叫1設

大 ｼ 坂有線放送 ＱｩｬｬｾＱ 天恕
お11盟主迎 。A A A総合設計

胞工汗作除草7北大阪支J;! 'f

メソ' ン ・ド・ フェニァクス

お11蛇型・制美樹11

施工 。 聖 ｈ ・Ｚｴ ｾｦｩ 紅業

. ホテル ・リ ゾート施 設

5  

2  

7  

リージ. ヤスクレス 卜コツレフクラフーロイヤノレコ ースクラ

ブツ、ウス …ー ••• • …… ……・ …… …・ 2  

淵 ; ア ジ タJぷb支1，1'1一組 II築士<1嚇 所 E D2インターナショナ

ノレ

lli<現 : 7 ジタI1;; Mi x);l; 一級品i築士'<1可育所

施工 。アジタ広，r.- ijXJ.!i

上越ワ シントンホテノレ ー 一 … .. .. ..... ..3 

総計施工竹中工務l占

ランズピー ひ るがの ...・・・ ー・… ー・・ ・・・・・・ 0 ・3

部制。骨嚇挫築?必li l嚇 所

¥tFJl :  '1' 剖i屯; / )岐1住友1R工務，ft l泌l築課

施 工 対A株w.

MB S 劇 場 ーー ..・ 0 ・・ー・ ・・ ・ー・・・ー ・8

企画訟111 劇団四季

調 | 施 工 対4組

下関市制江田T駐 車 場

部 1' : 日迷路 1

1乾理 問剥市

胞工 。石川f0l，高隔宣江業 ・友III組 ・初氷挫設 J v

スケッチフ。ック

..8 

ＲＴＴＨＩ 侃 阿シティ銀行ｾ院寮 Ｏ Ｒ ＴＴＱＷ ォードエレ ク トロニクス Ｑ Ｑｉｉ発

センター/ 2442} 11下機工新干上屋/ 24430，:: ' 中市営l服部四H完 / 2444

H' ，光興脳俳It海道製ill 断プロダクシヨンセンター/ 2445キリンピー

ノレ凹悶卦t . r グレイス崖ねJ / 2446文芸セミナリヨ章線江<IV 2447

日本幸雄株式会社西部自 ｬ 際研究所 Ｒ 号館 Ｏ ＲＴ ＴＸ 京 ｾｴ パンジポ Ａ破

防V 2449.三菱重工挺附申戸造船所沢z九寮 FbI V2450松 卜電子工業

(悼蹴i皮工場

2451久儲米7有消防本部消防者庁舎/ 24521剥西消回C "l滋虻篠棟E 号

館 Ｏ ＲＴＵｾ 期菌学 ｦｾ 犬学第 ｬ 教授研究 ｦ 静雌 Ｏ ＲＴＵＣ ＱＱ 耳 ｸ ｬｬｩｊＨ ｾ 社会保

険制禁糊 ｩ 伎 ｴｬＮ［Ａ 左金 Ｏ ＲＴＵＵ ｕｃｃｾ ￭＼ ｩｬ￯￬ｴｴｩ 勘 ｉ 口 Ｚ センタ一 Ｏ ＲＴＵＶ 餅 柑愉 Ｔぱ百沢Z  

市永l問H地区セン3タタ一/ 245幻7太F防L品t家具本1応目苫5/ 2μ45釘守'i .l上I:tや判仲'1中l' ゆ宮出凶凶IJ地也公衆

トイ ν / 245臼9拍白印j川11防夕コ

246“州6臼l吠大 勘 同2閣言罰1日欣文化伽司研f開焔郷e棚防附陥附斤脳営紅工到Z司lド( .... .... ..............4 

2例46臼2凶宮市公共駐I耶1ドI品場.)/246臼3カ、一デンコ一トけやき / 2μ46ω4'.1' 筋駅

施 工 汗 休 ・金子 ・飛騨;) 1，伊恰業体

CASI Oヴィラ ・コスタお禁

前11 - 施工大I品主主設名古屋支1.5'

iii jピノレ/ 246坊i木市立抗ヲ| 市民体育館/ 2466シノνノぜーノ、 ワジング

3  ｉ 早川町 Ｏ ＲＴＶＷ Ｎ品 商同党山保育 ｬ 麹 Ｏ Ｒ ＴＶ 鉄腕 ｦｦ Ｎｷ ｲｾｬ 完 ｕｩ Ｎ焔ｴｩ［縦縦

担I l 渡り廊下十必 / 2469マノレキン家共本社屋ヒ‘ J レ/ 2470 ( 仮称) 平;

木曽駒市原山の家

誠司施工。大成品1設名古屋お;5

家族旅行村ビラテ。ス ト今津… ・

蹄 |盤忠徳岡品克雄築論a1'llI務所

胞工Ｚ桑野ｬＪ ｬｬ ・ 杉ｾ建設

・・・3 1 n氏リース庖舗i/ 2471平野社創軍事史事務所 •.• ••. … 5  

2472J 101J i 有ひまわり会館/ 247，阿野樹脂工茸矧折生H朴毛/ 247付Eぬ

.. .9 ｉ 邸 Ｏ ＲＴＷ ｓ［ＺＧｾ岡 ＱＱＱ 美附ｩￌ Ｏ ＲＴＷ 冊。馬印刷明 ｈｅ 結び Ｏ ＲＴＷＷ 史跡 Ｑ Ｑ［［

神戸港. <1' 突堤先端情Ir再開発事指:'1値'1(千111戸メリケンパ

ークオリエ ンタ Jν ホテ Jν ) ……
............ . .. .. . . . 10 

ね城跡二の九 平t也、 $rll 甘件、太鼓祢/ 2478ホテルセントノ ーム京

都/ 2479ららぽー と守山/ 2480DeKKY40ν 2481;' ;:; 11IJI日立呉羽

r破七ミナーハウス/ 2482室谷判十ピル ー ー 6  

248o，.;:;iJ.llH章市 11文化ホーノレ( ミラージュホーノレ) Ｏ ＲＴＸＴ 縞岡市 ω ｉｾ ｴ

づ〈り センタ一等複合地下北ｾあいれ ふー Ｏ ＲＴＸＵｊ ｜ ｜Ｎ 立 ｾＧＺ［ｉ 肱お校窪 日 接交

流ホーノレ/ 2486コモンシティ墨田アス テージ/ 2487il:! 路工業大学

附 Ｉｭｾ ＧＺｪ 等学校寄宿舎 Ｏ ＲＴＸ 眠闘 ｪ賄 Ｑ Ｑ車 ｩ巨 ｉｉ 叫 ｬ性 Ｔは Ｑ立工 日 ｆ市 ｊ与石羽ぽ杭 ＱＺ Ｚ鴻 Ｚ

紘11盟，FJl : 竹'1' 工務'，5

胞: c :  ｴＧ ｰｬ Ｇｬ Ｚ ｾ 青山 ・ イチケン共 同 企来体

・商業施設

ザ ・モーノレt凶各・…

前 ｩｬ ｴｬ 乾恐Ａ杏村組築 主 ｉ ｾ 務所

純工五制巴敬 ・制 口組長問1 e:業体

ラパー ク岸和 EEI ・ ・・・ ・・・ー・・ … 2  

カガ。中上/ 2μ49ω0住毛宅:9幻30肝7/ 2μ491ドと討貴E弘法土去♂人大阪招』ねb学|附剖z即別lリ16町館I官14 I守予/

249幻2色ぬきこ E もの図「μtわコバ〈わ0，児己霊責飽直J ......... .. 一.........….い...8

249幻3山口 l県I匹Lセミナ一パ一ク/ 24941.五L向:'JI県l日;立{保呆飽柄布制l短Jt却期u例j月1大学/

Ｒ ＴＹ ＵＱ［ Ｚ， ｴ 脚立看護制伏学 ・ 開ｾ寮 Ｏ Ｒ ＴＹ 臼 ｉｉｉ か ｬ 哨 ＡｚＯ ＲＴＹＷｊ｜Ａ Ｎ￯Ｂｌ

W 

W al ki ng  12 ・辿 築 家 お す す め デー トスポット一石井

修 氏/ 稲木裕子… … … . . . .. . 一一 2  

Wat c hi ng 12: 都 市の 風 景ー 海 岸 線 の 動 物 た ち / 糟

谷市民.， 日 ・・ ー e  ・ 6

W 巴Ic o ming 12 座 談 会- KIX に想いを寄せて / 高

紙 鹿子 ... . . …。. . ・ 0 ・ 7  

W alki ng 13 : 建築家おすすめテーート スポッ ト一 吉田

昌弘 氏/ 平静仲間c .......... .. .... .... .. ...... ...... .  .......8 

W elc omi ng  13 : 座談 会ー 女性 経 営 者 の 目 か ら み た

建 築家像 と 女 性の 出 向見/ 但 野 洋 ・塚 口 l明洋 9  

Wa t c hing  13 : 者11市 の 風 景 →1守 代 の ス カ イ ラ イ ン/

f43谷浩史 .. •• . ••• •.• •• .. ... .. .・........ . . . . . . . . . . . . . . . .11 

bei ng  

がんこ 一 徹Ｚｌｾ ｟ｪ量一 大大家 ｕｾｦｴｩ I:. I;!; 子/ 市 術 関 子 。

学 生 の 頁

lドJλ、M雌証』脱t配i との戸ι刈、.tJ.談生を終えて一3 つの紡*糊哨t告一( 側|閑剥丙主叫挫l住i築

(da心)) .... .. ... .. 一…e一 …. υ . . .….一.. …@υ . .  リ…...…@い……@υ…@υ . . . .一. . . . . . .  .. 2  

ギヤラリ一〔ωc1a且心) ? (姿のあと) (1剥丙挫築乙F詫伺4引|脳当E而珂'1 (cωc1a)) .. .9  

書 評・ブックステーション

. 書評

住まうことの さ ｾ ｕ 山 地主とその却年をｲＺ ｬｬｪ 場所謝内ｲＮｬ ｬｲ ｬ Ｑｩｬ ￭告ー『ゲニウ

ス ロキー処築のf対象学をめざして- J クリスチャン ・ノノレベルグ=

シユルツ者、加l磁調593 ・m崎W封切V l jij 1i 1出11 ...... .........2 

*l 獄tデザインとマ止、ジメントを考えるための啓議行ー 『姥設プロジ

ェクト細切ジョン・ベヰット軒、情m似: nll .舵v o! 、プロジェタト 7

4、ジメント日脱会訴し/ 合i坂秀三 . •• . ・・ 4  

｝Ｚｴかれたテーマ隊態 ・ 機能川悩 の融合 ｊ 一地築デザインｬＺ ｾ ｩｙｊ 十五遺

骨li刊打I J j ;H:I! II. 栴丸三R附耕一/ 其縁遠夫 0 ・・・ e  ・・ 7

処集合{l ril のT同白 色t 開岬帥伝える' ぷ貯 :' - rioJl:築:iti ifi ゆ 災 問 ill 築

ゴ在日fゆ災践編集委H会編/-1( IJJ;1土I! II .. .. .. .. .... .. .... .. ........8 

w下λ " を楽しく競る述築" 紀行ー 『ヨーロ ッパの槻 払 臨』伊藤

紘務、芥111郁夫院修/ 池干 l干I隣 ・ ー . . . 11

. ブックステーション

rr.r lifj 刷 l'の;; q組 t 展望J ' nω原義郎J ' r木造 3 階雄パーアェクト

77 



マニュアノレJ .  fj ，耳、民の点からかみJ . ｲ 雄策 ［ 人務者の有ｬｴＢｾ筑 Ｑ Ｑ 入 ｬＢ ｪｊ ・ |  ・i1J音

号 号

ひとにやさい、 ト イレのｾ梨準設計 一大阪市 / 安井善

2  I 次 ・|仮木品令 ・近隣正- .... . .. . ... ...................・ e ・.5『 辿泌総ｾｾ ［ マニュアノレ 』 ・ 『 コンクリート Ｚ ｛Ｑ巧むる ｊ Ｎ ｲ 新 ・ 処鮒 ｉ ｙｾ 足 ｛ＱＱ ＺＱ I  音のデザイン/ 卵!昔日 潔

樹 M会党 I J

Eω11紀i:t ノート1・f7ーキ ・フォーラム in OSAKA2.I .  PJ削込色

彩自由自在』・『デジタノレ アーキテクト 砂3J ・2  

『わかりやすいエポキシ怯湖町J . fイラストでわかるピノ内i ' j - . 仰 ・防鼠

Il }j ! l . lの技術j . ff. llili 生 ￟ 築 Ｚ￭ￍ＿Ｚ 同 ｉｾ ｉ 発マ ニュ アノレ ＧＹ ＴＮＱ ・ ｦ ＧＹＴＱ［［ 官総

悶 ・ ｦ 鉄 Ｑ ・ ｉＧ ｬ ｩｾｪ 立 Ｇ Ｑｩ 訴ｾｩＧ ｘｓｊ ｪ .  ｦ イラストでわかるｾ｝，ｾ［没 Ｈｩ￺ のメンテナ

ンス』・『アウトドア ・クラスルームj ・fill 築と淵it技jof怖のためのエ

レベータ ・エスカ レータ訂1"叫 ・・ ・・ 3  

f苦闘盗主のブ'.ii:/，iili出11956J ・問 ( m築集成 集合住剖 . ftki 車住

心、判 . f1l : たちのi出 ヲlilWJ ・0 ・. .....・ 0 ・・ ・0 ・・・ 0 ・… . . . .4 

w諜家のドローイ ンク1 ・『木のいのち木のニころ( 人)j ・fU本の

芙押ぬ:j . f;必i物が綴れる里IHli J ... ... .. ...... ......................5 

折・建築入門j ・fインテリア ・デザインの工斗:J . fV叫L忠太一Jリ肋

幽 ・『鉱泉の底火J .  ... ... ..... ... …  ー …  6  

問。'j( インテリアガイドJ .  r美術処築r . 'li ・'1，¥:1瓜栄li':泊 ・f 1主£いの論

理』 制i築人物? 刑制 ....・・・・ 0 ・・・・ 0 ・・・ 0 ・7  

f(カラー版〕向洋必築f ，J e式J t J . 肱判決浪災復興市民まちづく り

V ol. ]j .  ｦ それでも ｩｬｬ て ｴｾｬ 、家 ｊ Ｎ ｦ ロスト ・ シティ ・ ｔｏｋ ｙｏ ｊ 8  

fl .Q(" ¥: 建築集成/ 教育施設H 必1築JiYI造入I"U・fl .Jl fl::' fIl H.¥11ニ宅の

刊 ・限 (七処総長成/ スポーツレクリエーシヨン施刈 ・『ハウジン

グ・デザインJ .  fアーバンアート J .  f$' 同人1:tI，5と免税する倒 ・f?"

Yーン汗ツトワークシティ 1 ・0 ・0 ・… 0 ・...."・ 0 ・..... .. 9  

f初めてのインテリ アコーディオ、ーシ ョンj ・『三井の土地と ill

築J . f I ] 本の匠J . fプライパンーの境保紡唱・日Ildill 立境テずザイ ンJ .

書史物訟「姐ｾｾ北五利 ｊ ｊ Ｎ ｦＩ ［Ｈ相 ｴ ・ Ａｩｬｬ築と色彩日 ｬｩ 而 Ｇｉｾ 宙 ｊ Ｎ ｦ ，建築 ，ｾ， ｩ 明 Ｑ

03J ・『バプリッタアートカ可軒を訴る1・『中空スラプ; 占'JI- '}!l覧J . fill 

剣上上材ガイトブック 199司・『ビルディング ・エンベロコt ' J 10 

『 神戸棚 ｬｬ ｬ￯ｊ也図 Ｏ 大阪 Ｚｭｬ ､ ｵ 也ｾリ 『インドJ也必紀行J . fアーバンエ

コシステムJ ' fr . l l Tl i 凶撲の解消干:J .. .. ・・・・ 0 ・。 ... .・ 11

f糊 l制 刈 fl . J l (1;1阻1I訂正/ JlWl-' i ・ホールJ . ｲ ｫｊＡ設業のＡ則 ｩ ｈｩＩｾ［ｊｬ ｉｾ と

%が74で思H ノ、ウスアダプテーションJ . f;他物を美し〈する新い、

知識J .  ｲ 椛 Ｚｪ ｾｊ ｉ Ｇ ｲＮｲ Ｇ ｉｊ ｲＮＧでＧ￯Ｂ， ｉｾｪ ＮＺｫ Ｑ 川』泣 ｊ Ｎ ｲ 企業＼Ｎ ｬ Ｇ ｬ ｩｦｩｦｾ ド の ための総介

ｊ ｬＡＡｩＮ ｶＮｭｈ ｬＧｩｾ は Ｎ r  b  ( ざいと5' ，1; 免1 ・ ・0 ・0 ・・ 12

光がつくる風合の世界

. 総論 I

EI;本建築における光と空1/¥] / '1

'

村 両生 ー ・・ ー・ 1

. 総論 H

近代の光の起源/ 前|壬目、
fJ'i: .. .. ......... ......・・ ・1

・随筆 「光への思いJ

百!J.I品!への思い/ 寺前 節|週 ・ ー ・・ … ・・ ・・]

現 (-¥j 照明考/ 土 井 l明

11.刈匝l考 ・大阪の夕焼け/ 金 秀 吉 一 … ・ー ・]

光へ/ 紺 巻 盟 … .. ...・ e ・. . ...... .. .. .. .. .. ，.. ....... ..1 

光の記憶 ・光の{柑主/ 近FEI 玲 子 一 ー・ ........ 1  

舞台)照明はフィクション/ 木 村Etd火 ・・ … l  

人と光と Eii 物/ f.尾井宏修 ・ ・ ー … 1

光の芸術 Ｏ 小Ｎｊｬ腕 ｩｪＨｾ Ｇ￯

・事例「光がつくる空間の風合」

住友製薬ｬｩｊｦＨ Ｑ ｾｩ ｩｦｲ Ｏ 日 建訟判ー… ･ ・ ･ ・ＮＮＮＮＮＮＮ Ｎ Ｎ … ... .. ...1 

T BS 放送センター/ 11本 設;i l ・ ・ ・・ ・・ ・ 1  

omv 北島道生 .• •.• •.•. ・ ・・・・ ・ 1  

千里朝日阪急、ヒツレ/ 竹1' 11工 務l占ー ー・・ ー … .1 

. 総括

光がつくる風合の世界/ 鈴 木::1' u1ま ... .".. . . .  ・・ ・ 1  

音 一 一 騒 音 か ら 操 音/ 創 音 へ

. 総論

騒音のいろいろー ちかごろ気になる音/ 相日定泰 2  

・騒音

戸 建住 宅の騒音I矧ミ/ 小品|十l紀 夫 ・・ ・ ー2

・嗣l振

浮工法/ 平 野 滋 ・ ......… 1 ・ 2  

ｬｉｬ ｬ 片尉制 度の特性 と建築材料として の述 ｩ ｊｬｊＯ隊 ｋＨ￬￉ｩ ｾｴ 2  

欽'，:j 階段と騒音につ いて/ 布 lリ附1111.  ｾＮｾ橋正 ｬ り ｊ ......2 

・遮音

宴会場と移動l ! t / 線 上 汗j' ............. ・・… 2

機十政式駐車設fiili の騎音声、阪/ !-!!J Eli ;i夫 .....・ e ・... .... 2

・吸音

対 ｴｴｊＵ アノレミニウム ｬ 吸音内装材 Ｏ 岸 ｛ｅｬ ｊ 勝 ｾｌ .  .. ..... .. ...2 

耐 l長性グラスウ ーノレ/ ) 協制点一 一 一..........2

. 防音

パオ、ノレ工法による防音室/ 富士田他志 ... ...... .. .2  

・操音

ｐ 怨 ｾＥ ｉｊ 術 ＱＯ 小川 有子・ 一 一 一. . . ・ e ・...2

アクティプコン トローノレによる騒音の{邸成/ 高 橋 総

ー 2

78 

飛騨・美濃ーまちの活性化と地方文化 | 接合一ーよりシンプルに、確実に

• T  okai  S ket ch Book 

東海の来li建 築 5点 一 ・・・・ ・… ー…. . . . ・ H ・3

. レポー ト

・飛騨 ・芙i農地方にみる「まちJ の活性化のJi) )き

一 「司掛〉ド坂ふれあ L、の主張J イベン トと活性ι /大林

修 . ....... . . . .. . . . .. .. . . . . . . . . . . . . •• ••••• . . . . . .. .. . . . . . 3 

一手|級車古川 まつり会館→云統文化I : III Tづく り/ 加藤l時

夫 ‘  一一 一 一一 ・… ・… … ・・… … 3

- 7)<のまち 「郡上八申請j の創造/ 武藤l笹川 ー・ .. .3  

・事例紹介

. i.':;山l量台会館

一 「展 示j か ら 日呆存展 示」への試み/ 水口登美子 3

一部 山屋台会館の設計につ いて/ 小俣出歩 ...........3

. 高 山陣屋

- Jf-)j l1i陣屋I ' itl l何 姑 」 新 知 玩/ 相 ;J凋併合 3  

→窃山巨|屋 iNl fti 生宅復元設計について/ 栴岡 懲 3  

・起し太鼓の旦

→ ｬｾｩｬ 古 ＩＱ Ｑ ま つ り 会館の設 計に つ い て Ｏ 平田欽 也 3  

- 1 ' 司凶l!j，- の匠文化館J 企画か ら建設ま で、/ 古|王|桂三 3

. 岐，'，I.m大手11町古今伝授の旦フィーノレドミュージアム

- J N: 史 ・文学 ・自然カ羽虫合した111] づく り/ 金子徳 彦 3

- { '抑 制IJ る/ 瀧 対 ミ ・e ・....... . . . . . . . . . . . . .  .. 3  

・飛脚 ・2長波の工芸技術を支える人々

斗 ｩ 幼時Ｚｽｾ 塗り 師 Ｏ 野川手 ｵ 彦、宮大工 Ｏ 八野 l明 3  

・Ns K I 則工|姐

一 自然と共生する胞設/ 金田光夫 ー ... ... 3  

一司 瑞 棟 ・ホーノレ棟の設計につL 、て/ 消 水 ユall .・ e ・..3

トイレから見た都市文化

. 序

トイレ、その昔 /々 李家正文 ーーー・・・・・ ・・・・・・・・・・・ 4

. 文学と トイレ

文学作品て綴るトイレの文イt . / I. lil 峨J ! i J

・まちづく りとトイレ

4  

. 総論

秒Jの 接 合 人0):接 合/ 本多II {:{ - … ・ ・…. . ... . ..6 

. 各蛤

T S G相制止/ 大 様 悟 ・ ・ 6  

カーテンウオ ーノレlj j(付 けmワンタッチファスナー/ 古

風 IJ 之 ・佐 野 敬 ぃ ー 一 一 ・ …. . . ・ 0 ・6

メタルカ ーテ ンウオ ーノレユニ ット工法/ 岡松武文 6  

鉄 筋 こぶ定着法/ 村守附l EfE ' 宮下1昭広 .... ..........6 

合成スラブヲタッキプレート 取付工法/ 星野好孝 6  

改悠ヨ Ｚ ｾ ｉｊ におけるタｪｊ ￡ｴ Ａ 初 ｊ ｦ 喜 ｼ 坊」上 ｇｎ ス ー パ ーピ ンオ、ッ

卜工 法/ 全国 ビノレリフ ォームtZJ，同組合連合会 。
面フ ァスナー/ 久野4昭彦 ・ ・ … ・ e ・- … 6  

7oft タイノレの施工法/ 新1旧 制。. . . ・ 0 ・一 6  

あと施工アンカー工 法/ 住田好史 ・ ・ ・・ 6  

ユニバーサルデザインとは ＭｾＧＩ多〈州こ岨指 ←

ユニノf ーサノレデザインー すべての人 によりよ し、環境を

/  Paul J ohn Gr ayson  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .・ e ・ ....7

ｻｾいやすいデザ＿インへ のアプ ローチＨバリアフリーか

らユニバーサルデサY ンへ/ 棚田明裕 ー .  . . .7 

色によるわかりやすさ- . : 1 . ニノf ーサノレデザインにおけ

る色彩 のf気I f l] / 日原もとこ ー ...... ...... ... ...7 

ユニバーサルデサゃインのH胞 点/ 古切師走 7  

身近なユニノ f ーサノレデザインへの取 り組み

一公 共 施 設/ 問中直人ー .•••.••. . . . . . . …. . . ・・ 7

一交通機関/ 木 村- l} j ...... .. ..… ... ... . . . . . …・ ・ 7  

一 住 宅/ 後藤義19'1 ・・ 0 ・e ・e ・- … ・・… ・ …  7  

ー プ ロJダク ト〆松下官民二 7  

共に生きる さerm、皆で住まう渓蹴一一ユニノf ーサノレデザ?

インのヰJL' 宗/ 力11藤 力 .................. ... ....... .....7 

私 の 空 間 作 法 一 一 会 員 作 品

S UGI T A/ 坂 口IIJ j洋・ ・ .. ... .. .. ... ... ...... . . . .8 

福祉 のまちづくりと トイレ/ 田中直人. . ・

大阪の トイレみてあるき / 吉中;J'1{ 佑

... 4  ｉ 国立協断 ＿年 の家浴室 棟・講師悦 ｖ ｊＱＱ 木俊 ｾｩｬｩ ......8 

・ 4 I  SU N  UT S UMI  ＵＰ Ｏ 印 ＱＱ 絞コ ｾＡ ｲ ｬ ... ........ ... .... 8  

公 共 トイ レって何 ? / 小 iili 久子 4  I  i争るりシアタ ー →1E勢111'1' ふ るさと会館/ 加J蹴 i'i - ... 8  

- トイレへの取リ組み

釜IMfil 'i のffi l :史 トイレ/ 111本文jfj ・ .. .. . .. .. .. .  .. .4  

宇都宮市の 「普芯; の トイ レJ jlJ lJ 度/ fg]1I王l背niY:¥.........4 

合吉 r]'i ー まちの機能をトイレに品Jl み入れてー/ 佐々木

司n .  ...... ........ .... ・0 ・・ e ・e ・.... ・ …  ....4 

公共 トイレ建築 Ｍｩ Ｂｒ ｪ 槻花し ょうぶ ｬ 主 ト Ｏ ｩＧＺＡ ｪ ｦ ｪｪＮ，Ｇｩｅ ｾｌ ...4 

機能性 ・快適性への配慮ー京阪屯鉄ー/ オc卜l純 夫 4  

革ff被 駅 の ト イ レ 改 修荷 海 屯欽 一/ 取林光夫 . • 4  

悩菌性と 美監 ｒ のｾｲＺトホテノレニューオ ー タ ニ 大 ｼ 坂 ー

/ 叩 悶 浩 ー ー …. . . ・ e ・. . . . . . ・ 4

・世界の トイレ事情

イギリスのトイレ事情/ 検問隆司 ・・ 4  

サウジアラビアの現代トイレ;;: J市v 字杉J ' . ( . .. .. .. ..4 

インドオ、シアの{ 先而所/ M A  Y A  A NDRI A  NI R.  

AWAT I . .  .... .. ..... .. .. ... ...... .... .. .. . ・H ・H ・........4

シンカ、、ポーノレの トイレ管理ν 稲 田純一 一一 .... .. ..4 

'1
1
図の トイレ事 情/ 梅 林 一 4  

ブラジ‘ ノレの洗面所/ SI MON E  SIL EN E  DI A S  

S E A B R A  . ー 一 ..... 4  

統 合 ・可変の韓国のトイレ/ 李 町井rIi ・・ 4  

- 世界の トイレマーク

須 謄1百合性; の家/ 松 下 好宏 B  

M正11/予V'rf !R笥白也 .......... .・・・0 ・・・ 8  

T he  W ｈ ｏ ｬｬ ｳ･ Ｏ 吉 本 ｊＧ ｾ祐 ・・ ・ ・・ 8  

ら いこう庵 Ｏ 村 宜保 ｾ ｕｾ ..... ..... .. .  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  ...8 

*-z':7. ドi J J t?fn院 第三行:ili: / 八木日ザミ ・ 8  

エ ムズ‘ コート / 鈴木隆雄 ・・ 8  

〈 ず か わ 茶 狭 寅 や/ 岸 ー ー … … ・ ・ 8

学 校法人池jJ j'学 闘 美 心 館/ :1仁 保 誠 ・・・・・8

モ ンベノレ本金J:ヒツレ/ 三谷手"巳. . ・ e ・- …. . . . . . . . .・ … 8  

和1，¥知符':1
1
みどり ピノレ/ 浅 野 中l'i ・・ … .8 

穂i則11] 庁舎/ 広岡主I ! . 矧E務 所 ・ ・ ・・・ … 8

久万III TI 明中小学 校 ( 改築) / 貯谷年l跨 ・・・・ ー...8

阪南市立西Ｎｲｾ切 ｒ 公民館 Ｏ 森事飽住 ー ・・ ・・・ 8

公捌司会社本社 ヒ ツレ Ｏ Ｑ Ｑｩｾ 織 ｲ ，ｊｴ .・ e ・..... .・H ・ ・ 8  

博多駅前M T ヒツレ/ 志村公 夫 …  一. . . . .. .. . .. . ....8 

ＡｾＱＧ 営住毛主 ｦｬｩＪ 団地 Ｏ 岩柿童文［ ー ・ ー・ . .. 8  

F 邸/ 岩本貞幸 .. .. ........ ・ ・・・ ・ ・一 B  

菓子処 7!?杓11屋/ i'休 弘至 .... .. .. ・・ ・ . . .8 

ヲミ . 1也・人の庭/ 長谷川 弘直 ー …・ 0 ・・・・・ 0 ・8

尼崎i']' j占|ゅ の水 辺空!日J /tl¥'i UJ 浩二 … 0 ・0 ・0 ・ ・ . .8 

Ｒ 万台 寺 ・ ｾｾあか りーライトスケー プ ー Ｇ ＹＵ 森 Ｏ 村 上幸 三
トイレマークの歴史と 地t虻文化/ i也日I} I間一 一 . 4  I  !!j l  .... .. ....... ・e ・- …. ... .... 一 一 8

• Report  

被災H寺トイレの生活文悦 / 池田順一 .. "... .....・ 4 I 新 し い 「 都 市 ・ 建 築 」 の 視 点鳴神大震史欄としてー

. コラム |  

ヰl、の見つけたトイレ 学生 リポートよりー/ 小狗 | 復興まちづく りの枕. #. . 一都市デザ、インから の提言

ヨド・鈴木智子 ・山|冊以二_(!II ・ 4  I  / 安日l丑作 ......... •. •• ••• •• •. … 9  

トイレ空間

. 総論

「まちづくり型復興J の実際- 1JifJ rJ 地の例を中心にし

て/ 布 団 外 0 ・.. ・e ・... ..... ... .. .. ... .. ... 9

芦屋のまちづく りは今一 A Aオ、 ッ トワークの活動営通

して/ 小林 恒 … .... ••. ••• . ー ...9 

人にやさし L 、トイレ空間/ 紀谷文樹

. 各鶴

5  I 者Ili' li住そf3場合の視点/ 早川 和男 ー ...9 

プライベー トトイレ空間を設計する / 渡辺幸次 ・5

パ ブ v-:;ク トイレ空!日1を7訴 |ーする / 山本NドP: .. .. .. ..5 

トイレ空間1の施工/ 金田季良11 ・ ー ..5 

トイレの剥備管理ν 大印阪- J1[S・松岡昭二 ・・・… ..5

・事例

者11市防災の視点ー危機在宅IIの手間 v 室崎故郷 …。

緑とオープンスペースの視点/ 佐々オ喋二 …。

者11了間続と歴史的建造秒r ーその保全 t 訊姐/ 足立裕司

ー…・ 9

tl ! l ) 或コミュニティの視点/ 1日中直人 ー … 9  

都市ライフの字見t主，- l Ji しい者11市のライフスタイノレ



号

Ｏ ｩｾ Ａｩｲ￮新彦一Ｍ -・ 9

建築構造と社会の接点ー阪神大震災時機としてー

. 序

一月十ヒ 111悦|品J / 杉山平一. . . ・ H ・- ……・・・… ..11 

・建築精進と社会の接点

緋造技帝1材ーの社会性/ 械尾義.1't …・ ・・ 一 .11 

. 地震後 1建築は

技術のl制作性カ111: 1われている / 来 年: 光 ・・ 11 

1 月17FI以降/ 受付 カ ー …  ー…・ 0 ・11

・地震後 2構造は

r，Yt i色設宮|の紅会(I'J 認知へ/ 馬i船 矧1 . . ・…・・・・ 11

免lf; IJ 劫 仙のすすめ/ 辻 英一 回 ・a ・11

・地震後 3 社会は

安全な家、安全なまちｾ鮪 ＢＨｲ ｩ［ￌ ＡＮＡＮ ｱｊ ､ｪ Ｇ ｬ の窓口てー Ｏ 入
江田吉仁 …・ ー ー ....口.1川]  

l  
柏会力か、らみfたJ 主姐姥l ! 鮒i位昨造 ... .……….日…….一….口.. ..….日...….口...い………@い……@い…@い……….い……@い…@い. .…….い….一..1川

病F院先→→'1ド炉' F戸市病P脳放主拙包守官f 迎制←/ ヲ升弁l'却口tl

j-I K和村紳|ド1戸放送) 防込礼. 企業 一 ワ 一 Ｏルレ ド一 Ｏ ｾ繊員山 均. 企

Ｓ文 ｫ ｾ 斗中引トド州 ＧＱＧ 伊戸製鋼 ｗ ト Ｏ ￭注 悶 Ｑ ぷ夫 il 1: 1仮} ，! ' i ーイズミヤー/

11ーl木健次郎. 拙仮) ; 5" ーコープこうべー/ 中才柑ち- 91. テ

ナント経常一円木生命i! お際ー/ 1. 京邦夫

. 技術検 1

建築の面長短コスト / i籾 11苅，夫 ・・ー・ 11 

・技術治 2

五l!物の安全性と舟命/ 森 保 宏 ・・ .•••. ・・ 11

. 技術ノート 1

五l!秒Jのジ、ヤアキアァフ。の設計と 尖Jjl!i / I坂口 宅I l … 11

. 技術ノート 2

チd t!!. 誌を対象とする免渓 . lIi lJill 姥物の展望 11 

日控訴 1 / 山本 裕. 対* * 孔/ 岡閃宏. 奥村組/ 侶揺

さ;gt!t 鹿島小Jsl 研究室/ 坂本光t(t 熊谷組/ 片野頼呂.

鴻池車IV -後原健一河' tj(主主設/ 苅!日午II !f J. 大成往設/ 広

島誠司. 竹"1工務I;!'i / 相沢 3ζ ハザマ/ 伊藤喜初!Jl. 松

村主 ｛｛ＯＱｾｾｾ ｜ｲ ｭｨ

ライアラインと建築設備一級神大震災雄験してー

. 総鈴

ライフラインと処築設i市「耐浜;ntfi の要点ー / 木内俊

11月 … … ・ … … 一 … - … … . . .. . . . . ……ー .11

・各鵠 ・ライアライン

上水辺一良災を府UiI とした水道システムの構築ー/ 水

谷昌弘 ・…・・・・・… …  …. . . . ... .. .... .. .... .. .. ...11 

公共下水道と初7 ) ( 設1l11i-教活と仰E← / 松岡進一 11 

屯力一屯力設備の被( i ! H. 倒[ ト/ 刻IJrI呼l鵬 ・ 11 

3ゲス→i反中| 吠良災を経験してー/ jぷ木行央 11 

官'1 * 1 樋信一通信インフラと生l ! 築、設(fl{.←ー/ 永升二正樹 ・

弟 附w之 ー ・ ー .. .... .... ...................11

防災ー有]11#多発火災に対応するためにー/ 藤井立三

..11 

. 各論 ・建築段備

庁舎ＭＭＭｪＡ点災拠点としての仰 Ｑ ＱＱＺ 姥築設備計画← Ｏ ｾＧＺｪ 見
和Jl i J . . . . .. ... . . . . . . . ... .. .  ..... ........ ........................11 

学校 ｾｾ ｾの被，Ｍ［Ａ［］ ｉＺｾ Ｎ反 Ａ日 対応← Ｏ松 ｼ 而 ｬ 進 一 11 

学性づ些自附 t しての対応ー / 逸見 正 … 11 

病 降 →'1'戸市立"1央市民病院の被害 t 建築設備への工

夫 ー Ｏう ｾ ， 仁 ｬＧ｛ｴＡ｛［ Ｗ，Ｎｻ 言 ….. .・ H ・...・ H ・...... … 11 

被合商業ヒット-rl .'央監視室当直武任者の手記ー/ 林

幸一 …  …・ .. ••• ••. ーー … ..11 

曲目反J; 5" 一越築設備の被災と今後の対応ー/ "1叶材長95

ー 11

ホテノト一幸府'1' 戸オリ エンタノレホテルの 2 日! 日ト/ 内田

品 … ・ . ... . … … … … … … ー… . . . ・ H ・...11

u治 住 宅一一公開住宅の建築設備の被害と復|日ー/ 下回

調妓住 ・菊地秀夫・ 0 ・.... ....・ e ・-・ 0 ・ ー .. .. .. .. 11 

・随想 ・震災の記憶

集合住宅てはー--4J.1i JJa掛主力、らの建築設備考ー/ 大日-

1専 . ... . .....11 

戸建て住2とでは一 教災生活て、試みた工夫の数々 / 柑11生

研 対!I I ・ ー ー … H ・H ・........… 11

. 資料 ・防災システム

川山利政 均 慌 支 援 シ ス テ ム/ 荻野圭成 ー・ .11 

第 42回 青 年 技 術 者

- 設計・計画部門

登 坂 誠/ 咲i*l (尚宇佐) 地区ペデス トリ アンデッ キ

( AT C- WTc r : l l ) . りんくう タウン駅前広場. 利耳XII I

マリ ーナシティランドスケープ ーー .. .... . 12 

"  1)" 

大谷直己/ 尚_i ; ; 山荘 平和l生命' 1! 巨木ヒツレ。. . . . ・ e ・. .12

塩見，告一郎/ 11' ，芸 ドーム. 11本大学第三学闘第二体育

館. * 北歴史的物館…. . . . . . . . . . . . ・ e ・.. ... ー 12 

河崎敦子/ ノートノレダム女子大学ユニソン会飢. ノー

トノレダム 判刻々覗講堂 Ｎ 制斜 ｎｲ￯ Ｎ ｾ 決 ｉ ｬｊ 遊関而 ｬ 到，ＡＧｩ

…12 

i翻 隆 男/ 老人保制匝設整 卜字ハイツ. やl' 谷強庁長外平l

第 2 しもぎ t クリニック…・・ ー 12 

藤城義丈/ 志賀111] 民センタ ー. 志n IIILir. IJ<1主i館r. ヒヲデ

スト今津. 志賀IlI rテY サービスセンター・ふれあいセン

タ ーＮ 神戸市立小 ｲｾ 記念美怖 ｉ 館 .. .. .. ...・ e ・..・ e ・・ 0 ・・ 12

中尾勝悦 Ｏ シ ー アイマンション ｾ ｊＮｬｊ Ｎ衿 ｅｘｃｅｅｄ Ｎ X.以L

小 泉 ピ ノレ Ｎ 矢 ｦｲ 聖Ｇｬｂ ｦｾ 外ヰ ｩ ↓ クリ ニ ヅク Ｎや ｬＧ 戸 北 ＱＢＢ｝Ｂ セ ンタ ー
ビル. インティ l明石 ・・・H ・H ・...・ e ・....・ e ・-… 12

若林 亮/ メイテァク神戸テクノ センタ ー. 掛'JI Ir1i 庁

舎. 久屋大通公1>:11r光J の広場 ・モニュメント 12 

上原 徹/ 干'I 'F ノ、ーパーラ ンド センタ ーピノレ. ベノレ コ

ートりんく うタウン. ひろしまハイピノレ21. けんぽ

U B E  (浜111] 保 健会fii'i) ・ .... .. .... ... .. .. ・・ 12

藤田尚也/ j:羽rI 生命〈州問垣符弐UiJ r. ];U]II 生命申11) 111)11常

業所 Ｎ 長谷 川相包 交迩木 ヰｾ Ｚ ビ ノレ Ｎ オックスジ、ヤアキコン

サルタ ン ト三好111]倉庫. 室坂の住宅 12 

・講造部門

上田博之/ 欽の美学ー耐火被援のな L 、鋼管コンクリー

ト柱ー ハ …  …  ........12 

陶器浩一/ 大阪ワールドトレードセンタ ーピノレ. 震媛

県歴史文化防物院大同生命大阪本 ｾｊ ヒツレ Ｎ キーエ ンス

本社 ・研:;，'dl}j ビノレ. 咲治|ペデ、ス トリ アンテV キ . 12 

西川宏之 Ｏ強 ｅ ぷ 由 主を 用 ｌ 、た入力 ｊ 也ｾ ＧＮｦｩｬｬｊ ｊ Ｎ 応答W(，;j'Jj 'の

妥当性の検証 一 ..... ...... .... . 12 

・設備部門

小林陽一/ n本アイ ・ビー・エム大阪市込ビノレの設11m設

計 一 ……. . . ・ H ・..…・ 0 ・…...・ H ・....・ e ・...... ....1 2

津 田宗久 Ｏ 恨称Ｉ八申部屋フ 。 ー ノレの笠 ｦ￰ 縦 ｾ ｉ ー .....12 

寺田庄作/ U NE P 匡|際環境技術センタ ーの新エオ、ノレ

ギ一発? ぷ |笛| ・ ・ 12 

伊藤昌明/ 大|仮駅fJ，U也下街( ダイヤモンドt也下術) の芯

気 制 •••••••••••••••••• ....... ....... ..... .. .... ... .. .......12 

. 施工部門

川上宏伸/ 大I!反ワ ールドトレードセ ンタ ーピノレディン

グの施工責|泊…. . ・ e ・- ・・・ ... ...... … - ー 12 

牟固有宏 Ｏ 大ＪｊｌｦＡＴア ーチ 欽 Ｇ ｉｾ アトリウムの施工計 阿と
実施 .••• •.. •• •• •• •.••• • •••.• •••• •••• ...... .. ...............12 

田村典正/ 長大スパン SR C工事における PCaイじι

i去 …・・ …… … … ・ •••••• . …  …… … ー12 

中西全ーパ毎外資材導入による カーテ ンウオール工事

の計画と実純 ー ... .・ e ・....・ H ・... .. .... . ・・ 12 

法貴慶人/ 平家佳子半現イl1¥'1t工法tこおける計i阿j l: ;ii;ぬ

一12

・その他部門

田中英嗣/ エン トラ ンス内範Lパース作成のための後令

手法プログラムて制拶位; 左右打'I11 り!'I I.す正確 な景観モ

ンタ ージュ作成のための手法 ... .・H ・- …・… ー 12 

中出 聡/ 大規線建築物および複介処鍛物の防災計刊

12 

下川弘 Ｏ ノ ｦ［ レテノン や ｬＧ 般のｾｓ｢ ｣ ｬＺ建築技術 ー 12 

特 別 企 画

- 大阪ワールドトレードセンターヒ‘ ルディング

コスモタワー

設計一一一ー1:1弘125釘 トマンシーニ ・ダッフィーアソシエ

イツ

監理lL 一一日建設J十

施工一一一吠 林 ・鹿島 ・三井 ・泌池 ・銭高 ・束急、・奥村・

西松 ・五i羊 ・|り1>: 国土 ・ターナー J V

. グラビア

-・ 6

. 本文

主 ｬＡ築言 Ｑ［ 匝 ｖ￬ Ｚ 印 ｉｊ 敏ｾ ・・ ・・・ ・ ・ ・ ...6

桃造言回 ν 陶 ＪＧｦＮｾ［ＭＭ ・ ー・・ ・…. . ・ .....6

設備計箇片付ム 忍 ー ・0 ・H ・H ・.........................6

8包工ノ官 J II 弘美 ・糊京弘記. . . . . . . . . . . 一 一・・ー 6  

概要 ・一般図 ー 一 ・ー・ー…・・・ 6  

・日建設計一時とともに

・巻頭言

l侍u もに/ 牧 英二 .. ...... .. .. .. ...... ... .. 10 

. 作品

日木 生命 ｩ 烈 ｬ 剣 ＱＱ 互会社木 ｊ 占 Ｏ 大 ＱＱ 反 ｾￆ 券取引所 Ｏ 新住友
ヒツレデインクマ/ 住友ピノレディング/ 大同生命大阪本社

ピノレ/ 百十11日ビル/ パレスサイド、ヒツレディング/ サン

-.， 

ワ東京ヒツ レ パ 地 石 倣イ聞研究j!j!;イ子 ・展示センター

/ 別子銅111記念館/ 愛媛県歴史文化t.!l j物館/ ひろしま

美事f. f官iV 大阪市立東洋陶磁美神的v 住友生命京給事務

センター/ 大|坂JJeZホーノレ/ 25士通関西システムラボラ

トリ / ツイン21/ ホテノレニューオータニ大阪/ KDD

大阪ピノレ Ｏ ｾｦｴ 資テレ ビ木社ビ ノレ Ｏ ｏｂｐ キヤ ヅスノレタ

ワーピノレ/ 松下 I MP ピノレ/ 住友生命 OBPプラザ‘ ピ

ノレ“ いずみホーノレ"/ ソリッドスクエア/ 三井海上千葉

ニュータウン本社ヒソν/ ポート ピアホテノレ/ 基111]' クレ

ド Ｏ コナミ書 ｉ ｉｾｊ ｉＡ￭ｊ ｈｉ ｾ Ｎ所 Ｏ 版社ｻ第 Ｏ メイテック キ ＧＱＧ 戸テク

ノセンター/ ILII I! Uセミナーバーク/ 1主|際高等研究所

/ 池田銀行ソフ トプラザ/ けいはんなプラザ ・住友ホ

ーノレ Ｏ 広，Ｈｾ県立総制本育館 Ｏ 大阪 市 立大学医学者 Ｑｉ 附属

病院/ 三Il Ii Ii 民病院/ 聖路力"国防ヲ丙院/ 1'1' 岡111] 病院/

桃山学校大亡持)rキャンノ f ス/ 京都産業大学ヰ'1'l l J ホーノレ

Ｏ Ｑ 百 ｬ 志主ｾ ＭＭＧＺ ｦＺ Ｑ ト ｬ 辺キャ ンパス Ｏ 日 本銀行大阪支 ｊ ［ＡＧｩ Ｏ大

|仮市庁舎/ 1口l和火災フェニックスタワ ー/ 住友生命御

堂筋ヒツレ/ 11比谷ダイビノレ/ 1' 1本長1UI信用銀行本15ピ

ノレ/ キーエンス本社 ・研究所ピノレ/ 南海サウスタワ ー

ホテル大阪/ 久尾大通公l重lモニ ュメン卜 / J T ヒツν/

松下fE総産業東京町i報通信システム センタ ー/ 稲岡タ

ワー“ミラーセイノレ Ｂ Ｏ 日本屯 ｾ ｖｉ 司土ヒ ツレ Ｈｎｅｃ スー

パータワー) / 東京タワ ー/ ミズ. ノク リスタ/ アジア

平洋 トレードセ ンター ( ATC) / 大阪ワ ールドトレ

ー ドセンタービルデイング (WT C) / 関西国際空港旅

存タ ー ミナノレヒツレ/ クリスタノレ交番 一 10 

. まとめ

街のj瓜対の '1' で/ 日|州l 弘 ・ー・ 10 

. 建築概要 ー・ ・・・ー・ 10 

・滋賀県土木部建築課

. 作品

滋賀県立大予=/滋賀県町古者総合布市tセンター/ 柏村

保 鵬、色合センター/ 草津養護学校/ 神領団地/ 1持IIJ!，今

団地〆WI II が丘団地/ - ill. l lJ l司地/ 脚 IIn現地/ ( 仮称)

ぴわ前;J Iホーノレ/ (1. 反税; )う置をiMJt l'i'物yfu自/ びわこモーター

ボ‘ ー卜競走場/ ν イカテ川ア センタ ー/ '1X土城草1I 考甘』

センター/ 知1'1ほと合/ 陶芸の森/ 水B ; 出センター/ 長

浜ドーム/ ! u立武道館/ U N EPI卦際B; :均l 技術セ ンタ

ー滋賀/ 大i lt令|百l庁舎/ 笠宮部JJレインポーラ ン ド/ 石

山市 校 ｬｔｾ ホール Ｏ 彦 二 線 ｭ ￭￯｜Ｇ［ｪセミナ ー ハウス Ｏ 県立うま

糠球場/ 大i l!rli伝統芸能会館/ 草津市込回公i主l休憩倣

/ 彦根総合di民センター ( イ反称) / かわらミュージアム

(近江八附) / 長浜市立国 '- 1' 学校/ 八 日市市布引巡到j

公|主|市氏体育官rv守Ill r併問、11. 1料控セ ンタ - .........12 

麗しのj側主l ! 築' l ' t 平成 5
1
1' - 7 年度受賞作品26点

12 

建築H好夫 ・….. . ...... .. .…・ 0 ・・ ・0 ・h ・a ・・e ・-… ー 12 

・本文

挨 拶 /，';"') 11 (1坑ー 一 一 一 . . 12

滋賀県立大主主における教育の耳I l 念 t キャ ンノ f ス計四/

ｬ λ Ｇ｝ ＺＱ Ｑ ヰ ｉ ＿ｻｾ 縫 ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮ Ｎ ＮＮＮＮ •••.. •••••••. ... . ... . . . . . … . 12 

浪宅 ｾ￬ｍ ｊｴ Ｑ Ｇ ｩＧ物館ＱＺ UNE P国際環境技術センタ ー滋賀に

おけるＺｭｊＱ ｬｾｉＡ ＮＺＺｬ 当 主築への ｬｬｲｺ り組み Ｏ ＱＱ 建設計 一 . 12

建 築 の 眼

科 明I'.J バラダイムから美学:(1句バラダイムへ. 趣味 t 建

築一川柑| トー. ち: に合わせてI.!=. If ii'i すくらいなら自分で

やりた いこ とを?やって出す. JJ 諸rl の復紅葉; ( j ll り 1  

1'1正11.1尉 '1火災災に直而してー その l ー で も 、やっぱ

り嫌い. ) J¥行1I ・八坂の夜) ; ( ...... ....・ H ・....・ ...・ H ・..2

l制 11吹山足の彼氏」クライシスフリ ーの都市づく り.

ｼ 樹 ＧＱ 吠｢Ｎｾ足に 江 ｛ｔｉ 而 してーその Ｒ 一 Ｎ 続 ・ ても、やっぱり

嫌いーレストランミチノから学ぶこと . ライトスケー

プ e ・e ・. ... .. .・ ..... ..... ..... ......... . . . . . . . . . . .. . . . . . .3

7?い届級| 附'1' 大以ぷ足に直前してーその 3一. 学生企画

( da)  1刻阿卒業7訴 |の宴について騒色の虫干1! ? … 4  

類 ｦ￭ｦｾＢＧ［ ｾ ｬｬＧｾ 苅 ｉｬｲｬ ￯ 、 ｉＡ 反 ＱＢ Ｑ Ｇ 大 ｨＮｾＨｻ こ直而してーその ＴＭ Ｎ 主 ｬＡ築

設 ｾ Ｍ ｉ 教育 Ｎ 阪神大ぷ災に直而して ー その Ｔ Ｍ 娃築設日 ｼ
教育. 安全な)Yl 色の1lBl'l ..... ......... .. .. ....... ..  .  .  .  5  

実体の者Ilrl i. 阪神大jJU足tこiWf ii してーその 5ーて 絞・建

築設計教育について. 色彩i: :観は都r1i の文化レベ、ノレ 6

以上 池上俊郎 ・社家 ;告・塚口日月i羊・村上幸三郎

透明性 t 可似性公共姥第|勿のあり方. r土J について

一一 l ーてプロセションー ....... .. .... .. .... ....7 

安全と安心!ぷ. 点者11を考 λ るー 1一. r土j について

2一. 血糊 ｾ￭ ￬ ｾ .... …. . . . . . . ..... ... .・ e ・......・ . . . . .・ 8  

ｊＭ ｩ Ｇｩｩ ｩＩ￭ Ｍ ｉＺＡ警 ｾｴｴ Ｊ，ＯＱ ・ Ｉ ｾ ｜者 Ｑｉ を考 λ る Ｎ r7"f J について. さt:

物 剣l夫哨I'J l'IUミ後 ー e ・0

原風景. 人 t 機械の-N命. r光j について. ランドスケ

ープ ・デザイン・・ 一 ........ .. .... ........ .・H ・… ・・10

79 



サ

使 命 感. 最 近の トイレ. r火、 J!Rl 水 、 土j につ いて.

コンピューターとデ、ザイ ン 11 

技術と 芸Wi. 地:F3} ( U巴t rまち j につ いて. ｾＡＧＮｲ［ 刊 ヨ 幻

12 

J ; ) J 二 内井日自蔵 ・西村幸雄 ・輿 謝 野 久 ・ 野 村 充

法 令 コ ー ナ -

271自制守 ・身 附Jl';!: ，!;. '者等 州 J.Ji 骨に利刑できる建築物の建

築の促進に ｼ射 する法伴 Ｏ 吃 ｊｾｗ ｴ ... .... . .....一…….い….い....…….い…@い..1

Z本jド下却1羽1大捌弘E努綻E物の似i成胤1止μイ化ヒ凶十桁行4導蛸馴主針邦tl引制Il制例11川lリ岐l肱皮/刀7: J

採光のための開口書部11を設けることを3弘嬰LEI しない居E室巨/ {燈竪

n川1刊l
攻. ……. い…. い.. い……@い…@日.….一.. …….口….い.. い. . . . . . . . . . . .. ....... .. . . . . .11 

構 造 の 頁

ｾＡＧＮｆ， ￬ 剖捌評札 Ｏ ｌＱ ｊ 旧惇＿ ・・ …  l  

裕子状地帯主改正[ i 法制 IL、た液状似慌/ 料水長仁 2

T MDによる風の 2 方向lt; IJ 振/ 11 1問祐司 ' :JI サ11 望 3

心済的東洋 ピノレの仇造設計，---c.、苅f，! WP A ( オーパ) ー

/ 長谷川f h喜 一 …
......4 

鍬時前進詑，'1'，fil 闘l告11の附Ilrcl: 1: 'l' 1品Ilの応力 ・変形
/ '1'

ね茂

吉ミ ・・…一 一 …  - 一一 一 … …  …ー … 5  

郊外型大型ショッピンク

3

センターの桃造設号I/ fiij 野敏

元
e

・
0

・
e

・
e ・..・ e

・ 6

二 ｬ ｅ Ｚｩ ｜ｩｗ 旨・告 ＱＱ 材 Ｏ 今井克彦 ・ 多 川 九 ， ｾ ・ 7  

アクティフ Ｂｴｬｩ ｉｊ 艮 Ｈｴ 辰 Ｉ 装置の ｴｬｩ ｉｊ ｪ［ｦｊｬｾ ＩＩ身ト Ｔ 口 ｬ 手 ＱＱ 火 災フェ ニ

ックスタワ ー/ 小J}m銀二 ・坂木光liit . 小鹿紀英・
.. ..8

叙繍の生い立ちと桃造物への迎Jl V 松応英成
。

平J成宮朱1I "<I"J のtiYt造/i l J j i *咲手11 ・・
.. ...... .. . 10 

1
宝
l型鍋併を附士j }J I Uーした柱 ・染被令システムのIJfHU

板 間 立 ・松原洋-
............. ..... .. .... . . . . . . . . . . . .11 

生| 帥附:t' 1一般の復興計同/ 岡本迷/ &
... .. .. .... .  .....1 2  

設 備 の 頁

ホテノレ存室における換気システムと 行エオ、ノレギー一一京

都 ホ テλ - - -/
't.<.::取 務

人にやさしい ｉ 初日求めて → ｬｩｦ ｾ 耐と入浴ー〆 事 ωγＴ ミ修

2  

1;1L安1の7) 率とは/ 久保11] 幸 一
一..................

ー

3

半 導体工 場 t 宣告V 井不 幸-¥l l …  ・・. .・ e

・.. ・・ ・4

災害Ｑｉ ， ｾト イレシステム Ｏ 木村話可決 ・5

ノ ｦ ーソナノレヨ ｅ 制をｾ引するアンタ。ーフロア空調システ

ム/ 一 ノi納品一 守
••• ...6 

よ りj!f.性 的で安全なノド 剖J!附 す る / " ，仰如何 7  

光 ilDl のiiif色剖司j¥lj数/ 十U '.浮

4

三!!j l
.. .・ 0

・・
e

・
e

・
........ .8

fb気 制411の 話/ 長!l-T- 武 ー
e

・
e

・.9

大気汚染1 : 1 & 築設備/ '1'
好博支

... ........ 
・ 10 

Ｒ 目前波の初 ｊ 歩の初 Ｇｊｾ 戸 Ｏ 述藤 ;社s
... .............. .... .. 11 

会 員 の 頁

快適さ力演 J訟で きる トイ レ2主I/IJ のf : 11!l V 般 行 陶11' 1' … 7

木
jEt 住宅 の 冊 以性li，j _ J - . を→脱したー建築技仲間ーの従

言 / 稲 毛削 芦 ー

。

追 悼 の 頁

本会 Ｚ 盟 ｚ ｉＧ［・ 須賀 ｾｦ ，Ｇ［［［氏 Ｏ 六 Ｑ ＱＱ 県 ・鈴木; 11" 夫・ IJ I! II 修

. . 10 

RE PORT  

Ｑ ｉｩ｜ ｉｉｉ ｲｉ， ￭ｊｇｉｾ 家の結当初 ｴ 武 ｉｉｬｬ ￯ ー Ｇ Ｏ ｊｌ￺Ｚ 甘い ｬ

]王の色，ｾＺ［て の 巴レ Ｏ 松 ｩ ｬｬ ￬ｊｬ＾ リ ｪ

1

1

円

J

L

q

u

｡ ￨ｴ ｬｊ Ｚ ［，Ａ ｩ ＮｦｬＧ Ｑυωｲ ｾ に作っ た ｪωｺ 抵抗 ｉＱ りを Ｏ Ｑ ＧＮ 谷市川

住築のヰ ットワ ークー削 ＧＱ 伏 ｩｽ ｢ｦｾ と 他築制 ｬ 会ｻがｊｪＧｩＮ￭ｬｩｖＧ ｩＧ｜ ＧｬＧ f- :L¥
，;I 

6  

断ち切られた ｲ ｮ 分 ｊ 一方、レキ ｉｬｾｴ こ脊せて Ｏ 森 ＱＱ Ｑｉ ｜ＧｪＮ Ｍ ・
0

・
0

・・・
0

・7

五時wu文化会館改修にあた って/ ーm 11. ' 人ー谷行. ' ( .
.........7 

日 本 建 築 協 会 事 業 RE PORT

- 出版委員会

姐: 築 ・r./ lili . jl 完 ・I'.-+: rt，'I' Wアクセスブック J /.加 Iliflt'd

意 ｬ ｩｌｬ 、 面 九 世［ｩＩｴ ｾ ｉ Ｇ ｴＮ ｴ ｬＡ 町 ｩ ｩｩＧｩ コス トー桝 Ｚｪｩｬ コストがどう変わるか Ｏ ＮＧ［ Ｍ， 柳 ｾＱ

之 …………. . . ・ H ・. . …………. . . ・ H

・-・ …ー “ 7

・若い会員の集い小委員会

イ ｅｉｉｉ Ｈｉ ｾ ｊｬ ｉｊ 他築 のこ ｴ をもう 少しキチン ｴｬ ＡＡｬ｜ろうよ ｊ / j '¥11H' ，' と

・・ 2

80  

一'00'
y  

l HIj( 大「設 Ｇｾｉ につレての ｬ￮ｩｬ ，ｩＮＱｴｩｩ ド ｊ 考察 ｊ Ｏ 竹 Ｑ ＱＮＱ芳之 10 

. 広報小委員会

スライド ・レクチャー「羽'!xの革J ＯＮ ［ｾ［ｉＩ 、 ｬ 左

新建材紹介コーナー

W D  [ 法/ 車合本章 一
...... ・・・…・

6

プレーナーフイッテイングシステム/ Jr. tf:広紘 一
。

カタワークｻプラスチック ｩｾ 軽 Ｚ ｨ ＡＡｴ Ｇ Ｎ Ａ枠 Ｉ Ｏ 制」弘 。 ー 10 

RSL 免ぷシステム/ 元木n次
.• •.• • ............・・・・

11 

GB R C ニュース

:'.iw，銚fi 介 拠 制 定 跡? け の11能試申告- J. : tt . ｾｊ，ＧｩＡ世淵 ＾Ｑ ＢＱ ..... .1 

火災後仁おける鍛ＺｲｙＢコンクリート柱剖財 の ￝ ｾ 刊す ｽｊ ・. ... . ....2 

機拙Ｇゆーフーリエ現 Ｚｊ 制、タゆ光光 ＦＺｾ ｉ (i)UII および顕微WJl l y ス

テム) … - … … … … … ー ー ‘  3  

平成 7 年度の事業111";1
.... ...... ... .. .... ..... ........... .......4 

建築t支持Yb: 全事査委li 会につt 、て …
........ .. ....... .. ...........5

ミニセ ンサーによる腐食モニタリング . . . ……・ …  6  

ｲｴ｜慨すＧ＼，， Ｑ 強築技Ｑ＾ＱＧ綿入にｼ刻する講ｾｾ会 ｊ Il fl! lぬ る い・・ 7  

被災対 ｩ 築物の復 ＱＱＱ ｾＮ ＱＱ ＱＱ￮ Ｑ の正何回業務について …・・ .8

オーストラリア耳抑制附1 : 争4駄干狩強気jo' l樹推参加余Jlト

。

カーテンウオ ールの1(11::1変位心低利: 詰t験Iこつ L
、て …  1 0  

創 出IJIOOOk N  (1000to，古川任式コンタリート l揃 湖 鳩 山 11

コンクリート庇経常 ｕｾ 試験結栄のデータベースンステムにつ い て

・・ 12 

I n f o r ma t i o n  

シ ー サＧー ・ ペリ ｊ 説、 ＧＱＧ 凶のタイノレ ｬ 赴ーＡｾ久の陶 ・ ｍ 以Ｚ一 、 ＼ ｊｬｬＺ ギ光

1966- 1994> 版、ノレ・コノレヒュジエのモチー 7 : k段、「今、キリム

がおもしみ い I
J、 SPA CE  OESIG N S YMP OSIU M、“ ゆりか

ごから似品まで朝』 ｦｴ 会、給判 ｬ ツド ｜ｾｪＧ ｬＺＺ没Ｑｩｉ ｩｴ こおける島並行 Ｇ ＡＴ｜Ａｦｩ ｊ ｊｦｾｉＺｩｬＦ ｙ

ンポジウム、 「 板 ｩ ｬ ｬｲ のまちづくり ｊ アイデ Ｗｾ 与党、Ａ懸 Ｇｦ ｴＮ ［ｩ 古文吉見民、‘ ｼ 完

成6
i F. 度「大阪市ハウジングデザインru 決定、 1  

Ilt保雄策| 呼覧会1998条Mプレイベントトリエンナーレ条H 1995.1叫

際 ｰ ゲラス版 ＹＵ ・ 金沢の ｻ 私 ｉ ， ｾＡ￥ｽ￡Ｚ 主 11 ｾ進スペースデザイン設立講＿＿会

内 ｩ ｘｬｬｾＩｊ幽 ｅ のｾＮｲ，ｲＶＮＩぷ笠 ｗ ，とそのヲｊｩＨ Ｐｕ Ｎ 町 ｈ 彦会「プレストレスト ・

コンクリートｴＮＧｬｩ ｩｬｩ の江 ＱＱ 百 ｩ ｌｬ Ｎ 第 ＶＱ 証 ｼ タキロン ・ ｉ ｳ ｾｦ ｲ， ＭＡＺｔＢｩＩＡイン コンペテ

イシヨン入1't1"i"iトたまるー似品をめく。る旅j
必ーお

;t f小h拠築考ースペ

ースデザインスクール|井助ノぞブリヅクアート フォ ーラムi日l陰. ロサ

ンゼノレスの I-li storic Preservat ion ｾ ｾ ｈ る ｎｅｇｾＺＺｉ デザインコ

ンペ -・ 2

fノレ コノレピュジエのそチー 7 : ! l 叫! 此 '9総合処築材料 . ［［ｘ ｩ ｾｮ＠

ｪ 此 ｦｨｬ［ 剖 ｾｲｴ ｖ ｬｬｩＮ r
アノレヴァ ー・ アールト! 民J. J IA  rliJX大"r:J，如'i¥Ilf I!ll L

S Oゼ ミ rt.l lrl im
lij

lのA→ ZJ サンゲツ ・建築尖フォーラム ..・ 3

7 ルド ・ロッシIl I i . ひろしま 2045 P& C シンポジワム J釦1 H本質

fほ と JI ! 0 むハートピJ叶止シンボノレマー ク 井 氏 第 51"1公
j
則 i築'l'¥:

の公Ｎｾｽ Ｎ第 Ｔ Ｑ Ｇ 司柄下成主築 ＧｮＺ 受賞 ｦＱ ｾＱ Ｑｬ ＱＱ 決まる ー 4  

環t} l シンポジウムI l flllt Space design school SOゼミ . "1邸 州

制強烈 Ｇ ，ｾＧｩＡ も ｊｲ ， ｎｲ 7  I1 にIIHfII L ｛ｊ以北皮切 ｉ ｍｴ における主 ｉｉ 築淵ｾￍｩの課

題 ｪ 判日号会 ｉｬ ｈ ｦｉｉ し「リピンクＧデザインＧｉＧ ｕ 官 ＱＱ ＺＺＹＺ、 ｦｩ ＺＺ Ｏｉｉｉ ， ｾＮμ 長へ 5  

まちづ〈りシンポジウムく戸li1のTWl; tこ1
，
"111て> . ノレ・コノレヒュジエ

f色彩の従事: t l . A Wr  BOX  N  AGOY  A  '95. ｾ ｉｬ ｈ をプロデユース

する 戸[ 附 f辿築 NE X T Phase研究会」、アイカ J.) uti l l 築セミナ

一 被 爆50問年記念事業ひろしま 2045ピース& タリエイト 『デザイ

ンワークショッ7 ' ¥2) j 一生II築と設備のトータルな日附 lをポめて~コ

ンペにアイデアを タキロン ・l幼子デザインコンペ、 6)1 か ら公捗

rJ'. 第 51"1 r松山田市' l ' U決まる Ｉｪ ｏＺｲＮＡ ｬ ｲｬ ￯ ｲＮＯ ｬ ｲｉ 抑制 ＮＧｕＱｾｬ ｬｉ ｬ ｦｾ ｽｾ 大 ｼ 以

r.l lrlil;(租凶i築nfl 当叫矧! ; . r兵l制 h附 Ut!!1'.i 1こおける納税の被災Akill

に ｼ到 する研究会 ｊ ｉ ｾ ｬｉ ｬ ｴ ｩ 滋 ｅ 協 ＹＵ を設立、参加 ｦｴＮｾｽ る Ｎ rリピンク' ア

ート・コンペティンヨンJ
.... .  . . . . . . . . . . . . . . . . . . ………・・

6

ｬｦｩｬ 際デザイン ・ アオードの受ＧｬＧｴ ｦｩ にＮＡ［＼雌ｽ ｾ由 主 ｌ｜［ ら Ｓ 氏 ｉｉｉＺｾ ｾ インテリ

アデザイン会議を 10Jl ｴ これ， ｬ ￯ｊ Ｍｴｩ亡「百 ｬ＾ ｲｉ ［ の記憶 Ｇ ｉｾＧ｜Ｉ［ Ｈ の似 ｉｉｕ スケ

ッチ ・ バーススク ー ル ｉｉｈ 佼 ｲｬ ｬｓｊｊＮ倫相 ｬ Ｚｩｬｬ築 ＧＱ ＧＰ ＹＹ 剖ｾＩＺＺｾ ......7 

19<切で臨時l凶i築に| 則する日H彦会、住築l W立・干1エ4 ノレギ一端科会、住築

デザイン会議'95 IN  ｙｏｋｏｈａｍａ への参加 ｴ￭ＧＱｾ 集、ｲｉ Ｂｬ ト祭デザ

イン版'95J 開催、コンペ表彰式 t シンポジウム、総築文イヒ懸'I 't.;古文

ｾｽｬｴ ，＠ ＮｦｬｊＩ｜ｬｪ ｦｩＩｾｾ｜ テ、 ｆ インＧＡｕ主集、 ｋ ａｎ ｄｬ ｎｓ ｋｙ の泳 λｾ ＱＧｬＱＭ ｫ ｩｅ

8  

安藤， Ｎ ｴ ｊｦ 凶 ｩ 知Ｇｬｬｩ ｲＢｊ ｉｉｉ ｾ 一辺災復興 ｴ 大以 ｩ だベイエリア ｊ Ｎ rν ポリュ

ーション/ 美術の60"1'{¥:J 1.長一点} ; ぽ|砂8¥: Ji 持jliI:

ー

τ 「ドラ ックラン

ドのlf，;J ) 民覧会 「ノレ ・コノレヒュジエのグラフイツクデ千インJ. rw 

飢えべっさ んJ) .IIi. lfi l際インテリアデ→戸インフェアで、ひろしま 2045

ピースＦクリエイ ト、 臨ｉｦＭ￪Ｎ彦 ｦ 剖 ｬｾＧ ，本の ｌ 木投［ｬｉＧｦＡＧ ｩ ｬｬ 拡 Ａ ω Ｎ r工W' f
はf，j l

ｉｬｪ ＧＧＧＧｾ ｬ ｮｊ ＨＺ や ＧＱ をもたらすかよ ｲ ｬｬＱ＾ｩや ｉ Ｂ ｩ 必告人 Ｚ｢ｾ とリサイクノレ ｊ 大阪

まちなみＧｬＧｴ， ｬ ｣ 念講 ｩ￬ｩｩＮ コイズミ ｼ 五 ｬ 隊長ｾｉＺＡ ＡＨｬＢｬ ｬ コ ンペ以デザインコ

ンペ人相，95. ｾ犯 ｪ は ｲＧＡ［＼ 令ｊ｟ ｲ 森遊 ＱＢ Ｑ 凶 ｵ 、 ｬ￱ｗ ｦ［ ｾＡＨｬＢｽ Ｑ デザイン ｮ 優秀

ＧｬＧｬＧ￪ｾ立りる、 ＩＱ ，Ｉ際デザイン ・ コンペ人 Ｚｗ Ｎｴ ｬＭｬ モンゴメリー氏に Ｎ フ

号

ォ ー ラム日仏認と深切ｗｦ ｾｊ 、 ＢＪ凶 アス似以鴎識が ｩ 会、 ｬｦ 羽 Ｑ Ｑ Ｑ 大 ぷ

早H咋声校に1.
1

; 修科
....・ 0

・
0

・
e

・
0

・
..• 

9  

12 I  

2l1!b1むのlt円 < 'J セミナー. ひろしま 2045ピース& クリエイト 「渓

災 t 目見や
l' の近{¥:lt主gjfJ . Y ンポジウム「そのl崎、 E うなったJ 工人 川

是s!J. 上木文化講l 1H< らL UIリ. f，j l市の地下を探る . !!(l"J l 探偵

団、 ｩ Ｑ￭Ａｬ ｊａｾ Ｑ 始 ｦ 閉め)'、IJ i 昨日始可叩! 際会. Ｘｩ ｬＧ ｬｾｩ 制 ｊ ・ 研剣 ｊ ｽｊ

Ａまのｾｾｽ Ｎ 95i J 毛設備! 必
e  

・ ・ 1 0  

「オランダクレラー= ミュラ ー尖押市子市議コ》ホ! 組織浜美押慌

で、 rF. L. ライト t 弟子たちー 11本人によるライトの受容 t 実時一1

1.IIi. r'95 BOX  A R T  OSAKAJ . 竹中工務l占+ 銭耐且で、四大佐

半町:J{o涜Jl-t必'95. ノ、ートヒツレf 1、 シンポノレマーク決怠へーペル ・デ

ザ4 ンコンテスト ・...・
H

・-・ … ー … ー …
......11 

雑

. 年頭のことば

1990戸iーを迎えて/ rli )11 宏
・.. . . ・・ ・・.

.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .. 
1  

. 本年の抱負

7R説委H会/ 荒11' ｴｲＧｦ ・ ｾＩ ｉ 幸リ ｽ .  }I.-
p' 制草t ・iIfWI. ゐ ・相川克朗

. デザインコンクール

第4α111Tr:':j l.

t デザインコンクール( テーマ駅前広場に! u l つ ili 民

ギャラリー)

. 協会だよ リ

千成 6
i
l ' l 瓦処築科優秀平戎主l二J (J lJ 4  

. . 6. &.  

='"司

;1.1似 雌 を1111< (221" 1) 7 /10'"ザ'] R対ト- i J f . [ ill え弘氏・ >IDJr- :，ι 人氏ーて

30's EYE (第 l日，，1) )1' 1:1:<一 「エンタ
y

スの世界史 t 出盗寺J. 1司

布l火災フ ェニックスタワー見下会 「プロ のノウハウH I引去ーノドにま

つわる トラプルの'lif01 糾< mr! ul 築編u- .. .  .......... ....1 

f地築 UI 会J'95/ 8n  ¥;会WW;"if.f集り! 日i和弘糸口品IjJ G卒業泌11

の' 0: Jll f.l flli のお知らせ鶴凡lまなぽーとプロッサム兄'f 会. 30's EYE

第111印|リ11 FI'. r公共テザインの変貌を考える J
. . . . . . . .  .. .. 2 

会費減免ー似ド| 火災災被災会wこついて 茶室五1学会( ; i l 41ii l ) 大徳

寺駒悦の創立災訓3/(i の経1:，1

事1' . WT C大阪ワールドトレードセ

ンタ一党下会、 )j( r.! > コンサートホール党下会. :.P. 版委H会企1川賞¥131" 1

プロのノウハウＺ期 ｾ ＼ ｴ ＺＧｦＩｪｬｪ編 ＾ 新しい齢民話 ｾ ｉ Ｇｴ 締法コストＭＭＭｴＮｙｩＮ込

コストがどう変わるカｾ ... ... .. ....... 
ー .3 

定 ｊＧ 寺 ｊ［ｲｾ 主 ｩｬ 会 ｾｫ 喰お知らせー「成 Ｗ ｩ 服部 ｎＮｩ ｩ 会，ＱＺ副議長、全長 ・ 副

会長ｪｉ ｾＧ ｉ ｾ ，収支 ＨＧｭＧＢ Ｇｉｾ ｪＧ｛ ｭ ト Ｚ 30's EYE- .辻 .iEW1 ・

K ASARA N PAS AR M←. 近{¥:lt.主築.lI. ' I ' : 会ー近江八申請にヴォ -

ｐ ズ の 池築を訪ねるー ｬｾｪＧｇｉ 主 ｼ際 空必エアロプラザ 凡 学会民 Ｇ Ｑ 叫 ぴ

に本剖1，;励品苅唱。祉 i
の、

'i 滋賀，411"1 [_，:' ;i ' loデザインコンクーノレ「公l世lに

除機してill つ公民館J
.... .  .... .. ............. . 一.4

会i以iの受1抗'¥.目
J通凪(咋

1:;:; 車総志会針1I州トH州州酬11附仰iI似l作悩Uj 面跡k知1刊I_ r，叫処築;泌ぬi5tfl附すポ; のための7雌雌"

引1価岨骨餅?でi掘江ば凶'!i . ii¥141"lrプロのノウハウJ : i 制? ー水にまつわるトラブ

ルの'1¥例 ・餅 肌 川 県 副. 姥策仁' 服務J開 会) j( r.!日iト11m
.... .. 5  

' ["此7
i
l' l.主11本主11策協会役H会J苦手

;YJ'{;_ . ［ｬＧｉＧｾＮ臥 ・ 支持 ＱＱ 長 ・ 特 ＧＩＩＧＱ 委 ｈ 会

委il .常設委ii 会委il 名筏 30' sEYE辻本利子ー21"1¥民己を誕生させる

イ ｅ｡ 去 の ｴ� 円〈り 一久宝 ｊ 同 ｬ 人側 ｉ 闘 ｲＪｾ 雄策［必ｼ紛土「総築設

［Ｑ Ｑ ポ のための設 耐 ＢｘＱＱｾ 6) 1ボに第 2IT'I 'e刊行 ….  ...6 

，
'j .

1/'-tJi lf<r目のみなさまへ. 平成 6
1pl jl'l li撲初

{ln1
r-
.ikl 1 初代役舞洲

アリーナ>1. ';:: 会日II.iL80JWI ーにlill けて会Ulf: 強についてお願い平成

Ｗ 年 ｬｩｴ 処策 Ｑ ＺＧ ｬｩ 火務消 ｾｉｾ 会 ｉｊｦｬｈ ド ー 7  

fi
イ
1斗主¥f . f . / ' i のみなさまへ. スライドレクチャー l ・羽'!xの本. 新' 1'

!ii: fHlfrr'f. ｴ｜ 附 Ｔ プー片品Ａｾ改工Ｎ￯ ｬｩ Ｎ見ナ ｌ 会話世ｷＡ築を ＱＱＱＱ (  23-iJ m:@l rf 

文化ホーノレ ・ ラメーノレー→主辺 ，ｾ 平 ｊｉ 氏 ｴ こ ｉｬｬｬ ( ，30's EYE14 ' lf，¥IM'I' l!! 

ｲ ｲＮＯ ＾ｲｬｩ 制叫 Ｎ ｾＭｊＮ 1Jhi-l 'I'
・制品刈故における札唆外掛tの 櫛 正 平

成 Ｗ Ｑ ＱＧ Ｑ 瓦処処 じ ｷ 人務講 ｾｖ ｴ 会Ｍ和睦支部
- M  

e  

・・・… B

スライド ・レクチャー 2 ・」口訟の戦「総築の生命J 相応終宇彦氏E断出i

会 .........・ e ・......... . . . .. ... .. . .. ...... ......。

スライド ・ ν タチャーはり也 中 ｩｉｾの処築」 大阪ドーム建設 1-71与兄 '(:

会，ｾ 在ＧＺｩ｜Ｚ＾ｉＮ子会，ｻｴ ｊ ｉＡｐ正の八割庁ＧＡ， 30' sEYEJ 5・松政! ' i i h rr./>rI】主11

策のn. ，味の似澱と量約才、そして Oeconstrllcli o'叫 ' 防法築l矧刻、月w

介 Ｑ ， ［Ｑ 忘 年 ＡｉＮ｜ｾ会 ， '961.&築|民l係14卜flW介1
，，
1背戸ド交礼会 10 

会II の受' l ' t . li>411"1 ｲ ， ｾＧＺｪｬｬ￶ デザインコンクール人 ｩ 笠 ｴ￭ Ｎ ヲ説←Ｍｾ［Ａｴ ［￭ｬ 課

題 。 公 ｼ 由 ｼ に附ｾＡｩしてｊｩｬｬつ公 ｊ ｘｦｩｩＧ ＺーＺ ' 95-' 96"1'版11*強築協会会1 i 名

簿頒布お知らせ. OAP兄乍会 …・・
0

ー ー11 

ltl'Ii
} I

t1

l
j文1.¥I¥t ，' ，物日訪ねる 1刷剖i築をIlll (  24・大阪府立抗議大F

11，ド弘氏に1111( ，スライド レクチャー rv4地中海の主11築J 12 

月報

ｉ ｉｾ 策協会 ｉｬｉｬｩ ｉ の耐 ｊ き ( 平成
6" I'

.J ＱＱＱ Ｍ 千成 Ｗ 年 ＱＰ ｊｬ ｾＩ，Ｉ

. 1 - 1 2  



理 事 会

第 4 固定f加盟事会

ＲＵ 日 ・ Ｔ 時 ｾ Ｔ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室
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編 集 委 員 会
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機 事 ( 1) 10月号「建築構造と社会の接点」特集・「日

建言鱈十」特集広告途中経 過 報 告

(2) 11 月号「インフラと建築設備J 特集・「滋賀

県土木部建築課作品J 特集広告経過報告

(3) 12月号「第42回青年強術商」特集広告途中

伍 盈 報 告

(4)  1 月号 「 阪 神 大 震 災 か ら ネ ロ l世紀へのメ

ツセージJ 特 集・「謹賀新年J 挨拶広告途中

車五島報告

(5) 2 月号「大阪府fさ宅供給公キi . J 特集広告途

中組盈報告

(6触 自 特 集 企 画

(7) 1 ' 乍品作風報告

(8) 11) ( 支状況報告

第 7 回設備介科会

ＱＱ 日 ・ Ｖ 時 ｾＹ 時 ・ 於本盆会議室

出 席 者 回 ノ 畑 幹 事 ほ か 6 名

殺 事 ( 1) 11 月号「ライフラインと建築設備J 特 集 経

過 報 告

(2)  r設 備 の 頁J の 企 函

(3)  r駐 車 場 設 備J ( 仮称) 特集の件

f広大編集委員会

Ｑ Ｒ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ＴＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 荒 井 委 員 長 ほ か 8 名

験 事 ( 1) 10月号「建築構造と社会の接点」特集・「日

建 設 計J 特集経過報告

(2) 11 月号「ライフラインと建築設備」特集・

「滋賀県土木部建築課作品J 特集経過報告

(3) 12月号「第4 2回 青 年 技 術 商J 特集経過報告

(4)  1 月号「阪神大震災から学ぶ 2 1世紀へのメ

ツセージ」特集経過報告

(5) 2 月号「大蜘存住宅供給公ヰi . J 特集結晶報

告

(6)  r建 築 の 限J 華庁執筆者検討

(7)平 成 8 年 度 第 l 特 集 掲 載 月 号 検 討

(8)平 成 8 年| 月号よりの事務政訂

月 間 の 動 き

(9収 支 状 況 報 告

第 9 回構造介未捨

ＱＸ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会械室

出 席 者 長J頼幹事ほか 4 名

議 事 ( 1) 1 月号「阪神大震 災から学ぶJ の 組 畠 報 告

(2)  r概盆の頁」の企画

(3凍 年 度 の 構 造 特 集 の 企 画

(4) 5 委員の交代

第 7 図作品作風小委員会

ＲＶ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 富 田 副 委 員 長 ほ か 4 名

殺 事 ( 1胤 回 編 集 委 員 会 の 報 告

(2) 1 乍品の掲載状況並びに縄載予定の報告

( 3) 1 乍品の選定

(4)  rGal l eryJ 掲 載 報 告 ・予 定

(5)  r S KE T CH  B OOK欄 」 の 掲 載 予 定

第 4 2回 青 年 技 術 選 考 委 員 会

ＱＸ 日 ・ ロ時半 ｾＳ 時半 ・ 於本会会験室

出 席 者 荒 井 選 考 委 員 長 ほ か ゆ 名

議 事 第42回青年技側諸選考

事 業 委 員 会

第 6 回若い会員の集い小委員会

Ｙ 日・ Ｗ 時 ｾ Ｙ 時 ・ 於本会会機室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 ( 1)前回事業委員会の報告

(2)実施報告及び今後の予定について

(3 )5委員の時間

教 育 委 員 会

第| 図工高生絞育小委員会

ＱＲ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会機室

出 席 者 和 田 副 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 平 成 7 年 度 ・第 41回工高生デザイン コンクー

ル応萌乍品の予備審査

第 4 1図工高生デザインコンクール審査会

2 1日・ l 時半 ｾＶ 時 ・ 於本会会披室

出 席 者 北 浦 審 査 委 員 長 ほ か 審 査 員 日 名

和田副委員長ほか委員 7 名

応号事イ乍品 101点

建 材 委 員 会

第 7 回樹オ委員会( 見学会)

ＱＱ 日 ・ Ｒ 時半 ｾＵ 時 ・ 於日本廷謀総合言鵡貴所

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 11名

議 事 ( 1ｾ 委員交代の件

(2)今後の4錯す建材

見 学 会 日本廷謀総合ZE窃尭所各競露支を見学

出 版委 員 会

第 6 回 出版 委 員 会

Ｑ Ｙ 日・ Ｕ 時 ｾＶ 時半 ・ 於本会会搬室

出 席 者 山田委 員 長 ほ か 7 名

議 長 ( IK プロのノウハウ> と事詩妄本の経過報告

(2)今後のテーマと幸雄医者選定

(3)  rプロのノウハウ」講座シリーズ

【平成7年 10月分】

|阪神 ・淡路大震災における建築タ慢材の検証|

4 日 ・ l 時半 ｾＵ 時 ・ 於大阪府立Ｚ文化情報センター

参拍日者 68名

ス ラ イ ド ・レ ク チ ャ ー

第 2 回 北 欧 の 奪ー北欧の近代建築を訪ねて

ＲＴ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半・参可加者 ＳＳ 名

建 築 ク ラ ブ

第 282回 朝 食 会

ＱＱ 日 ・ Ｘ 時半 ｾｉｏ 時

演 題 「聾唖者との出会いJ

講 師 入 江 督 氏 ( 大 駒 存 障 害 者 雇 用 促 進 協 会 会 長 )

参 加 者 59名

入 会 者 ( 敬称略 )

〔団体会員 H i J

側{ 封也

附 蹴 計 画 建 築 研 野 斤 大 阪 事 務 所

併 梓 芸 出 版 社

日間人会員41名〕

粟(開津ホエ輔賢応二)  大{踊森木工輔邦庖彦}  荻(闇野木工輔腐之}  

加(陣藤木工輔貴篇土)  菊(醐田木工輯岡庖l圧}  匂{醐梅木工輯宣庖幸}  

清(腫水木工輔秀庖人)  国(腫i互木工輔経応←}- 多(圃国木工裕萌庖子}  

里t子Uキヰ木工輯久庖去}見 長{匝谷木川工輔千底霊}  

守tLエ璃JF

山( "内木工輔常腐事)量
議 ェZ野 伊 藤{ 日圃段昌肘明}  

上{自J京彊股肘}

徹

陶{器日瞳位浩計}一 南 石{日園周股肘イ乍}  

登{日坂睡眠肘}

誠
若(林日温Ilt tt )亮 上 回{ 大成瞳世貢〉

川{大路成櫨世文) 目召 坂{田大成櫨健世}二 橋 爪{ 大凪瞳幸肱雄}  

，賓(大口銀理段善) 一 三{宅大国瞳正股)次 矢 原{ 大盟理殴隆}  

柳{大田成現段昭) 生 上{竹田中工揖博庖之)  大{竹谷中工輯直l苫己)  

［翠 Ｈ竹 ｾｧ 中 ｐ 工輯 達 庖 男 }  牟〈竹固中工輔有庖宏)  {濯弁浅醜圃井築研究所謙)  

大{大津海瞳銀善事旦輯所} t津東掴田建軍事宗高久所}
塩 見{圃j告鳥量一段郎)  

武(三政・} 菊 美 土(居不動盟三位}剛 (中大圏尾企画股勝肘悦)  

西(j金川村U)宏 之 母(倉不動盟龍腔}彦

建築と社会 ・1995. 12 81  
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テトカッパー防水層
カッパー防水帯 コーパータイトオクロン防水格 E

資科をご1I I ; 1( 下さい。

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式
ム、

ヱミ 社

本 社

支 庖

倉 庫

神戸市中央区三宮町3- 7- 6(神戸7 クトクピル5階)

大 阪市 北区 西

電話 神 戸 (331) 0881- 3  

満2丁目 6番8号 ( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

神戸市東灘区御影石町 4 丁目 (電話811 -3610)

...... .  - Ｎ・ーｲＭｾｾＢＧｾＢＢ肉、 Ｔ ＮＮＮｌ

興 凶1[ ，ム莱机抗告征

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ビル T EL 03(3571 ) 2703f他 F AX 03( 3571) 0264  

大師事務所 TEL06(391) 1081  - 2FAX  06(395)2109 名古車出揮所 TEL052(811 )  3660 

世話宮藁所 TELO' 5(320)柑 32 同XO' 5(320)' 765 庫 本 出 揮 所 TELO' 62(21)1 761 向XO' 62(23).1 3"

崎王宮纂所 TELO' 8(77' )28' 5 玉 城 出 現 所 TEL日292(28)0878同 X0292(28)26 "

τ ｾｬ ｙ ［ｽ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

東洋シャッター株式会社

本 キ土 干 540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2 - 10 (T Sビj レ)

T E し ( 0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1 (i-t )  

・東京/横浜/盛岡/仙台/水戸/鯛 /岡崎/名古屋/富山/大津/京都/神戸/広島/献 /福岡/他全国主要都市

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干547 大阪市平野区加美北 3- 4  -- 5  

T E L06 (792)  5858 F AX06(792)  2810  

情報処理/ 編集・企画/ 印制・製本

Ｍｾｾ＠
日本電植株式会社

大阪市丙区西本町 l の13の33

T EL. 06- 532- 0'  61  ( 代必)

FAX. 06- 535- 5 18 1  

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

あ T

勺 寸一 日

ゆ こーコt
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〉ー〈/ 5f 思
・宮

空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

(設計 ・施工)

組朝日工業社

東京都港区浜松町ト25- 7 電話03(3432)  5711 

大阪市淀川区加島1- 58- 59 泡括 06 (302)  2270 

北海道/東北/ 北関東/機浜/ 名古屋/ 中国/ 九州、|

本社 ・本応

大 阪 支 社

支 庖

空 気 調 手[J L と竺L 搬送機設備

給排水衛生 、マτ 7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工策横式倉祉

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産業 廃 水 設 備

設 計 施 工

Ｎ，ヲイヲ ｾｴ 旅式会社
本庖・大匝本社 〒550 大阪市西区江戸姻 l 丁目 9 酢25号 電話 (06) 44卜8231

東京本社 〒102 東京高t千代田区官士見 2丁目 15冊10号 電 話 (03)3261-8231

支 社 名古昆 ・稲岡

支 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千集 ・横浜 ・金沢 ・京都 ・神戸天理 ・岡山 ・

広品 ・高訟 ・熊本

営 蝶 所 有F広 ・函館 ・青森 ・秋開 ・盛岡 ・jjifi 時・長野 ・静岡 ・盛田 ・1，lt ・富山 ・

筒井 ・徳山 松山 ・両知 ・北九州 ・雌児};，¥. 郎副1

出 張 所 加川 ・稲島 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海外支庖 シンガポール ・ホンコン

技 術研 究所 〒354 埼玉県入間，J ! : I ! 三万町大卒北水J t- 390岳地 ln話 ω492)58- 1511

干 530 大 阪市 北区 西 天満 3 丁目 6 祷 14 号

m :l 罰 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 l ( 代表 )

干 100 東京都 千代 田区丸の内 3 丁目 3 苦手 I 号

屯 話 0 3 - 3 2 11 - 8 5 1 1 (代 表 )

大阪支庖

ヰ土本

ガス訟備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社 ・大阪ガス住設機器締約底

大晃設備株式会社
。
本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 m 0 6 - 466- 2268 

大阪営業所

枚方営業所 枚 方 市叩 愛 国 東 町 9 - 3  ｾｬｴ ＰＷＲ Ｐ ＭＴＹＭＲ Ｑ ＲＸ＠

I' X ' ¥ i宅 業 設 備

1 /吉、 l ノk 処 f盟 施 設

マー- v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役大阪支庖長 三田村 嘉也

大 阪 支 庖 大阪市中央区北浜2- 2- 21 電話06(202) 3071  ( 代表)

本社・東京本后 東京都千代田区有楽町] - 4- ] 電話03 (3502)  6111 ( 大代)

支 j吉 名古屋 ・九州 ・北海道 ・中国 ・束北 ・北陸 ・神戸 ・四国

空気調和設備

給 jJド'J( ，il!" Ii 荷

電 気 設 (11市

空 気 調和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工
給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調 設 備

三建設備工業株ま吉社-令

3525西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 紅 梅 阿[ 3 祷 5 号 電話 (352) 1  1  3  1附

m京 都中央区 日:料情防御U[ 2  - 22  ｾｴｲ ｩＱ舌 Ｈ Ｓ ＶＶＷＩ 3431 (大代)

名 古 屋 ・仙 台 ・札帆 ・1ぶ勾 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

庖

社

社

支阪大

本

支

大阪市北区司'i'I! 6 丁 l司8 祷 4 号 電E扶 阪(458)3628番

支 j苫 ・位 諜rJi 稲 岡 ・五〈者11. 天 理 ・) 11凶 ・中l'戸

晃 空 調

本 H  ｫ 阪 市中 央区 域且 Ｒｔ ｬｉ ｬｬ 的 ｬ Ｇ ｾ ［ ツイン Ｒ Ｑｍ ｉ ｄ Ｗ ワー :t1Jl; 06-949- 1371  

ｾ Ａ点本出 来) ;( r.t l新術 l豆凶新 'rn 新市 11 友ピ ノレ ';[i JTo03-3344-7911 

大阪本山大阪 市北 区 間 天 1耐 3 r  11 13  JtI: 20  '，;  ・[i j，f; 06-363- 1371  

1ヒ 山 fl lli'1 ・fl' ii f( ・宇; .J i/-T. ・);(r.II ・干II IJ I ・1よね . 1M怖l

汚 染 j 荷 札純 ・ Ａｦｩ 域太 白 ・ ｈ ｳ ・ ｊ｝ ｉ 梨 Ｇ Ｑ Ｑ ， Ｑ 品 ｈ Ｇ， ￬ｊ ｬ ・ 滋賀 ・ 初 Ｚ Ｑｾ ｬ ｪ ｬ Ｇ 松 江 ・ 長崎 ・ ｩ Ｇ ｬ Ｇｾ

1'1'， ')Jk 所 fi 森 ・秩111. 盛1，1; 1' ｊｉｉ 由 Ｑ 守 ・ ［［ ［ Ｇ ［ ＱＱ ＮＱ ・ ＮｲＮ Ｑ ＱＱｾ .  1，¥iltiJ ・dJJ松 ・下l剥

熊本 ・宮崎 ・lJl(兇1: :，

O K U J U  

思 箆rI:，fff!ffiJ.容も危室主b妥ヨ諒錨拶窃§

「大規模天井無足場工法J

空 気 調和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

-・・

-
-

株式会社

。

本 社

大阪市北区西天，商5丁目3番7号 干530

TEL (06)312- 削 31 FAXω6) 312-7998 

東京 九州 備浜ー名古屋仙台・宮崎軍部

内外装創作パネル・ システム天井・間仕切

問主社オクジュー
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メンテナンス部

* 京 支 底

大阪市中央区瓦屈町 2丁目 11番16号( オートセ ンターピル 1. 2階)

郵便 番号542 m話 大阪 (06) 768- 5  0  3  1 代 表

電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号( 日本生命小石川ヒリレ 7階)

郵便番 号112 電話 (0 3) 5 6 8 9- 2  3  5  1 代 表

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 車 ・ 地 盤 凍 結

問 よりよき環境へ繍 で挑む一 一 一

守 株 式 会 社 精 研

社
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人と都市の快適な環境をつくります

- 空関・給排水・衛生役備

空貴闘和

工繍配菅

水処理

コー ジ ェネレー ション

クリー ンルーム

・プラ ント

プラ ン ト計義

システムエ ンジニア リンク

ー 咽 ー ｾ［ｮ る ＷＩ Ｑ イ多 ザフ Ｇ ｬｊ ＺＮｴ， 河ー

ｾ失

φ 住友電設株式会社 諒22Z12221寝室主!;; zilE3:21r

- 情報通信役備

情報通情ネ ッ トワー ク

情帽島理

温情システム

誼送システム

・電力流通役備

費宜電

架空送配電

地中道配電

世 集 種 目 位 計 ・施工・監理

・電気役備

畳 宜 電 ・幹 蝿

動力 ・制掴装置

電話、融送、インターホ ン

防 犯、防虫

φ灸 監 視 制 割

システム計葺

語I
E周，

. . .  唱「

工

裕

施

敏

計

一

一

一

井

設

土

事

施

凡

又

工

A

Z

桁

気

式

河

電

線

化

。

阪 市北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビノレ 5 階)

f立 3舌 o6  ( 3  6  1 )  3  6  7  1  ({"I;:) 

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 2 丁 目 1 7 喬 3 号

ｾ［ ｴｴ＠ 3.舌 o3  (  3  6  6  6 )  1  4  7  8  ({"t) 

堺 ・ 泉 州| ・ 泉 南 ・ 滋 賀

ヰ土

庖

本

支

営 業 所

設計施工

朝 堕 電 気 株 式 会 社 E

⑤ 
電気設備

電気設備・ 昔十装制御段備・空調段備 ・クリー ンルーム設備・プラ ン ト設備

給排水衛生役備・エネルギー集中監視システム 致 計 施 工

三宝電機椋式会社

F
，
，

S

市

・

司

同

内

邑

・

川

u
u

d

F

U

W

 
士

本 社 干530 大阪市北区中之仏三丁目 2 - 4  (朝 H ピJ レ) 電話06 (385) 1361ffり

大阪営業所 干564 1次 郎 市 最 水 町 3 丁 目 34 - 6 屯話06 (385) 136H的

京都営業所 干615 京 都 市 街 京 区 西 京 極 前 野 町 21 電話075(311) 118割問

神戸営業所 干650 神戸r I i 中央区浪花町59 ( 神戸朝 日ビl レ) 危話078(333) 7756(仰

Ｎｊ ｨ ｾ＠

H  本山代 表 取 締 役

草 社 〒 日O究臨市北区西天轟2-6-8( 量ピJレ) TEL 06(3倒) 刊71.FAX 06(3倒〉応お

東 京 宣 在 〒1郎東盟国道匡新蝿2・16( 二ユ一新蝿ピル) TEL03( お側)0231.FAX 凶( 切の02関

茜古屋豆后 〒462 呂古屋市北区童属3-12-14 TEL052( 991) 513HAX郎氏914)7日5

符戸豆后 〒657 再戸市轟巨岩塵申町1-2-9( 工ピスピlし) TEL 078(881 )557小FAX078(871) 位61

騨 研 究 所 〒590 式匝問解市三宝町七1 "369 TEL 0722( 27) 84ω.  FAX 0722(27)1424 

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄

大阪市中央区高厩橋4 丁目 3 番 7 号 電話 大阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸 ノ内・新宿・神奈 川・東関東・中部 ・九 州

ム一

A
社

特殊壁装材製造販売和室に最適

四-ー:!::17)(株' )iIi!J!J:J !J C:2 
常務取締役支社長

場

一

二

工

第

第

|・・・・・・・・・・・・・・・・・1|  コンクリート用混和剤/ コンクリート用補修材 目

|  高性能無収縮材/ コンクリート用高性能床材 目

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

繰 式 会 主t 王 ヌ 工 ム ヒ " ー

綜 式 会 事I ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大阪支唐 ' 大阪市中央区北浜3-2-23(信重ピル)

T  E  L06-202-3294 

-・11

11

。 Ｎ＾ＱＮ｟｜｜ＩｾＭ騎代の断熱用シｾ人
1あぢL' ャー ＧＧＧＧＮｊｾ み

目ロバイナリーシートP

目豆電線株式曾祉制問問区捌汀 ＱＳＱＮＲｾ Ｈ 干代田ピ ｊ レＩ

式会祉証幅臓

⑧益事電と繍ニ附る

行

T E L ( 06) 351- 5428ff勺

F A X( 06)351- 5 299 

孝藤
代 表 取 締 役 社 長 依

〒534 大阪市都島区中野町2丁目 10番 11号
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デンカC S Aファミリー製品

-ョーニ.I 0CSA ( 膨張性混和材) コンクリートのひびわれ防止に

Ｍｔ 二 ｊｏＢｾ ，ヨニ Ｎｉ Ｈ グラウト用無 収 縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子ニＮＱ Ｐ 守 Ｓ ーデ・，Ｇｊ友 情、私守管ｾＩ コンクリート躯体の漏水補修に
・安ニ.I DES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

- TニJ Dr I OOO(製品 用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

A

Q

冨式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖 TEL 本 社 ・京 都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

玄式株業産浦金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  TEL 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

TEL 滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 0 6) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

Q

玄式

2 5 2 - 6 0 0 0  

株産物

T E L 大 阪 ( 0 6 )  

挙

十光

Tl I J I シヲ Jl 歩9J l
特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

責 任 施 工

種 ・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ( 町C-F)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( S T し)

・ オ リ エ ン タ ル ユ ニ ラ イ 卜 ( U N  L)  

色 彩 豊 富長 尺 物

ロ

ロロ

i皮板規絡 S '1、j皮 ・S 大i皮・Vi 皮・ボ ックス淡 . w ジャンポ波 ・V デ γ キ

SVジャンポI皮・ボルトレスルーフ BL . 1t の{ 也

平板・波板・棟包・雨押類・笹樋・堅樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキ ゾスタ ー(強制))

ボーロイド( 断熱材) D.G  ※ カタログ仁約ボト小、。

社

社

社

庖

場

支

支

本

本

一

口

同

ロ

い
H

恥

却

資

本

東

西

支

工

1I 'J I !J 9  JI - 歩ヲJI - 株式会祖

〒335 埼玉県蕨市塚越 5- 12- 2  TEL (048) 442-3111 

〒335 崎玉県蕨市塚越 5- 12- 2  TEL (048)  442-3115  

干660 兵庫県尼崎市長洲中通 3- 24- 35 TEL (06) 487-2121  

関東、東北、大阪、名古屋、広島、九州

熊 谷 ・東 条 ・姫 路

途用

関西国際空港エネルギーセンタ ー景観壁工事
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「建築 と社会」誌

大 正 6年 3 月に誕生した日本建築協会 ＩｦＪｉｾＩ に変 λ 、特集 ｴ 作品作 ｪ 昆頁を二本 0635.  F A X  06- 348- 0634)  まで 。

(当時 ・関西建築協会) の、機関誌は 柱に、シリ ーズものの頁を織り込み、 販売価格は 1200l
I

) ( 送料 ・消費税合) 。

特集一覧 ・ ｊＹＷＵ ｾ J 995 大 正 6年 9 月に n刻西建築協会幸ffiil 志J その時々の社会を閃| 央したテーマを選 なお、 「処築 t ヰー1:会j 創刊号~昭和130

u必して創刊された。 大正 8年に「日 んでl l1n成してきた。 年 12月号まで全87巻の復五IJ版が、 1991

本建築協会雑誌」、さらに l 年後には 取り上げてきた特集テーマは下記のと 年 10月から l順次発行( 不二 出版) ・配

「必i築と相会」と改組し、今 日に歪っ おりで、パ、ックナンバーl悦入希望は、 本されているので、前川lは日本建築協

ている。 |昭和ド12"1三からは{ 本1占を A 4変 日本建築1%11会事務局 ( TEL 06- 348 会Z同封局へお問い合わせ願いたい。

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

1975 • p  C 板 を 一 ・建築 t プレ ・生 活 排 水 ・人 liiJ 環 筑

Vo/. 5 6 ・図書館 ・東海の新建築 ・インテリ 7 ・ 使 mした ・社 会 ・ 川 I1市のi地 ストレスト 処 理 施 設 と し て の ・騒音対策 t ・第 22 回 ・集合住宅の

建築 ・法. ! : . 施設 コン? Y ー 防音材料 青年投前者・設備・

工業化住宅 トhf，造 の あ り 方 タ ーミナノレ ・

1976 

Vo/. 57 ・証 言 7ト ・挫軍基礎傍 注 - ・床 工 法 t ・姥 築 防 災 ー ・工場建築の ・鉄刊構造の ・集 住 1干の ・結露防止対策 ・第 23 回 ・設 備 か ら

ill 築f f -1ノ ー」 ・ Ｑ ＡＱｬ ｪｦ，ｾ施設・ ・市街地整備* 司 ハ - F  t. みた長s築の

の| 問題点・ 材 料 . t . 法 e ，i士fflij ・ ジョイン ト l 断熱材料・ 青年技術者・
のi l l J J 1白J ' . ， " _ " "  ，.  "  - ，- .. .""， :1 7 ト. .... 1111 ［［Ｍ， ［ ｾＧ ｊ＠ ｾ Ｍ Ｑ＠ '-1  r  '  ̂ I U - n I問 題 点

1977 ・デザインの ・兵川Il ) ¥! - ・日本建築協会 ・コンクリ ートの ・埋立地にお 111> ・日 本 住 宅 ・ミニ乱開尭

ν'0/ ，58 動向一部分 その風土 t . T T T7 3 7 M 管理 t ・12P伽1 . 身附施設・ ・酬 設 備 ・ T品目見届 公 団 t  から計画的 - T117;斗 -L AJ

t 全体・ 娃築 ・ 建築 ｾｦ の管理 行政指導の五向 棋を例t して 建築作品ミニ| 開発へ・

1978 

・7 ザインの ・ 医ｪｦ，ｾ施設Ｍ ・組合方式 γ 苛 ・C A  0 ー

。/ ，59 動向新| 日の ・ノド 病院建築 t ・外 壁 塗 装 ・;I! i度障害 t よ る 集 4 ・住 宅 設 備 ・新しい耐k 設 Jl t. ・ 一 般 h ・第25回 ・ ヒ ノレ環境

材料. lli 築・ 9  企守1_ n..x. 111 (. .. ｾｘ ＭＭｊ＠ 青年技術者・

コン トラスト m報シZ テム 住 吃 計 阿 l ー コンピュ ータ

1979 

Vo/ ，6 0 ・5a27 ・出 れ で ・商 業 引i l i U74よ ・n彬脱出1). ・;47??: ・222F -tU紅 -hzr ・1引 う ? ・?i 認 者 ・ ・3zr

1980 ・80 Jf- It の ・今 後 の ・最近の量i行盛事 ・車町田青年性柑者 ・これか らの控

VO/ . 6/ 都市 t 建築 省 エ ォ、 ｊν ギ ー ・ 安ｾ Ｉ ， ill 築 ・住 宅 の ・lli 築行政 t ・fik 近 の ・者11市景観 t ・屋 内 体 育 ・水 ぎ わ の ・今怯の外芸 ・転機に 1: ') 築設計 t 新耐

i ちづ( りの の 趨 勢 設計事務所 耐 久 性 ・ 法規・ 防水工法・ 7J . ニ71 ・ 施設の設備・ まち づ〈 り 欧ft 仕上材・

歴史 t 展望・ ・建 築 金 物 ・ 作 品 集 ・ 集合住宅・ｾｾ設計 法 ・
1981 _  ，I.. r-: l ...... "' h. . . .. _  _L. ' : : t "  ｾ＠ !  .. _  C U  ....1;;> I  ，'.1.  _  ＮＮＮＮＮＢ Ｍ ｉ Ｎ Ｎ ｊ ｾ ，ＮＮＮ ｟ ｟＠ ・控聾拘 t 且ー ・住Hl di l:¥幅丑

VO/ . 62 ・中国町歯文 . ポー トピア ・台 所 ま れ . シー リング ・災 害 t 法 川 11附 吃一 川 什 ー の 閉ー閏岡仁川 ・HU仕切壁の ・第 28 匝l ・障 害 者 の

一 北 ポ の の J I 匝nt. 一安全な環境住 まい 手 t めに 臨rli 盤面を 'I'{・t 暮らしやすい

'81・ 今 L 包 材の知識 ・ . 11 控 J it  L  1: 軒丑同 性能評価・ 背年技術者 e

者11市計[ 凶. ..... ... ;& UIII. をめざし て・ からの尭:tt!・ 作品1 1 ¥. の 投 割 * 環境 t 設備

1982 ・医彼施設一 ・都市景観ー 写 ・絵本仁子 ot ι ・第 29 匝l

0/，63 ・新たな商業 ・省エオJν ギー 地域 医l IH ・近畿の地盤 t ちなみ主税 ・大阪市11'合 ・ホーノレill 築 ・大ス パ ン ・昭 和 ;弘 μ| ぃu. つづ< ;  背年技術者 ・風こlニ・空気

世間lの桜|ト l:I時i 口剖1・ 設備 J ) 同. ｴＮ 地 ｾ ｴ ・ への誘 L ・ (第一却1) .  t.音・ 川 ・ 作 品 集 ・ ・1-rr; ・2i? 庁舎 t. AIII) ・

1983 ・関 西 の ・マイコ ンの ・計画にお 11 O ・大 阪 駅 t ・京海の将米 ・オフィス ・ ・プレストレスト ・軍羽田青年桂樹古

建築文化を 建 築 へ の ・多様化する ・建 築 t  コi ユニヶーシ1 タ ーミナ ノレ ・ 維持管理ｾＭ - ｾ文化を インテリア ・位協・コンタリ ・k 匝瞳自陣文化 ・集 合 住 宅

運動施設・ 品 質 管 理 ン[ : 1レゼ刀 、 設備i 1! 事「 スポ 四 ヅ と 生 活 音

考 λ る 利 用 円 J ピノレ i 考 え る の 変 革 ート構造 ホール・

ゴ セ -TT; ?? ・ω 西 の . fL7ふ1 . 姥脱設産猷業t . . 住環附境t . ・吋自付ち官γ2

tハち何川づ( ｾ怜叩を捕問恥う 超高府ピノルν 2紘綴2怒3?慢z態艇i許型 ロポツ川ト! 開閉尭 法削臨刑1) 皮 .勺;tJι ピtrJ ポ イ ン 卜 人μ 々 t 生釧前笠到nlJ . m，: VJ tJ IJ の思恕 挫 築

1985 ・fll" 陣式への遭 ・情 報 化 を ・ホ ー ルー ・建物の表情一 ・建築 t 水の . 接骨一人体 t ・村野藤吾の

h州 I ∞ . 大阪 湾物誇 . .汗?九E可守?殻2. 議識Z2切榔T混2辞? め 川(，付，ｾ叫る叫往帥栗 Hれ11 b
t  

8  λ  る 都 1市!打i Iヰ事)¥怖 だT 文化一 外 笠 材 料 学 l凶胡者都lIi市!打i • 11建設i計[1作十聞 〈 る 束 海

1986 ・これ からの ・屋総ーその ・1? f J L t z ・インテリジェ ・処 築 防 災 ・間j1ーその脳 ・インテリ 7 ・

Vo/ ， 6 7  ントピルの ・自治体営絡 t 法 ・21世 紀 の 的仕掛11町撞を ・C A D - ・オ7ィス空 )m・第 33 回 イクステン

世間l一都市型 デザイン t . ? : カらの 建 築 t 公共感築 ・大 阪 市 内 住居 t 設備 もt めτ ー その応ij l ! 展開 の情成 青年技術者

集合住宅にみる 索材 防 水 工 法 設 備 計 画 (第 2 JtJ J) ・ツ イ ン 21 . "" _ "  .  .  .  "".. "  ， '" ". "  y ニュー7 ノν

1987 . I1i' j海 ・ ・組物 t 前並みの

VO/. 68 ・入 浴 物 語 ・l肉食 ・ 自 ｬ 上立 Ｗ Ｐ 問 ｊｾ ・ ｩｻ， ｴ ｾ副 ｊ する 保 管 施 設 ・室 内 の ・ q( ・行政 lli 築家 ・ンテイ ホテ ル ・宝 尿 の 措占 ・第 34 匝l

記念号 東 海 へ ・大 阪 府 立 仕 J:. l末 、 の 可 能 性 の 設 情 街 づ 〈 り ・昭和l 設計 lt 年技術者

体 育 会 館 ー 作 品 集

ゴ ゼ . ホテル物評 -T Y器 ・7R口 ・姥物の外装 ・ 古川、 居 住 ・11Y悦 ・川 紀 へ の . 市1I 振 . *Imm住宅 -rr? ・31FbE ・i肉質テレビ

n ・1針AZ2 ・1! 畑中匂 リ7山 口 t ちなみ !!!!I91 を考 λ る ・大阪府営繕 ・800号記念 ・

Jゴf勺 . 夢れをのせ 3:U;仏V山ii口:ぷιE3J品綜i説1.勺;μυJJムj」のM• まハちづ引( り川 . )j附 会 t川 . 冊船刷馴l司市!打慨i
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で、本会までご注ヨ7下さい。
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キ社土会状J況兄を計帝織量劇り込み、最崩幸庁肋の技{ 術桁情報を盛り込ι 、ベ〈新たに害き起こしたものてで.、執筆には、東畑建築事務戸所斤、日建設

計、安井建築設計事務所、大阪ガス、関西電力の設備設計者が当たり、編集委員会計闘主を重ねましfこる

第一線て活躍する設備設計者が、実務において、建築と設備のかかわりあう場て直頂した問題を掘り起こしその解決
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